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第九五話　元・《魔王》様と、新たな絶望









「長かったよ。嗚あ呼あ、実に長かった」

　荒れ果てた大地。灰色に染まった空。

　暗闇に支配されつつある世界の只ただ中なかにて、目前の敵方が、艶えん然ぜんと微笑ほほえんだ。

　アルヴァート・エグゼクス。かつての我が配下にして……魔王軍最強の男。

　一時、同じ釜の飯を食い合った同胞は、しかし、今や最悪の敵となりて我が喉元に牙を突き立てんとしていた。

「まさしく満願成じょう就じゅというべきか。数千年もの間、待ち続けた甲か斐いがあったというものだ」

　勝ち誇ったように胸を張りながら、息を唸うならせるアルヴァート。

　実際のところ──状況はまさに、絶望的なものだった。

「絶景哉かな、絶景哉。貴公もそう思うだろう？　我が《魔王》よ」

　両腕を広げ、天空を見上げる。そこには無数の武具があった。

　槍やり。片手剣。大剣。鎧よろい。弓矢。鎚つち。棍こん棒ぼう。盾……

　圧倒的な武威を有する装備、六六六種。

　その名を──《魔王外装》という。

　我が切り札の一つは今や、敵方の手の中に在った。

「極上の不快感だろう？　己おのが持ち得る全てを奪われた後の気分というやつは」

　顔をこちらへと向けながら、アルヴァートは口こう端たんを吊つり上げた。

　その目線は、我が足下に移っている。そこには……俺の全てが、転がっていた。

　ジニー、オリヴィア、シルフィー、ヴェーダ、ライザー。

　仲間達の亡骸なきがらが、転がっていた。

「………………」

　無言のまま、俺は彼等の姿を見つめる。

　──仮令たとえこれが、想定通りの結果であったとしても。

　それでもやはり、こう思ってしまう。どうしてこうなったのかと。

「さて。何もせねば、次の手で終わってしまうよ、我が《魔王》」

　言葉と同時に、灰色の空を埋め尽くす武具の群れが発光し──

　その矛先を、我が身一つへと向けてきた。

　あまりにも圧倒的な威容。それは問答無用で死を意識させるものであり、それゆえに。




　まるで走そう馬ま燈とうの如ごとく、現在に至るまでの記憶が、脳裏に浮かび上がってきた──
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　ライザー・ベルフェニックスと、あの忌いまわしきメフィスト゠ユー゠フェゴールを相手取っての一件が、決着を見せた後のこと。

　まずもって我々が懸け念ねんしたのは、ある幼い少女の扱いであった。

　マリア。

　ライザー・ベルフェニックスにとって何よりも重要な存在であり……ある意味で、事件の引き金となった人物。

　彼女は特別な力など一切持ってはおらず、外見に反するところは微み塵じんもない。

　よって彼女を我々の旅路に同行させるわけにはいかなかった。

「……この場にて待っていただくほかありませんね」

　とはいえ、決戦の舞台となったメガトリウムは現在、焦土も同然の状態となっている。このような場所に幼い少女を放置するわけにもいかぬ。

　そのため、俺は魔法によって全てを元の姿へと戻した。

　とりあえず、これで問題はなかろう。

「マリアさんには宮殿にてお待ちいただく。それでよろしいですね？」

　当人に異論はなかった。一方で、ライザーは不安げな顔をして、「マリアを人質にすべく、奇襲を仕掛けてくる可能性は？」などと言い出したため、それに応じた対策を実行。

「これにて、間違いなく、不安要素はなくなりました」

「……うむ」

　まだ未練がましい目でマリアを見るライザー、もとい、ロリコンくそジジイ。

　しかしながら、奴やつとてこれ以上の執着は時間の無駄と考えていたようで、

「すぐに戻る。それまで、留守番を頼んだぞ」

「うん。ちゃんと待ってるから、頑張って、ライザー」

　愛する者に見送られたなら、足を止めるわけにはいかない。

　かくして。我々はライザーを加え、六人の集団となって、メガトリウムを発たった。

　それから────数日後の、夜。

　静寂が広がる平野にて、焚たき火びにくべた薪がパチパチと爆はぜる音を聞く。

　心落ち着く音色が響く中、そのとき、ヴェーダがため息交じりに言葉を紡つむぎ出した。

「やっぱりさぁ、どっか陰湿なんだよね、アル君って」

　これはおそらく、この数日に亘わたって繰り返されている嫌がらせに対するものだろう。

　兵は拙速を尊ぶ。争いごとは早急に決着をつけるのが望ましい。悪戯いたずらに時間をかければ、予想外の事態が生じ、足下を掬すくわれることもある。ゆえに我々は転移魔法で以もって敵方の根城へと飛び、すぐさま幕引きを、と、そう思っていたのだが……

　あちら側が、それを許してはくれなかった。

　敵大将、アルヴァートが鎮座する拠点、アサイラス連邦首都。その周辺一帯には広範囲に亘って妨害術式が展開されており、転移魔法が使用不可となっている。

「……時間稼ぎをしているという可能性は？」

　小岩に座り込んだライザーが、顎に手を当てながら呟つぶやく。

　これに対し、ヴェーダが首を横に振った。

「時間を稼がなきゃいけないような策略を、アル君が企たくらんでるとは思えないんだよね」

　俺も同意見だった。そもそも、奴の計画は全てにおいて、俺に対する嫌がらせに等しい。

　世界を改変し、我が学友を怪物へと変えたのも。イリーナを誘拐し、手元に置いているのも。総じて俺を苦しめるための策略だ。そして今回の転移妨害と……昼夜問わず襲い来る魔物の群れなどもまた、俺にストレスを与えるというのが目的であろう。

　実際のところ、苛いら立だってはいる。

　早くイリーナを救いたい。早く友人達を元の姿に戻したい。

　早く、早く、早く、早く。

　……表には出していないが、正直なところ、焦燥感を覚えている。

　ゆえに進行の遅延という嫌がらせは、実際、効果覿てき面めんであった。

「……今は、我慢のときです。来きたるべきときがやってきたなら、そのときは我々が彼に嫌がらせをしてやりましょう。それはもう、盛大な嫌がらせを」

「へぇ？　何か考えがあるようだね？」

　ヴェーダに首肯を返してから、俺は皆の顔を見回しつつ口を開いた。

　夜闇の静寂に、しばし声が響く。焚き火に照らされた仲間達の顔は、実に真剣で。しかし、全ての説明を終えた頃にはその表情が、幾分か朗らかになっていた。

「げひゃひゃひゃひゃ！　いいね面白い！　それで行こう！」

「……報復としては、なかなかといったところか」

「異論はない。ただ、僅かばかりの不安はあるが」

「あいっかわらず心配性ね、ライザーは！　きっと上手うまくいくのだわ！」

「そうですわ。何せアード君が立てた作戦ですもの」

　皆の目には、こちらに対する信頼感があった。それに感謝しつつ、俺は言葉を紡ぐ。

　堂々と、胸を張って。

「──彼の企みを、めちゃくちゃに破壊してやりましょう」
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　アサイラス連邦首都、ハール・シ・パール。堅けん牢ろうな壁に囲まれた都市部は芸術的な木造建築の宝庫であり、毎年数多くの観光客で賑にぎわっている。

　アサイラスは長年紛争を続けてきたが、現・国王によって統一されてからというもの国内事情は安定しており、内政は良好な状態を保っていた。

　これまでの殺伐とした雰囲気など新生アサイラスには微塵もなく、首都に住まう者達は不意に訪れた平和を謳おう歌かしている────が、それも今や過去の話。

　世界改《ストレンジ変装置・キューブ》によって形を変えられたハール・シ・パールは、もはや平和な楽園にあらず。醜い怪物達が行き交う、魔界も同然の有あり様さまであった。そんなおぞましい光景を、アルヴァート・エグゼクスは居城の頂点から見下ろしつつ、微笑する。

「これぞまさに、御お伽とぎ噺ばなしの《魔王》が住まう根城そのもの。しかし…………少しばかり、あからさま過ぎたかな？」

　尖せん塔とうの天辺てっぺんに立ち、長く美麗な黒髪を風にたなびかせながら、くつくつと喉を鳴らす。

　改変された世界に在って、彼は《魔王》の称号を背負う怪物として認知されている。

　そう。かつて自分から全てを奪った男とまったく同じ称号を、彼は自ら背負ったのだ。

「あのとき……全てに決着が付いたあのとき、彼が吾わたしとの約束を守ってくれていたなら、不愉快な称号で呼ばれることもなく、大がかりな計画を企てる面倒も味わわずに済んだというのに。嗚あ呼あまったく、嫌がらせでもして溜りゅう飲いんを下げねばやってられんというものだ」

　肩を竦すくめてみせるアルヴァート。

　──そのとき、彼の隣に一人の少女が顕現した。虚こ空くうの只中に突如現れた彼女は、実に愛らしい容姿をしているが、どこか不気味なオーラを纏まとわせている。

　その姿を認めると、アルヴァートは悪戯小僧のような笑みを浮かべながら、

「ふはん。やはり似合っているじゃあないか、カルミア。その装束こそ、《魔王》の側近に相応ふさわしいものだ」

　少女、カルミアは無機質な表情で言葉を返した。

「……昔から思っていたことだけれど。貴方あなたのセンスは痛々しい」

　無味乾燥とした声で毒を吐きつつ、カルミアは自らが纏う衣服に目を落とす。

「ゴシックロリータは手の入れようがないほど完成したジャンル。それなのにごちゃついた改造を施したせいで全てが壊滅的な状態になっている。この王冠みたいな帽子はなに？　スカートにくっ付けた複数の剣状装飾についても、存在意義がわからない。無駄な華美を取り入れたせいで、全体的な色調も────」

「ふははははは！　カルミア！　貴君は相も変わらず吾の心を抉えぐるのが上手いな！　ふははははははははは！」

　大声で笑い、彼女の声を搔かき消す。

　そんなアルヴァートにカルミアは小さく息を吐いて、別の話題を切り出した。

「……もうすぐ、だね」

　彼女がいわんとすることをたちどころに理解し、アルヴァートは頷うなずきを返した。

「そうだ。もうすぐ願いが叶かなう。数千年、焦がれ続けた瞬間がやって来る」

　言い終えてから、天へと目を向けた。

　アルヴァートの心境とは裏腹に、空模様は暗あん澹たんとしている。

　だがむしろ、それがいい。

　狂面を歪ゆがませながら、アルヴァートは歌うように語り紡いだ。

「今日、この日、無駄に永く続いた吾の物語が、ようやっと完結する。嗚呼、なんと素敵なことだろう。夢見心地とはこのことか」

　カルミアは、何も応えなかった。ただ隣に立ち、彼の顔を見つめるのみだった。そんな彼女の視線を浴びながら、アルヴァートは瞼まぶたを閉じて、昂こう揚よう感を抑えるように息を吐くと、

「ともあれ。歓待の用意は万端整った。あとは客人を待つのみだ」

　再び眼下の街並みへと目線を移し、アルヴァートは底意地の悪い笑みを浮かべて見せた。

「嗚呼、想像しただけで笑みが零こぼれてしまう。ここへ来るまでに、彼は仲間共々、吾の嫌がらせをさんざん受けてきたわけだが……積もり積もったストレスが、この街中にて更なる高みを目指すのだ。ともすれば、吾は《魔王》の胃袋に穴を空けた二人目の存在となれるやもしれぬなぁ。嗚呼、嗚呼、楽しみだ。実に実に楽しみだ。ふははははははは」

　高らかに笑うアルヴァートの隣で、カルミアが呆あきれたように息を吐いて、一言。

「……悪趣味」と、ボソリ呟く彼女へ、アルヴァートは堂々と応答する。

「悪趣味で結構！　数千年も待ちぼうけを食らったのだ！　嫌がらせの一〇〇や二〇〇、許されて然しかるべきだと思うね、吾は！」

　彼の脳裏に、かつての主あるじにして、宿敵でもある男の顔が浮かぶ。

　アード・メテオールと名を変え、姿をも変えた、あの男。

　普段の澄まし顔が怒りの形相に歪む瞬間を想像しただけで、エクスタシーを感じる。そしてきっと、その期待を彼が裏切るようなことはないだろう。何せこの街には。この居城には。アード・メテオールに対する嫌がらせの数々が無数に仕掛けられているのだから。

　えげつないトラップ。いやらしい魔物の配置。それらをくぐり抜け、この場へと辿たどり着いたとしても──あの男は、望む物を決して得られない。

「ふはは！　ふはは！　ふははははははは！」

　両手を広げ、天を見上げる。アルヴァートの心には愉悦の色だけが広がっていた。

　が──そのとき。不意に、灰色の空が煌きらめいた。

「んん？」

　何事かと眉根を寄せた、次の瞬間。曇天の真下に巨大な光球が突如として現れ────

　それがあの男による攻撃だと気付いた頃。

　アルヴァートの全てが、灰かい燼じんに帰していた。
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「……ふう。僅かではありますが、溜飲が下がりましたね」

　目前の光景に対し、俺は満足感を味わうと共に、息を唸うならせた。

　腹立たしい旅路の末に目的地を前にした我々だったが……

　当然、真正面から挑むはずもない。どうせ街の隅々にも面倒な嫌がらせを仕掛けまくっているに違いないと踏んだ俺は、まずそれらを一掃してやることにした。

「ふむ。見事なお手前であるな」

「やっぱ本気の一撃は違うねぇ。現代生まれとは思えないほどの威力だよ」

「……懐なつかしいものだ。あの頃は一撃で街を吹き飛ばすなど、茶飯事だった」

　三人の元・四天王達が各おの々おの感想を言い合い、

「もう、すごすぎて、何がなんだか……」

　ジニーが呆ぼう然ぜんと呟いたかと思えば、

「なんというか、現代生まれにしては、ほんっとに規格外だわね、アンタ」

　称賛と共にシルフィーが微笑する。

「はは。少しばかり気が入りすぎましたね。苛立っていたもので、つい」

　ハール・シ・パールは今や更地も同然。

　森羅万象、総じて原形を失い、荒涼とした平野が在るのみだった。

　当然のこと、敵方が用意していた嫌がらせの全ては灰燼に帰したことだろう。

　ざまぁみさらせ──と、心の中で呟つぶやいた、次の瞬間。

　ぶわり。

　前方にて桁外れな圧力プレッシャーが膨れ上がった。

「ふむ。やはり、無傷ですか」

　肌がひりつくような凄すさまじい威圧感。これは、あの男の生存を証明するものだった。

「嗚呼、嗚呼。いや、まったく。忘れていたよ。貴公はこういう男だったな」

　むくれた子供のような声音が放たれると同時に、圧力が一層強くなる。

　そして。

「いけずにも、程があるというものだ」

　怒気が発露した、矢先のことだった。

　遥はるか前方にて異変。積み重なった瓦が礫れきの山から、闇色の奔流が溢あふれ出す。

　それはゆっくりと周囲の空間を侵すように広がっていき──

「総員、後退ッ！」

　我が口から出た叫びは、半ば無意識の産物であった。

　それから皆、示し合わせたかのように、まったく同じタイミングで後方へと跳ぶ。

　その表情は総じて硬く、誰もが冷や汗を流していた。

　満場一致。アレは決して、近付いてはならぬものだと。全員が確信に至っている。

　その証あかしを立てるかのように、数瞬後、黒き奔流がその脅威を発揮した。

　じわりじわりと扇状に展開していくそれが瓦礫の山々に触れた、そのとき。

　存在が、消失する。

　それは分解だとか粉砕だとか、そういった尋常の現象ではなかった。

　消滅。あの漆黒の奔流がもたらすものはまさにそれだ。

「冥府送りの炎……！　相も変わらず、凶悪極まりないな……！」

　オリヴィアが頰に汗を浮かべながら、呟く。

　冥府送りの炎。

　それは奴やつの異能に対する呼び名であり、奴自身が有する異名の一つでもある。

　その効能は……一撃必殺。

　黒炎に触れたが最後、対象の霊体は即時、冥府へと送られる。例外はない。いかなる存在であろうとも、接触は即すなわち確殺となる。

　果たしてそれは我々のすぐ目前まで迫り……警戒するこちらを嘲笑あざわらうように二手に分かれ、あらぬ方向へと向かっていく。

　黒炎が行き着いた先は──我々のすぐ、背後であった。
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「腹立たしい。嗚呼、実に実に、腹立たしい」

　傾国の美女もかくやとばかりの美貌に、不快感を宿しながら、こちらをジッと見据えてくる。そうしたアルヴァートの全身に闇色の奔流が纏わり付き、凝縮。その様相はまるで、漆黒のオーラを纏う死神のようだった。

「吾がどれだけ必死こいて準備をしてきたか、貴公にはわかるまい。吾がどれだけ期待感に胸膨らませてきたか、貴公には決してわかるまい」

　深々と嘆息するアルヴァート。奴はその瞳を刃やいばのように細めて、

「萎えた。萎えた萎えた萎えた萎えた萎えた。嗚呼、うんざりする。こんなときは踊らねばやっていられん」

　くるくると。狂々と。珍妙な動作で踊り、ステップを踏む。

　そうしながら、奴は、ぼんやりと空など見つめながら口を開いた。

「しかし、思い切ったものだ。ここには貴公等にとって重要な物が二つ存在するというのに。それを木こっ端ぱ微み塵じんに砕くようなことを、よくも出来たものだな」

　この言葉に、俺は否定を返した。

「噓うそおっしゃい。《ストレンジ・キューブ》も、イリーナさんも、ここにはない。どこか別の場所に隠している。そうでしょう？」

　図星を突かれたからか、アルヴァートはステップを踏みながら鼻を鳴らして。

「流石さすが、勘働きの鋭いことで」

「貴方あなたの思考など手に取るようにわかりますよ。大方、我々の苦難が徒労に終わった瞬間を見つめながら、酒など嗜たしなむつもりだったのでしょうが……残念ながら、勝利の美酒はお預けとさせていただきます。未来永えい劫ごう、ね」

　挑発的に微笑ほほえんでみせた、矢先のことだった。

　踊り狂うアルヴァートのステップが、どこか緩やかになり──

「うむ。少しばかり、滾たぎってきたな」

　曇っていた美貌に穏当な色が宿った、瞬間。スッ、と滑るように。何気ないステップで。上機嫌に散歩するかの如ごとく。奴は一瞬にして我々の目前にまで迫り、そして。

「さぁ、皆みんなで踊ろう」

　ニッコリと、寒気のするような笑みを浮かべ──

　無造作に、左腕を振るう。

「ッッ！」

　ここでようやっと、我々は自らの愚に気付いた。

　あまりにも自然体で、微み塵じんの殺気もなかったがために、警戒心が沸き立たず……ゆえに我々は今、黒炎の脅威に晒さらされている。

「──《ウインド》ッ！」

　我が行動は完全に、脊髄反射的なものだった。

　跳躍では間に合わない。もっと速く身を躱かわす方法はないか。そんな思考が一瞬にして脳裏を駆け巡り、即座に答えを出して、実行。

　果たして我が風の魔法によって総員、勢いよく後方へと吹き飛んだ。

　前後して、今し方まで立っていた場所を、漆黒の炎が擦過する。

　着地と同時に、俺達は緊迫感を抱きながら、敵方の姿を睥へい睨げいした。

「嗚あ呼あ、まっこと惜しい。もうあと少しだったのだがなぁ。はははははは」

　遊戯に興ずる童のような笑顔で、なんら殺気を放つことなく殺意を撒まき散らす。その有あり様さまはまさに狂人のそれ。数千年前より変わることなく、この男は今もなお壊れ切っていた。

「……やはり、出し惜しんではいられませんね」

　四天王最強は伊達だてではない。このままでは己が役割を全うすることさえ、困難であろう。

　ゆえに俺は、切り札の投入を決意した。

「皆さん、手出しは無用です。ここは私にお任せを」

　仲間達にそう述べてから……俺は、ある魔道具を召喚した。

「ほほう。こちらに来るのが遅いと思ってはいたが。やはり、寄り道をしていたのか」

　目を細め、愉たのしげに笑うアルヴァート。奴の視線と注意が、そのとき、我が手元へと注がれた。宝玉である。白金色に煌めく美しいそれは、かつて俺が手ずから創り出したものであり……今回の一戦における切り札として、ある迷宮から回収したものだ。

「初手全開。ご観覧あれ」

　宣言すると共に、俺は宝玉を天へ掲げ、その効力を発動する。

「《圧倒する力よ》《我が前に出いで》《虚むなしき勝利をもたらせ》」

　三唱節の詠唱を口にした次の瞬間、白金色の宝玉が力強く煌めき、そして。

　曇天の真下に、巨大な門が出現する。

「おぉッ！　美しいッ！　あれぞまさに煉れん獄ごくへの入り口だッ！」

　荘そう厳ごんかつ煌きらびやかな装飾が施されたそれを目にした途端、アルヴァートが狂気じみた笑みと共に叫んだ。恐れなど皆無。むしろ現状を待ち望んでいたかのような有様。

　是非もなし。笑いたくば笑え。興じたくば存分に興じて見せよ。

　しかし、アルヴァート・エグゼクス。

　この戦いの果てに、貴様が望む結末がやってくるなどとは思うまいぞ。

「《開け》《塵じん滅めつの門》」

　放たれた二唱節に応ずるかの如く、天に浮かぶ巨大な門が音を立てて開き始めた。そこに在るは深しん淵えん。吸い込まれそうな黒が広がる、そんな只ただ中なかにて。

　悠然と、それが顔を覗のぞかせた。

　武具である。無論、只ただ物ものではない。門の内より悠然と現れたそれらは、総じて規格外の力を有している。

　その総数、六六六。灰色の空に鎮座するそれは、まさしく我が切り札。

　その名を、《魔王外装》という。

　それらは一つ一つが絶大な殲せん滅めつ力を誇る兵器であり、それゆえに六六六種を全投入するような事態など、過去に一度しかなかった。

　最強最悪の《邪神》、メフィスト゠ユー゠フェゴールとの最終決戦が、それに当たる。

　当時の一戦にはアルヴァートも参加しており、そうだからこそ、己おのが相対する戦力がいかなるものか、十全に理解していよう。

　だが、それでも。四天王最強の男は、笑い続けている。

「嗚呼、やはり美しい。この世のどんな芸術品を並べ立てても、これには及ぶまい」

　くつくつと喉を鳴らす。そんな様は悠然、というよりも、どこか余裕を見せているようで、なんとも不気味な姿に映った。

「一目見た瞬間、吾わたしは思わず欲しいと呟いていたよ。これ以上の暴力など、特に求めてはいなかったというのに。そんな吾さえも魅了するほどの力。それこそが《魔王外装》であり……そして、貴公にとっては、心の拠より所どころに似たものであろう？」

　くつくつくつ、と喉を鳴らす様が、やはりどうにも気になって仕方がない。

　何か重大なミスを犯したような、そんな気分になる。

　……いや、考えても詮無きこと。ここは一いっ気き呵か成せいに攻め立て、時間を──

「貴公にとってアレは、まさに生命線も同然であろう。いかな難敵が現れようともアレさえあればどうにかなる。そのように信頼しきった力。嗚呼、それがまさか。まさかまさか」

　攻撃開始の合図を送る、その直前。アルヴァートが声高らかに叫んだ。




「想定外の極みだろうなぁッ！　最強の切り札が、敵方の手に渡るといった現実はッ！」




　直後。天空に浮かぶ六六六の外装が一、《時とき騙だましの瞬しゅん烈れつ槍そう》が反応を示した。

　──俺が、命令を下していないにも拘かかわらず。

　槍やりが曇天の下より、地表へ向かって飛ひ翔しょうする。

　雷らい霆ていの如き疾はやさで。獰どう猛もうな軌道を描きながら。

　その末に。

「────あ」

　時騙しの名を冠するこの一振りには、名称通り、時間軸を操作する力が付与されていた。

　投とう擲てきと同時に、この槍は世界の時間法則から外れ、超高速の時間軸へと身を移す。

　そうすることにより、完全不可避の一撃を相手に見舞うのだ。

　これは単純な高速化ではなく、時間軸の変動であるため、いかに感覚を強化したとしても回避は出来ない。気付けば穂先が突き刺さっていた。そのように認識するのみである。

　だから俺は、その結末を、防げなかった。

　ジニーの心臓を、槍が貫くという結末を、変えることが出来なかった。

「ジ、ジニーッ！」

　悲鳴にも似た叫びが、シルフィーの口から放たれる。

　けれども反応はなく、ジニーの瞳から生気が消え失うせ──

　彼女がゆっくりと倒れ伏していく、その最さ中なか。

「戦場で他人の心配とは、これまたナンセンスなことを」

　嘲笑めいた声。そこにアルヴァートの冷たい殺気を感じた、矢先の出来事だった。

　倒れ込むジニーのもとへ駆け寄るシルフィー。一歩、二歩、三歩と進んだ、そのとき。

　既に敵方は、行動を終えていたらしい。シルフィーの足下が光り輝いたかと思えば……

　ほんの一瞬にして、彼女の全身が灼しゃく熱ねつに包まれた。救助も叶かなわぬ、刹那の出来事だった。

　後に残ったのは、炭化した亡骸なきがらのみ。その末路にアルヴァートは歯を剝むいて笑い、

「いつのことだったか。《邪神》の一ひと柱はしらを討たんとする戦において、シルフィー嬢が仕掛けたトラップ魔法に掛かり、黒焦げにされたことがある。ふはん。これぞまさに意趣返しというやつだな。そして──」

　奴やつの目が、三人の方へと向けられる。オリヴィア、ヴェーダ、ライザー。かつての同胞を前に、何を思ったのか。いずれにせよ、その瞳に宿るものはあまりにも冷ややかだった。

「強すぎる力というのも困りものだな。闘争の愉悦というものを根こそぎ奪ってしまう」

　奴の凶行を、止めることは出来なかった。気付いた頃には、全てが終わっていた。

　オリヴィアの頭部が破裂し、ヴェーダの五体がバラバラになって、ライザーの全身が圧縮され肉塊に変わる。

　絶望。その様相はまさに、絶望を体現するようなものだった。

「長かったよ。嗚あ呼あ、実に長かった」

　荒れ果てた大地。灰色に染まった空。

　暗闇に支配されつつある世界の只中にて、目前の敵方が、艶えん然ぜんと微笑んだ。

「まさしく満願成じょう就じゅというべきか。数千年もの間、待ち続けた甲か斐いがあったというものだ」

　勝ち誇ったように胸を張りながら、アルヴァートが息を唸うならせる。

「絶景哉かな、絶景哉。貴公もそう思うだろう？　我が《魔王》よ」

　両腕を広げ、天空を見上げる。

「極上の不快感だろう？　己おのが持ち得る全てを奪われた後の気分というやつは」

　顔をこちらへと向けながら、アルヴァートは口こう端たんを吊つり上げた。

　その目線は、我が足下に移っている。そこには……俺の全てが、転がっていた。

　ジニー、オリヴィア、シルフィー、ヴェーダ、ライザー。

　仲間達の亡骸が、転がっていた。

「………………」

　無言のまま、俺は彼等の姿を見つめる。

　──仮令たとえこれが、想定通りの結果であったとしても。

　それでもやはり、こう思ってしまう。どうしてこうなったのかと。

「さて。何もせねば、次の手で終わってしまうよ、我が《魔王》」

　言葉と同時に、灰色の空を埋め尽くす武具の群れが発光し──

　その矛先を、我が身一つへと向けてきた。

　あまりにも圧倒的な威容。それは問答無用で死を意識させるものであり、それゆえに。

　まるで走そう馬ま燈とうの如ごとく、現在に至るまでの記憶が、脳裏に浮かび上がってきた。

「……やれやれ、面倒なことになったものだ」

　嘆息すると同時に。六六六の外装が、六六六の絶対的な暴力を引っさげて、襲来する。

　防戦一方、どころではない。完全な無抵抗だ。

　俺はただただ、堪え忍ぶことしかしなかった。

　肉体の滅却を防ぐため、常時再生の魔法を己に掛け続ける。

　まだだ。まだ、ダメだ。役割を果たし終えていない。ここで消えてはならない。

　皆の行動が完了するまで、俺は────と、そう考えた矢先のことだった。

　絶大な力に埋め尽くされた視界の中。遥はるか遠方にて、煌きらめく球体が打ち上がる。

　それは、合図だ。全てが終わったという、合図だ。

「……ならばよし」

　役割は果たした。であればもはや、堪え忍ぶ理由はない。

　発動していた再生の魔法を解除する。となれば必然、我が肉体は滅びへと向かうのみ。

　だが、それでいい。勝敗は既に、決したのだから。

「嗚呼そうか。なるほど。やはり、とことんいけずだな、貴公は」

　拗すねたような声が、耳に入ると共に、激しい攻勢がピタリと止まった。

　途端、我が全身が地面へと倒れ込む。ちょっとした衝撃を覚え、それから、冷やりとした土の感覚を味わう。そんな俺を見下ろしながら、アルヴァートは眉根を寄せて、

「まともに戦ってやるつもりは、最初ハナからなかったと。そういうことかね」

「あぁ、貴様が用意した筋書きなど糞くそ食らえだ」

　受け応えると同時に──我が身が、崩れ始めた。

　爪先からゆっくりと、粒子状になって消えていく。

　先に斃たおれた仲間達の亡骸もまた、同様の状態となっていた。

「分身の魔法を用いた模倣体。それを最後まで気け取どらせなかった貴公の技量は、いやはや、流石さすがと言わざるを得ないな」

　肩を竦すくめて見せるアルヴァート。表面的には余裕を見せているが、内面はおよそ、荒れ狂う海原の如しであろう。そうした情念を見透かしながら、俺は口を開いた。

「貴様の動向は、総じて我が想定の範はん疇ちゅうにあった。数千年もの間、貴様は準備を整えていたのだろうな。この俺と全身全霊を尽くすような闘争を演じ、そして…………己おのが末まつ期ごを、迎えるために」

　各地に配置された《魔王外装》のもとへ足を運び、支配権を上書きするといった小細工もまた、その一環であろう。

　だが、いかなる用意があったとしても、奴の意に沿うつもりはない。

「我々の目的は、あくまでも世界の救済だ。イリーナと《ストレンジ・キューブ》を奪還し、世界を元に戻す。これを為なすことが重要であり……貴様の打倒は優先目標ではない」

　そして、それは成し得た。仲間達の迅速なる行動のおかげで、俺は──

　彼女との約束を破ることなく、この一件に、終止符を打つことが出来る。

　難題をこなした後の、達成感にも似た感覚を味わいながら、俺は敵方に宣言した。

「我々の勝利だ、アルヴァート・エグゼクス」

　これを受けて、奴は小さく息を吐き……それから、灰色の空を見上げた。

「嗚呼、いけずだ。貴公はまっこと、いけずそのものだ。我が心内を知っていてなお、それを無下にする。………………………………この身と、この心を、こんなふうにしたのは、お前自身だというのに」

　紡つむぎ出された恨み節には、しかし、なんの情も込められてはいなかった。

　無機質に、淡々と、アルヴァートは言葉を重ねていく。

「勝利宣言をするのは、まだまだ早いよ、我が《魔王》。吾の執念を甘く見てもらっては困る。この数千年、吾は準備をし続けてきたのだ。そう……滅び行くための準備を、万端に整えてきた。ゆえに……」

　底無しの闇が、アルヴァートの美貌に宿る。

　そして奴は、粛々と語り紡いだ。まるで、決定事項を述べるかの如く。

「貴公は吾を殺さねばならない。それ以外に此こ度たびの一件を解決する方法はないのだ」

　発言の真意が、いかなるものか。それを問いただそうにも、時間が残されていなかった。

　分身の肉体が存在時間の限界を迎え──

　謎を残したまま、我が意識は、本体へと戻っていった。





◇◆◇






　視界が暗転してからすぐ、俺は平野の只ただ中なかにて目を覚ました。

「アルヴァートめ……何を企たくらんでいる……？」

　考えても答えは出なかった。であれば、ここはあえて思考を放棄しよう。

　今は仲間達と合流し、イリーナを救い出したという実感を味わうのだ。

　俺は探知の魔法で皆の現在位置を特定し、それから転移の魔法を発動する。

　妨害術式は既に解析を終えており、我が動向を阻はばむものはどこにもない。

　俺は瞬時に皆のもとへと到着した。そこは薄暗い森林の中で、すぐ目前に遺跡のような建造物がある。おそらくはそこにイリーナとキューブが安置されていたのだろう。

「あ……アード君……」

　こちらの姿を認めたジニーが、ぽつりと声を漏らした。

　……妙だな。目的を果たしたというのに、明るさが微み塵じんもない。

　彼女だけではなかった。こちらを見やる仲間達の顔は総じて、どこか暗あん澹たんとしたもので。

　そうした様子が、不安を煽あおってくる。

「……どうされたのですか、皆さん。目的は果たしたのでしょう？」

　言いながら、俺はオリヴィアを見た。彼女の腕の中には、眠るように瞳を瞑つぶったイリーナの姿がある。まるで花嫁じみたドレスを身に纏まとった彼女は、《ストレンジ・キューブ》を抱え込むように持っており……それだけを見れば、どこにも問題はないように思える。

　あとはイリーナを目覚めさせ、キューブを解析し、発動条件を調べるだけ。

　そうしたなら世界は元に戻り、これまでの日常を取り返すことが出来る。

　そんな希望だけが、今、ここには有るはずなのだ。

　なのになぜ、皆の顔には絶望が宿っているのか。

　──その答えを、ライザーが口にする。

「アード・メテオール。どうか、落ち着いて聞いてほしい」

　次の瞬間、放たれた内容は、あまりにも。

　あまりにも、衝撃的なものだった。

「イリーナ・オールハイドの肉体には…………霊体が、宿っていない」

　それは、つまり。




「この娘は既に……完全なる死を、迎えている」




　茫ぼう然ぜん自失。目の前が真っ白に染まり、思考が止まる。

「…………………………そんな、馬鹿な」

　俺はただただ、立ち竦むことしか出来なかった。

　阿あ呆ほうのように口を開いて、立ち竦むことしか、出来なかった──
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　どこまでも、白い空間だった。

　そう……目に映るのは、眩まばゆいばかりの純白のみ。ここにはそれしかなかった。

　物質は当然のこと、東西南北の概念や重力に至るまで、何もかもが存在しない。

　そんな不可思議極まる空間の中で。




　イリーナは目を覚ました。




　最初に感じたのは、軽い頭痛と眠気。

　それから彼女はようやっと事態の異様さに気付き、困惑の声を漏らす。

「なに、ここ……？」

　わけがわからない。真っ先に出てきた感想はそれだった。

　直近の記憶から現在に至るまでの道筋が、まるで見えてこない。

　少し前、イリーナはアサイラス連邦の首都に居て、狂きょう龍りゅう王おうの異名で知られる怪物、エルザードと激戦を繰り広げていた。危うい一戦だったがどうにか勝利を収め、それから……

「どう、なったんだっけ……？」

　前後の記憶が曖昧で、判然としない。漠然とした不安感がイリーナの胸中に広がっていく。やがてそれが限界を迎え、溢あふれた分が弱音として口から漏れ出ようという、その直前。




「ここは、アルの中。あなたは彼に吸収され、同化した」




　純白の空間に、声が響く。麗うるわしい一方で無機質な印象を受けるそれが、耳に入ってからすぐ、イリーナの目前に何者かが顕現した。

　少女である。その姿を認めるや否いなや、イリーナは相手方が尋常の手合いでないことを察知した。

　見れば即座にそう判断出来る。それほどまでに、彼女は強い異彩を放っていた。

　髪は双尾ツインテール状に纏められており、純白色のそれはどこか作り物めいて美しく、随所に走る紅あかいメッシュラインが脈打つように明滅している。

　容姿はあまりにも端麗で、作り物じみた印象に拍車を掛けていた。

　そして極めつけが、身に纏う極彩色のゴシックロリータ。過度な装飾と華美な色彩が施された、あまりにも派手な衣服。その姿を目にしてイリーナは意図せず声を漏らしていた。

「お人形さんみたい……」

　言ってすぐ、己のナンセンスに気付き、羞恥する。あまりにも場にそぐわぬ発言であった。けれども相手方は笑うでもなく、呆あきれるでもなく、淡々とした無表情のまま、

「あながち、間違ってはいない」

　その声音は無味乾燥としており、まるで棒読みのようだった。

　そんな彼女に気味の悪さを感じつつイリーナは問いを投げる。

「あんた、何者？　ここはいったい、なんなの？」

　少女はまず、前者に対する返答を寄越してきた。

「わたしは、カルミア」

「……カルミア？」

　その名には覚えがある。

　初対面は確か、メガトリウムでの一件、だったか。ライザーの奸かん計けいによって追い詰められたイリーナ達を街から脱出させるために派遣された、女王直属の便利人。

　それから少し間を置いて……先日、夏期休暇を楽しむ最さ中なかにも、彼女とは顔を合わせた。

　しかし。

「見た目が、ぜんぜん違うんだけど」

　記憶にあるカルミアの姿は、美しくも地味な少女という印象であった。

　目前に浮かぶ奇々怪々な美少女の姿とは、まったく一致するところがない。

「姿形に意味など皆無。あの姿も、この姿も。偽りの化身に過ぎないのだから」

　何を言っているのか、よくわからない。だが、深く追及しようとは思わなかった。

　それよりも今は。

「あたしは今、どういう状態にあるの？」

「先ほど述べた通り。あなたはアルに吸収されて──」

「いや、だから。アルって誰？　吸収ってどういうこと？」

「──────察しが悪い。頭の出来もそこまで良くない。あの子達が気に入る理由がわからない。少なくとも、わたしの使い手には相応ふさわしくない」

　はぷぅ、と溜ため息いきを吐つくカルミアに、イリーナは「イラッ」ときた。

「いや、あんたの説明能力が不足しまくってんのが悪いんでしょうが！　あたしは決してお馬鹿じゃないわよ！」

「……これだから無駄に胸が大きい娘は困る。胸にばかり栄養が行って、頭はすっからかん。自分の不出来を自覚するだけの知性さえないだなんて、本当にかわいそう」

「はぁ!?　喧けん嘩か売ってんの!?　このド貧乳！」

　心なしか、カルミアの無機質な顔に怒りの色が宿ったように見受けられた。

「わたしは、貧乳では、ない。慎つつましさと、貞淑さに、満ちているだけ。それを理解出来ない、なんて、本当に、かわい、そう。そんな、あなたなんか、永遠にここで──」

　ぶつ切りのように言葉を紡つむぐ、その最中。それはあまりにも唐突に、やってきた。

　視界の片隅に一瞬、黒いモヤが生じたかと思えば──

　次の瞬間、それが空間全域へと瞬またたく間に広がっていき、純白を漆黒へと塗り替えた。

「えっ、な、なに、これ」

　当惑することしか出来ないイリーナ。そのすぐ近くで、カルミアが目を細めながら呟つぶやく。

「……始まった」

　直後。黒く染め尽くされた空間に、新たな異変が生じた。

　無数の色が生まれ、飛び交い、漆黒の上に色彩を重ねていく。

　そして──気付けば、イリーナ達は石造りの空間に居た。

　どこかの地下室、だろうか。照明具ランプの薄明かりに照らされた、どこか不気味な一室。そこに立つのは、イリーナとカルミア……だけではなかった。

「なかなか、上手うまいこといかないものだねぇ」

　仄ほの暗ぐらい不気味な石室に、麗うららかな美声が響く。

　それを発した何者かの姿を目にした、そのとき。




　ゾクリ。ゾクリ。ゾクリ。




　身も凍るような寒気が、襲いかかってきた。

　カチカチと歯が鳴る。怖い。ただただ怖い。それなのに…………

　どこか、親近感に似た何かを感じる。

「なん、なの、これ……!?」

　意図せず声を零こぼした、その瞬間。

「んん？」

　声の主が、こちらを振り向いた。

「ひっ」

　反射的に悲鳴が漏れる。そんなイリーナを、声の主たる彼はジッと見つめ続けた。

　美麗。彼の容姿はその一言に尽きる。床にまで届くほど長い漆黒の髪は、薄暗闇の中でキラキラと艶つやめいて、彼が立つ場所だけを明るく照らしているかのようだった。大きな瞳は、まるで夜空に浮かぶ星々のような煌こう々こうとした輝きを持ち、見る者を虜とりこにするような魅惑を放っている。顔立ちは幼さが目立ち、まるで天使のように愛らしく……そしてどこか、悪魔のようにおぞましいものに映った。

「う〜〜〜〜〜〜〜ん」

　首を傾かしげながら、顎に手を当て、唸うなる。そうしてから。

「なんか気配がしたけど、羽虫か何かかな？」

　おかしい。イリーナは恐怖と共に、違和感を抱いた。彼の視界には確実に、イリーナとカルミアが映っている。なのになぜ、あのような反応を示したのか。

「ここは記憶の世界。だから、わたし達がこの場に実在しているわけではない」

「記憶の、世界？」

　やはりまだ、理解が追いつかない。

　イリーナの心は状況の真実よりも先に、目先の光景がいかなるものであるのか、それを把握せんと努めていた。

　何せこの石室に広がる様相は、あまりにも異常なものだったから。

　壁面に立てかけられた、用途不明の道具達。室内の中央に立つ、美しくも恐ろしい誰か。

　そして彼の視線、その先に座り込んだ、年とし端はもいかぬ子供。幼くも美麗な容姿は、対面に立つ彼の顔と似通ったもので、自然と親子関係を想像したが──

　しかし。仮に親子であったなら、このような仕打ちは決してしないはずだ。

　ボロボロの小汚い服を着せて。

　不気味な石室に閉じ込め。

　鎖に繫つないだ挙げ句。

　日々、おぞましい拷問の数々を──

「──えっ？」

　思考の最中、強烈な違和感と疑問を抱く。

　なぜ、あの男子にまつわる環境を知っているのか。

　なぜ、この状況が突然、理解出来るようになったのか。

　そう考えた矢先の出来事だった。

　頭の中に、映像が流れ込んでくる。まるで濁流のようだ。あの子供が生まれてから現在に至るまでの、地獄じみた時間が、ほんの数秒に濃縮されて、脳に刻み込まれていく。

「う、う……！」

　気を確かに保つことが出来たのは、まさしく奇跡も同然であった。

「なん、なの……今の、は……」

「前述した通り、あなたはアルと同化している。だから定期的に、彼の記憶が流れ込む。こうして記憶の世界に足を踏み入れてしまうのも、その一環」

　少しずつ、イリーナは理解し始めていた。

　メガトリウムでの一件が終わってから何かが起きて、自分は何者かと融合したのだ。

　その何者かの名が、アル。そして……目前の子供とそれは、同一人物であろう。

「君の存在意義は、僕が僕自身を研究するためにあった。僕はどうすれば壊れるのか。僕はどうすれば狂うのか。新たな自分の一面を確認すべく、君にはいくつか、僕に似た個性を持たせたわけだけど…………どうにも芳かんばしくないねぇ」

　美しい彼の顔に、落胆の色が宿る。

　その姿を目にして、その言葉を耳にして、イリーナは当惑せざるを得なかった。

　自らの研究？　そんなわけのわからぬことのために、命を創り出して、まっとうな生活をさせることなく、ひたすら拷問をし続けたというのか？

「なによ、それ……意味、わかんない……」

「メフィスト゠ユー゠フェゴールを理解しようとしても無駄。彼の心は誰にもわからない。……仮令たとえそれが、血縁者であろうとも」

　最後に紡がれた言葉はか細く、それゆえに……

　彼、メフィストが発した声によって搔かき消されていた。

「それなりに手間暇をかけて創ったぶん、もったいないとは思うのだけど、無用の長物を放置してても仕方がないからね。心苦しいけれど、処分するしかないか」

　肩を竦すくめ、嘆息する姿からは、殺意など微み塵じんも発せられてはいなかった。

　メフィストからすれば、目前の子供を消し去るという行為はゴミを燃やして処理するのと同意義だと。そういうことなのだろう。

「や、やめなさいっ！」

　無意味とわかっていながらも、イリーナは制止の声を放ち、体当たりでメフィストを止めようとする。が──それと全く同じタイミングで。




「要らぬと言うならば、吾わたしに譲ってはくれんかね？」




　女の声。だが、か弱い印象など微塵もない。

　ある種の激烈なエネルギーに満ち満ちた、畏怖を感じさせるような声だった。

　それが石室の中に前触れなく生じた、次の瞬間。

　イリーナのすぐ目の前で、力場のような何かが発生し──そして、顕現する。

「あぁ、君だったのか。さっき感じた、気配の主は」

　旧友を迎え入れるような笑みを浮かべて見せるメフィスト。

　その視線の先に立つ女は、ひたすらに、紅あかかった。

　髪が紅い。

　唇が紅い。

　瞳が紅い。

　爪が紅い。

　衣服が紅い。

　身に纏まとうオーラも。声も。その存在さえも。

　全てが紅で構成されている。そんなふうに思わせるような女だった。

「やぁ。今日も相変わらず素敵だね、リュミナス゠ウォル゠クラフト」

　世辞の言葉を無視して、リュミナスと呼ばれた紅い女は、鎖に繫がれた子供をジッと見つめ続けていた。その紅い瞳に、力強い熱量を宿しながら。

「……やはり、良いい」

　紅い唇に艶えん然ぜんとした微笑を浮かべると、リュミナスは長い紅髪を揺らしながら、子供に向かってつかつかと歩み寄っていく。

「譲ってくれという言葉、撤回しよう。これは吾わたしの物とする。貴公の意見は求めない」

「ハハ。相も変わらず身勝手だねぇ、君は」

　言葉とは裏腹に、メフィストは不快感など微塵も見せてはいなかった。

　むしろ面白い玩具おもちゃを発見したかのように瞳を煌きらめかせ、状況を見守るのみ。

　そうこうしているうちに、リュミナスが男子の目前へと到達し、

「さぁ、解き放ってあげよう。今日から貴君は吾のもとで暮らすのだ」

　野性的な美貌に、優しさを宿しながら、リュミナスが指を鳴らす。

　と、同時に、子供を縛り付けていた鎖が、粉微塵となって消え失うせた。

　──その刹那。

　子供が。無音で。躊ちゅう躇ちょなく。混こん沌とんを凝縮したような瞳を大きく開きながら。

　リュミナスに、襲いかかった。

　そこに意味などない。彼と同化しているイリーナには、それがよく理解出来た。

　あの子供は、殺意の塊なのだ。

　生まれてからずっと、苦痛いたみだけを教えられて育った。それ以外は知らない。常識も。倫理も。知性に繫がる全てを知らず……ただただ、生きることだけを望んでいた。

　誰もが発狂し、死を望むであろう環境でもなお、彼は生きたいと願っていたのだ。

　だから、痛みに負けぬための方法を模索した。

　それが、殺意の累積。

　心を狂わせるほどの痛みに堪え忍ぶには、心を狂わせるほどの殺意を必要とした。

　そんな彼が、縛いましめから解放されたなら。

　見境なき暴力を振るうのも、自然の成り行きと言えよう。

　まさに狂気の沙汰。

　然しかれども。それを前にして動揺するような正気など、リュミナス゠ウォル゠クラフトは持ち合わせていなかった。

「嗚あ呼あ、素晴らしいじゃあないか、坊や」

　真紅の唇に、狂くる々ぐるとした笑みを宿し──

　一瞬。そう、一瞬の出来事であった。

　あまりの早業に、イリーナも子供も、何が起きたのかわからなかった。

　秒にも満たぬ刹那の時。

　リュミナスは襲い来る子供を躱かわし、そのまま、彼の手足をへし折ったのである。

「…………！」

　バランスが取れず、地面へと崩れ落ちる子供。その体を、リュミナスが抱きかかえた。

「なかなかの踏み込みであったぞ、坊や。その思い切りの良さ、いつまでも忘れずにいてほしいものだ」

　慈いつくしむような微笑ほほえみ。甘やかな香り。温かな体温と、脈動。

　──不思議だった。

　折られた手足は、当然ながら痛い。その苦痛いたみを与えた相手が、目の前に居るのに。

　なぜだか、殺意が湧かない。むしろ何か、経験したことのない感覚がある。

　まるで蕩とろけるような気分だった。

「ところで。この子には名前などあるのかね？」

「いいや。君が好きに決めるといいよ」

「左さ様ようか。然らば──」

　こちらの華きゃ奢しゃな身を抱えながら、考え込む女。

　その姿を見つめながら、彼は思った。生き地獄も同然の日々。そんな中でなぜ、生きたいと願い続けたのか。なぜ、これまでずっと死を望まなかったのか。

　きっとそれは、この人と出会うためだったのだ。

「──うん。よし。そうだな。貴君の名は、今日よりアルヴァートだ」

　アルヴァート・エグゼクス。そう呼んで、リュミナスは彼の頭をそっと撫なでた。

「かつて吾が愛した、最初で最後の男。貴君にはその名が相応ふさわしい」

　汚れたアルヴァートの額に、リュミナスは迷うことなく顔を寄せ、口吻くちづけを送る。

　そのとき。イリーナの心に、アルヴァートの情が流れ込んで来た。

　これは、子が母に対して抱くもの。

　彼がようやっと、初めて、まともな感性を得たのだと知ったとき──




　目前の光景が急速に、色彩を失っていった。




　そして、周囲の空間が再び、白一色のそれへと戻る。

「……アルヴァートって、四天王のお一人、よね」

　現代においてその名を知らぬ者は居ない。

《魔王》軍が抱えた最強の戦力にして……謎多き人物。

　彼の描かれ方や経歴などはまちまちで、まったく統一がなされていない。

　他の四天王達が現在、どのような立場で活動しているのか判然としている中、彼だけは行方不明とされており、そこがミステリアスな印象を深めていたが……

　よもや、彼が自分達の敵であったとは。

「……今回の事件って、アルヴァート様が元凶、なのよね？」

「そう。あなたを吸収し、世界を改変して、現在、アード・メテオール達と交戦中」

　状況を完全に把握出来たわけではない。だが、重要な情報は手に入った。

　かつての四天王、アルヴァート・エグゼクス。彼が何かよからぬことを企たくらみ、その一環としてメガトリウムの事件を起こした。それを解決すべく自分達は行動し、結果、策略に嵌はまる形でイリーナは敵の手に落ちている。

　きっと今、アード達はこちらの身を救出しようと躍起になっているのだろう。

「……また、迷惑かけちゃってるわね、あたし」

　守られているばかりのお姫様でいたくない。そんな思いで努力を積み重ねてきた。

　なのに、現実はこれだ。

　悔しさを嚙かみしめるイリーナ。その傍そばでカルミアが口を開く。

「落ち込むことはない。まだ挽ばん回かいの機会はある。さもなければ、あなたに接触することはなかった」

　彼女の言葉に、イリーナは疑問を覚えた。

「……あんた、どっちの側に付いてるの？　目的は何？」

　なんとなくだが、カルミアはアルヴァートの味方ではないかと思う。

　しかしそうだったなら、行動の意図がいまいちわからない。

　彼女の立場上、こうしてイリーナと交流を行う必要などないはずだ。

　それとも──

「味方のふりして、実は裏切ってたりする、とか？」

「それはない。わたしは常に彼と共に在る。彼を裏切るぐらいなら自壊を選ぶ」

　強い語調で即答するカルミア。

　とても噓うそを吐ついているようには見えなかった。

「じゃあなんで、あたしとお喋しゃべりしてんのよ。暇潰しか何か？」

　カルミアは首を横に振った。

　もう、いよいよ以もって彼女の行動が理解出来ない。

　そして──

「わたしの目的は、ただ一つ」

　次に彼女が口にした言葉のせいで、イリーナの困惑はますます極まっていくのだった。




「イリーナ・オールハイド。あなたに、アルを救ってもらいたい」











第九六話　元・《魔王》様と、悪魔の導き　前編









　イリーナの救出は俺にとって、全てを差し置いてでも成さねばならぬ最優先項目であった。そのために策を練り、実行し、完璧な成功を収めたと、そう考えていたのだが。

「こんな、ことが……あって、たまるものか……！」

　目の前にある現実はあまりにも衝撃的で。あまりにも信じがたく。ゆえに俺は思わず、アード・メテオールの仮面を取り外していた。

「落ち着け。貴様らしくもない」

　姉貴分に言われて、はっとなる。無意識のうちに気を放っていたらしい。それに当てられたか、ジニーが尻餅をついて、怯おびえた様子でこちらを見ていた。

「……失礼。取り乱しました。申し訳ありません、ジニーさん」

「い、いえ……」

　差し出された手を取って、立ち上がりながら、彼女はオリヴィアの方へと目をやった。

「仕方、ありませんわ。ミス・イリーナが、大変なことになっているのですから……」

　オリヴィアの腕の中で、眠るように目を瞑つぶっているイリーナ。その姿に心を揺らしているのは、俺やジニーだけではない。表向きは平然としているが、オリヴィアだってそうだろう。ヴェーダやシルフィーもまた口を閉ざし、何か考え込んでいる様子だった。

　……ゆえにおそらく、この場でもっとも冷静なのは。

「まずは状況を整理し、今ある現実が真に絶望的なものであるか否いなか。それを話し合うことこそ肝要である。皆々、頭を冷やされよ」

　ライザー・ベルフェニックス。かつて我が軍の参謀を務めた、最善最優の智ち将しょう。

　マリアが絡からんでいなければ、この男はどこまでも冷静に状況を分析出来る。

「我々はイリーナ・オールハイドと《ストレンジ・キューブ》の奪還を目指し、事前に立てた策略通りに行動した。結果、いずれも回収は成ったが、イリーナ・オールハイドの霊体は既に失われており……ゆえに計画が破綻したのだと、皆みなはそのように考えている」

　反論を出す者が誰も居なかったため、奴やつはそのまま言葉を続けていった。

「まず前提として。我々の目的が実現不可能となったわけでは断じてない。そもそもの主目的は《ストレンジ・キューブ》を相手方の手から奪い、改変された世界を元に戻すというもの。それを達成するための条件に、イリーナ・オールハイドの生死は含まれて──」

「死んだ姐ねえさんのことなんか、どうでもいいって、そう言いたいわけ？」

　凄すさまじい殺気が、シルフィーの体から放たれる。

　常人であれば失神してもおかしくはない。けれどもライザーは眉一つ動かすことなく、

「早とちりをするな、シルフィー・メルヘヴン。我わが輩はいはむしろ、イリーナ・オールハイドの救助は可能であると考えている」

　この応答に、シルフィーの顔色が変わった。

「救助、って……どうするのよ？　霊体がないなら、もう……」

「確かに、蘇そ生せいは不可能。であるが」

　ライザーは我々の顔を見回しながら、言葉を重ねていった。

「違和感を覚えぬか？　なぜ、アルヴァート・エグゼクスはこのようなことをしたのか。我々の心に強い負荷をかけ、動ずる様を楽しむためか？　否。彼奴あやつめは悪戯いたずらを好むが、決して外道ではない。では、なにゆえイリーナ・オールハイドの霊体を消し去ったのか」

　その答えを、これから皆で出そうと、ライザーはそのように促している。

　……こういうとき、奴の徹底した冷ややかさは実にありがたいものだ。

　こちらの頭もずいぶんと冷えてきた。

「もし、実利のみを追求する手合いが相手だった場合。イリーナさんの存在が勝利を脅おびやかすものとして映り、それゆえに抹消した、と。そのようになりますね」

「……しかし、あの男がそのような行動を取るとは思えん」

「だねぇ。アル君は戦いのスリルを楽しもうとするタイプだから。最後の最後まで、あえて負け筋を残すんだよね」

　そうだ。奴はいつだって、そういう男だった。普通、負け筋は徹底して潰していくものだが、アルヴァートはそうしたことを一切しない。

　まるで敗北を望んでいるかのような進め方をして……結局、圧倒的な勝利を収める。

　そうして奴は、いつだって笑うのだ。どこか、もの悲しそうに。

「イリーナさんを殺害した理由が負け筋を潰すためではなく、我々への嫌がらせというわけでもないとしたなら……残る可能性は……」

　というか。そもそもの問題。

「…………ともすれば、我々は前提を間違えているのかもしれません」

「どういうこと？」

「希望的観測も含まれてはいますが……もしかすると、イリーナさんの霊体はまだ、どこかに存在しているのではないかと」

　この考えに、ライザーが腕を組みながら頷うなずいて、

「それが真実であったとしたなら。その目的は交渉を行うための人質、であろうな」

　霊体を抜き取り、別の場所に保管し、これを人質として交渉を行う。

　霊体操作の技術に長たけた者であれば、不可能な話ではない。

「……なんか、それっぽい気がしてきたねぇ」

　ヴェーダが一つ頷きながら、語り始めた。

「ほら、アル君の目的って、あくまでも戦うこと、でしょ？　でもワタシ達は彼と戦わずとも、目的が達成出来る状態にある。だから」

「戦わざるを得ぬ状況を創り出した、と。そういうことか」

　オリヴィアの結論に俺は得心を覚えた。

　確かに、それならばしっくりとくる。奴の行動原理は常に、俺を相手取っての闘争と……その先にある死。それだけだった。しかし、この仮説が正しかった場合。

「霊体を取り戻すにはアルヴァート様との交戦は必至。そこで問題になってくるのが──」

「うむ。現段階において我々に勝算はない。貴様が奴との交戦を徹底して避けてきたことからして、それは明らかだ」

　眉根を寄せるオリヴィア。彼女の言う通り、俺は奴との交戦を避け続けてきた。が、それは決して、勝算の有無が理由ではない。ある人物との誓約により、俺は奴の殺害を躊躇ためらい続けてきたのだ。しかし……もはや、是非もなし、か。

　彼女との約束を守り続けることは、もう不可能だ。アルヴァートが述べた通り、その命を奪わねば、此こ度たびの一件はきっと、終わることがないのだろう。

　ならば、覚悟を決めよう。

　一つの約束を破り、罪悪感と共に、もう一つの約束を果たす覚悟を。

　……とはいえ。

「状況を打破するには、彼の不死性がいかなる絡から繰くりによってもたらされているのか、その秘密を知る必要があります。さもなくば、望む未来など永遠にやっては来ない」

「問題なのは、どうやって秘密を暴あばくか。そこに尽きるわけだけど」

　腕を組むヴェーダ。彼女にはなんらかの考えがあるように見えた。

　きっとそれは、今、俺の頭にある内容と同じものだろう。

　その可能性を探るべく、俺はライザーに目を向けて、

「……貴方あなたは、あの男の封印を完全に解いたのですか？」

「いや。流石さすがにそれは躊躇われた。さしもの我輩も、完全復活したあの男を御しきれるとは思わぬ。ゆえに霊体の一部分を切り離して、それを使役したのである」

「であれば……」

「左さ様よう。彼奴めはまだ、あの場所に居る」

　我々の会話に、シルフィーやジニーはピンときていない様子だったが、その一方で。

「……危うい選択だな」

「でも、リスクを負わなきゃ何も手に入らないよ」

　そうだ。確かにリスクは高い。けれども、あえて竜の逆げき鱗りんに触れるような危険を冒さねば、現状を打破することは不可能だ。

「我々はなんとしてでも、アルヴァート様の不死を破らねばなりません。けれども今、我々の手中にその手段はない。彼の異常な生存能力はいかにして成立しているのか。これを知るのは間違いなく、ただ一人。彼を創り出した、張本人のみでしょう」

　ゆえに我々は、面会しなければならない。

　あの、悪魔に。

　古代において、最後の最後まで俺達を苦しめた、あの宿敵に。




　──その名は、メフィスト゠ユー゠フェゴール。




　最強にして最悪の《邪神》。

　二度と見まみえたくないと、そう思っていた相手に、我々は頼らざるを得なかった──
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《魔族》が《邪神》を崇拝し、手足のように働く理由。

　それは文字通り、彼等にとって《邪神》は神も同然の存在だからだ。

　超古代において《旧ふるき神》が我々人類を創造し、使役したように、《邪神》達もまた便利な道具として《魔族》を創ったのだと、俺はそのように解釈している。

　アルヴァート・エグゼクスもまた、そんな《魔族》の一人であった。

　であれば、当然、奴を創ったあの男は、その不死性に関する秘密を把握していよう。

　しかしながら……素直に話すかどうか。

　一抹の不安を抱えつつも、それ以外に選択肢はない。

　ゆえに我々は転移の魔法を用いて、そこへ向かった。

　狂気山脈。この土地は、そのように呼ばれている。連なった山々によって形成された、広大な自然風景。その雄壮さは人々の心を惹ひき付け──内側へと誘いざない、喰くらう。

　ただ美麗な自然が広がるだけの土地であれば、狂気山脈といった名称が付くことはない。

　この場には呼び名に相応ふさわしき異常性があった。

　ここに足を踏み入れたが最後、並大抵の人間は例外なく心を狂わせ、狂気へと走ってしまう。そうなれば皆、誰もが非ひ業ごうの結末を辿たどり──

　そんな者達の血肉を吸収することで、この山脈は美しい自然を維持しているのだ。

「……二度と足を運ぶまいと、そう思っていたが」

「まっさか、こんな形で再訪することになるなんてね〜」

　山脈の只ただ中なかにて。オリヴィアが忌いま々いましげな顔をして呟つぶやき、それに反応する形でヴェーダが笑う。狂気山脈が有する異常性など、微み塵じんも通じてはいない。

　それは彼女達だけでなく、俺やライザー、シルフィーにしても同じことだった。我々の心はヤワじゃない。これしきの精神汚染など、そよ風を受けるが如ごとし。

　だが、やはり……ジニーには厳しい環境だったらしい。

「う、う……」

　右手でこめかみを押さえ、呻うめく。そんな彼女を慮おもんぱかりながら、俺は声をかけた。

「ジニーさん、やはり貴女あなたは別の場所で待機を──」

「いや、です……！　私だけ、何もしない、なんて……！」

　狂気山脈の異常性が影響を及ぼしているのか。

　ジニーは今、極めて直情的な状態になっていた。

「私にだって、プライドがある……！　置いて行かれたくない……！　絶対に……！」

　普段、決して見せることのない顔。しかしこの負けん気は、ジニーが精神的成長によって獲得した、宝にも等しきもの。それが放つ煌きらめきは、狂気山脈の影響をも吹き飛ばすだろう。俺はそう信じることにした。

「……では、そろそろ参りましょうか。異常性を生み出す、元凶のもとへ」

　言いつつ、俺は東方へと目をやった。

　山脈の只中に鎮座する、大型の遺跡。その中央部に、奴やつが居る。

「……皆さん、どうか気を強く持ってください」

　さもなくば、奴が放つ気力に吞のまれてしまうだろう。

　我々は皆一様に緊張感を覚えながら、遺跡の内部へと足を踏み入れた。

　……暗い。光源など取り付けてはいないため、辺りは闇に満ちている。

「とはいえ、暗闇が原因というわけではないのでしょうね。こうも、気が滅め入いるのは」

　嘆息しつつ、俺は魔法を用いて、小型の光球を創り出した。

　周囲を照らしつつ、皆と共に進んでいく。と、ジニーが不意に呟き声を漏らした。

「とても、入り組んでますわね……」

「だねぇ〜。内部情報を把握してないと、一〇〇人が一〇〇人とも迷っちゃうんじゃないかな。でも、必要な設計だからしょうがないね」

「必要な設計って、どういうこと？」

「ここはさ、あの人の封印を補強するために創られたんだよ。通路は俯ふ瞰かんして見ると、巨大な魔法陣を描くように出来てる。この建造物そのものが、巨大な封印装置ってわけだね」

　そう。この遺跡はそのためだけに、俺が手ずから創ったものだ。形成された魔法陣は永久的に作用するよう設計されており、奴に施した無限牢ろうの封印を絶対的なものにしている。

　だが……これほど手の込んだことをしてもなお、安心には程遠い。

　ライザーもまた、俺と同じことを考えていたのか。

　複雑な通路を歩きつつ、眉根を寄せながら口を開いた。

「《魔王》・ヴァルヴァトスによる全身全霊の封印態勢。これを受けたなら、仮令たとえ相手が何者であろうとも待ち受けるは永えい劫ごうの苦痛のみ……と、尋常の手合いが対象であればそう考えるところだが。されどここに封じられている相手は、そのように思わせてはくれぬ」

　ライザーは言う。彼奴あやつめは決して、我々を安心させてはくれぬ、と。

　実際のところ、あの悪魔は俺の想定から外れた状況を創り出している。

　この土地が狂気山脈と呼ばれているのが、何よりの証拠だ。

「……ヴァルが施した封印は、対象の力を完全に封じ、赤子よりもなお弱々しい存在へと堕おとすものだった。……であるにも拘かかわらず」

「あの人は、それでもなお外部に影響を及ぼしてる。……それが意図的なものだったなら、単純にヤバいってだけで済むんだけどねぇ」

　珍しく、ヴェーダが緊張した様子で、頰に汗を浮かべていた。

　……そうだ。この狂気山脈に広がる異常性が、奴の意図したものなら、単純な怪物というだけで片が付く。

　けれども実際は違う。あの悪魔は、何もしてはいないのだ。悪影響を広めてやろうとか、封印の穴を突いて何か悪事をしてやろうとか、そんなことは何も考えてない。

　ただそこに居るだけで、奴は世界に対して絶大な影響を及ぼしてしまう。

　ゆえに、この土地が有する異常性は、意図的なものではなく。

　奴が存在しているという、それだけの理由で、発生しているものだ。

「……これまでさんざん、規格外という言葉を身に受けてきましたが。アレに比べたなら、私など常識的な存在の範はん疇ちゅうでしかない」

　真にそう呼ぶべきは、あの悪魔ぐらいなものだろう。

　規格の中に決して入れない。入れてはならない。

　ゆえに誰よりも孤独で、誰よりも恐ろしい。

　────そんな悪魔の姿を思い浮かべた、次の瞬間。

『やぁ皆。我が家へようこそ』

　頭の中に、声が響いた。

　透き通るように美しく、それでいて、吐き気を催すほど不愉快な音色。

　これは間違いなく。

「メフィスト゠ユー゠フェゴールッ……！」

　不快感を込めて、声の主を呼ぶ。そんな俺の態度に愉悦でも感じたのか。

　次に響いた声音は、実に上機嫌なものだった。

『いやはや。先のライザー君に続いて、こうも連続的にお客さんがやって来るだなんてね。寂しがり屋な僕としては、とても喜ばしいことだよ』

　弾むような語調に噓うそ偽りはない。奴からしてみれば俺達は旧友のようなもので、それと再会したことを心から喜んでいるのだ。こちらの敵てき愾がい心しんなど微塵も慮ることなく、奴はただただ一方的に、友好的な感情を送るのみ。まさしく身勝手の極みと言えよう。

　そういうところが相変わらず、不愉快だった。

『さて。本来なら皆におもてなしをすべきところだけど……今回は二人きりで話したいな』

　新たな言葉が頭に響いてからすぐ、俺の目前に煌めく薔ば薇らの花束が現れた。

『そこから先に進んでいいのは、君だけだ。それが嫌だと言うなら仕方ない。残念だけど、お帰り願うしかないね』

　俺は皆に目配せをして、意思確認を行うと、

「……いいでしょう。今からそちらへ向かいます。私一人で、ね」

　宙に浮かぶ花束を無視して、俺は一歩踏み出した。

「アード君……お気を、つけて……」

　ジニーの弱々しい声が、背後から飛んでくる。

「大丈夫。心配することはありません。私のことよりも、今はどうかご自愛ください」

　こちらの身を案ずる彼女に感謝を述べてから、俺は歩み始めた。

　勝手知ったる遺跡の中を進む。一歩、また一歩と刻んでいく毎ごとに、圧力が高まっていく。

　近付いている証拠だ。あの悪魔に、俺は間違いなく、接近している。

「……先のライザーの一件以降、少なくとも一〇〇年は顔を合わせたくないと、そう思っていたが…………まったく、ままならんものだ」

　嘆息と共に足を動かし、そして、巨大な門もん扉ぴの前で立ち止まる。

　この先だ。これを開いたその先に、奴が居る。

　忌々しい真っ黒なオーラが、門の内側から漏れ出ていた。

『君と僕の仲だ。ノックなんかいらないよ。遠慮なく入室するといい』

　まるで家主のような語り口調。

　封印されている立場にあるとは微塵も感じさせぬ、堂々とした態度。

「あぁ、まっこと不愉快な男だよ、貴様は」

　苛いら立だちを声に乗せて吐き捨てる。そうしてから俺は、門扉に触れた。

　瞬間、ギィ……と音を立てて、巨大な門が動き出す。

　その様はまるで、怪物が口を開いているかのようだった。

　そして。

「やぁ、ハニー。久しぶりだね、本当に」

　天使のような美貌に、悪魔のような微笑を浮かべて。

　史上最悪の宿敵が、こちらを出迎えてきた。

　その様子と、室内の景観を目にした瞬間。俺はこの日一番の、実に深い溜ため息いきを吐ついた。

　……当時、奴の体には複数の黒剣が突き立てられており、そこへさらに、闇色の拘束具を着せて、完全に身動きを封じ込めていた。

　それだけじゃない。目、鼻、口、耳。穴という穴を塞いで、喋しゃべることはおろか呼吸さえ出来ない状態にしてやったうえ、黒剣から伝わる苦痛は、生まれてきたことを後悔するほどの苛烈な責め苦として機能するよう、設定してあった。

　無論のこと、魔力や異能、神じん通つう力りきの行使など不可能。奴はここで未来永劫の苦痛に悶もだえ苦しむ……と、そのようになっているはずだったのだが。

「……予想通りとはいえ、それでも腹立たしいな」

　苦痛を運ぶはずの黒剣。全身を拘束しているはずの拘束具。いずれも見当たらない。

　奴は身み綺ぎ麗れいなまま、白と黒を基調色とした、奇抜な装束を纏まとうのみ。

　また、室内の景観も激変している。

　ここは元来、だだっ広い石室でしかなかったはずなのに、今、床には純白のカーペットが敷かれ、その上に豪ごう奢しゃな家具が置かれている。

　天井には絢けん爛らん雅みやびなシャンデリアが在り、室内を煌こう々こうと照らし続けていた。

　壁面には見み目め麗うるわしい壁紙が貼られているだけでなく、複数の絵画まで並ぶ始末。

　インテリアコーディネートを楽しみ尽くした。そんな印象を受ける景観に、俺は歯は嚙がみするほかなかった。

「そんな怖い顔しないでおくれよ、ハニー。最初はね、君の願う通りにしてあげようと思っていたんだ。本当だよ？　僕を出し抜いたご褒ほう美びとして、君が望んだように、ここで永い永い苦痛を受け続ける。そう考えていたのだけど…………なにぶん、飽き性なものでね。三〇〇年ぐらい経たった頃かな。自分の環境に飽きてしまったんだ」

　肩を竦すくめながら、悪びれたように舌を出して見せる。

「いや、本当に心苦しかったのだけどね？　でもやっぱり、僕は自分に正直で在りたいから。悪いとは思いつつも、拘束を解かせてもらったんだ。ついでに剣も抜いたよ。だってほら、あんなものがくっ付いてたら日常生活の中で邪魔になるだろう？」

　……そもそも日常生活など送れるはずがなかったのだが。

「それから二〇〇年ぐらい過ぎた頃、かな。ふと君達の顔でも見たいなぁと思ってね。ここから出ようとしたのだけど……流石さすがは僕のハニーだね。それだけは出来なかった。だから僕は永いこと、ここに居座ることになって……いや、本当に退屈で仕方なかったよ」

　やれやれといった調子で、首を横に振る。

　だが、その黄金色の瞳は相変わらず、鬱陶しいぐらいに煌めいていた。

「けれどね。僕は一言も愚痴なんか零こぼさなかったよ。つまらない現状を嘆くよりも、そうした中に何か楽しみを見み出いだす努力をした方が建設的だ。そうだろう？　辛つらいときにこそ、ポジティブな思考が必要なんだ。これは僕の人生哲学の一つさ」
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　ふふんと、得意げに胸など張ってみせる。

「そういうわけで。僕はこの環境を楽しむことにした。今の僕にしか出来ないことを考えて、その全てを実行したよ。結果は見ての通りさ。家具を作ってみたり、絵画に挑戦してみたり、本を執筆してみたり…………いや、本当に充実した、楽しい時間だった」

　奴やつは言う。全部君のおかげだ、ありがとう、と。

　皮肉でもなんでもなく、心から感謝しているようだった。

「けれどね。確かに、ここでの生活は楽しかったのだけど……やはり人は一人じゃ生きていけないんだね。僕の頭には常に君の姿があったよ。堅い絆きずなで結ばれた、君の姿がね」

　奴は恥じらうように頰を紅あかくして、人差し指同士をくっつけ、体をもじつかせながら。

「知っての通り、僕は意外と寂しがり屋さんだから。もう本当に、君のことが恋しくて仕方がなかったんだ。この数千年、君との再会を心待ちにしていたんだよ。君からすると、僕との再会は数日ぶり程度なのかもしれないけれど、君が出会ったのは僕の分裂体であって、僕自身じゃない。だから僕にとっては数千年ぶりの再会なわけで。喜びもひとしおというか。あぁ、うん。ちょっと抑えが効かないから、とりあえずハグとキスを──」

「うるさい黙れ死ね」

　気持ちが悪い。

　その一言に尽きる。

　だが、こちらの明確な拒絶を受けてなお、不愉快な悪魔は笑みを絶やさなかった。

「アハハハ。恥ずかしがらなくてもいいのに。あ、それとも外見が変わったことを気にしているのかな？　大丈夫だよ、僕は見た目なんて気にしないから。確かに、転生前の君はこの世の何よりも美しい姿をしていたけれど、僕が君に惚ほれたのは外見が理由じゃあないんだ。僕は君の存在そのものを──」

「舌嚙かんで死に腐れ」

　無表情のまま、無機質に言い放つ。これでようやっと、取り付く島がないことに気付いたか。奴はお手上げとばかりに両手を挙げながら。

「まぁ、こうして君とお喋り出来るってだけで、十分だと思おうか」

　残念そうにしつつも、奴はこちらに近付くことなく、すぐ傍そばにあったテーブル席に腰を落ち着けた。

「君も座りなよ。お茶でも飲みながら歓談しようじゃないか。ちょうど最近、家庭菜園にも挑戦しててね。良いい茶葉が作れたから、是非君に──」

「俺達は茶を飲み合うような関係ではない」

　どこまでも、我が心は冷え切っていた。

　ちょっとした敵対関係にあっただけなら、ここまで冷然とした態度はとらない。かつての宿敵の中には、交流を深めた相手も数多あまた居た。

　しかし。この悪魔とだけは、死んでもごめんだ。

「やれやれ。いけずだねぇ。でもまぁ、それでもいいさ。君がどのような態度で接しようとも、僕達が何よりも堅い絆で結ばれていることには変わりないのだから」

「……戯ざれ言ごとを抜かすな」

「いやいや。事実だよ。君が真の意味で友情を育めるのは、この僕だけさ」

　意味深に笑うメフィスト。挑発か。あるいは、普段通りの妄言か。

　いずれにせよ、付き合ってやるつもりはない。

「前置きはたくさんだ。本題に移らせてもらう」

　立ったままこのように切り出すと、メフィストは小さく微笑ほほえんで、

「アルヴァートの不死がいかなる理屈で成り立っているのか。君はそれを聞き出すために来た。そうだろう？　ハニー」

　まるで、こうなることを予見していたかのような口ぶり。

　実際、奴からしてみれば、この状況は想定通りの内容だったらしい。

「そもそもの前提からして、無理な話だったのさ。殺して欲しいと願う彼。殺さないでと願う彼女。二人との約束は相反するものであり、両立させることは出来ない。そうだからこそ……君は片付けるべき問題を放棄して、未来へと転生したんだろう？」

　肩を竦めながら、メフィストは言う。

「清算すべき過去から目を背けたならどうなるか。君は長い半生でそれを知ったはずだ。にも拘かかわらず愚行を犯したということは……よほど辛い状況に陥ったのだろうねぇ」

　他人ひと事ごとのように話すその態度が、あまりにも憎らしかった。

　もとはと言えば、貴様が原因だろうが。

　そう怒鳴りたかったが……時間の無駄と判断し、俺は努めて冷静に言葉を紡つむいだ。

「そうだ。俺は本当に愚かだった。心から反省している。……そうだからこそ、貴様に頭を下げる覚悟まで決めて、この場に立っているのだ」

　口にした言葉に偽りはない。もしメフィストが望むのなら、頭を下げるだけでなく、どのような要求にも応えるつもりでいる。

　……しかし、奴は特に何も求めることはなく。

「いいよ。教えてあげる」

　至極あっさりと、語り始めた。

「アルヴァートの不死性は、冥府との空間連結によって成り立つもの。彼そのものが冥府の一部として機能しているがために、現世でいかなる手段を用いようとも、その存在を消し去ることは出来ない。何せ彼は別次元存在であり、普遍的生命ではないのだからね」

　メフィストが口にした内容を、しばらく頭の中で反はん芻すうし、嚙み砕いていく。

「……つまり貴様は、冥府の特定領域に手を入れて、その空間そのものに意思を持たせたということか？」

「流石ハニー、理解が早いね」

　出来の良い子供を褒める、親にも似た笑顔。

　……実に不愉快な男だが、やはりその力は規格外という他ない。

　生命という概念が成立するためには、肉の器と自己意識が必要となる。

　前者は主に母の胎内で形成され、後者は霊体が創り出すものだと、一般的にはそのように結論づけられているわけだが……

　アルヴァートの自己意識は霊体に由来するものではない。冥府の一部領域そのものが奴の自己意識となっている。奴からすれば霊体は現世に意識を留とどめるための補助装置でしかなく、それを消したところで意味がないということだ。

　──要約してしまえば。

「アルヴァートの自己意識を形成・維持している空間を消し去らぬ限り、奴は決して死ぬことはない。別の言い方をするなら、それさえ成せれば奴を殺すことが出来る、と」

「概おおむねその理解で間違いないよ。……それで？　他に聞きたいことは？」

　二、三、質問し、全ての回答を得る。結果、知りたかった情報は総じて手に入った。

「具体的なプランが出来上がったみたいだね。それじゃあ、もう──」

「あぁ、もはや貴様に用はない」

　情緒も何もなく、俺は冷然と踵きびすを返した。用件が済んだ以上、この場に居座る理由は皆無。一秒でも早く皆のもとへ帰りたい。奴と同じ空気を、吸っていたくない。

　そうした強い衝動が、歩調を速めていく。

「やれやれ。お別れのキスぐらいしてくれてもいいのに」

　どこか拗すねた語調。けれども、反応を返してやるつもりはない。

　無視を決め込んで、歩き続ける。

　そして、部屋を出るまであと一歩といった、そんなタイミングで。

「君には、悪癖がある」

　背後から飛んで来た声に、俺は思わず足を止めた。

　なぜそうしたのかはわからない。ただ、何か、メフィストの声音にはそうせざるを得ないような、引力じみたものがあった。

「絶大な力を有し、こと戦においては無類の強さを誇っているけれど。君の精神性は、日常生活の中に在っては脆ぜい弱じゃくという他ない。無意識のうちに、君は立ち向かうべき問題から目を背けてしまう。そうだからこそ、どれだけ反省したところで、同じことを繰り返す」

　ぞわり、と。

　そのとき、全身が総毛だった。

　気付けば冷たい汗が噴き出し、溢あふれて溢れて、止まらない。

　そんな中、背後にて、我が心胆を寒からしめる邪じゃ悪あくが、淡々と言葉を紡いでいく。

「悪魔は相手が誰であろうとも、求められたなら手を差し伸べるものさ。けれどね。そんな存在を頼ってしまった時点で、過程がどれだけ順調であろうとも、結果は決まり切ってる。何せ──見返りを求めない悪魔なんて、この世には居ないのだから」

　そして。

「いいかいハニー。よく覚えておきなよ」

　メフィストは、あまりにも意味深に、あまりにも不気味に。

　こんな言葉を、言い聞かせてきた。




「────過去からは逃げられない。過去は決して、君を逃がさない」




　なぜか、その一言を耳にした途端。

　俺は、駆け出していた。

　背後にて扉が閉まる音が響く。奴の存在感が、遠ざかっていく。

　それでもなお、俺は躍動する足を、止めることが出来なかった──











第九八話　元・《魔王》様、黄泉路よみじに立つ









　──疾走。

　遺跡の中を、俺は全速力で駆け抜けた。

　得体の知れぬ衝動に突き動かされるように、両足が勝手に動作する。

　そうしていると必然、背後に感じる悪魔の圧力も薄れていき……

　やがて自然と、足が止まった。

「……なんだというのだ」

　自分で自分が、理解出来ない。なにゆえ走り出したのか。まったく判然としなかった。

「……考えたところで詮無きこと。今はもっと、集中すべき事柄がある」

　己にそう言い聞かせ、一つ深呼吸をしてから、俺はゆるりと歩き出した。

　そうしてからすぐ、皆と合流する。

　出迎えてくれた仲間達の顔を見た途端、腰が抜けそうになった。

　緊張と嫌けん悪おが、安あん堵どへと変わった瞬間、その激しいギャップに体が反応したのだろう。

「……どうした、アード・メテオール。何かあったのか」

　心配げな顔をする姉貴分オリヴィアに、俺は苦笑しながら応答した。

「いえ。皆さんの顔を見て、ようやっと解放されたと思いましてね」

　いかに《魔王》と称され、畏怖を一身に浴びようとも、《邪神》など相手にしたなら気疲れもする。とはいえ、いつまでも安穏とした空気にまどろんではいられない。

　俺は早速、手に入れた情報を皆と共有すべく、口を開いた。

「逐一詳細を述べていくと、あまりに複雑怪奇な内容となりますので、極めて簡潔に要約させていただきます」

　そう前置いてから、言葉を積み重ねていく。

「アルヴァート様には、本体と分裂体が存在し、前者を討滅しない限り、彼が死ぬことはない。逆に言えば、本体さえ討つことが出来たなら」

「不死の怪物も、たまらずお陀だ仏ぶつってわけだね」

「……問題なのは、その本体とやらが何処どこに在るのか。この一点に尽きる」

　オリヴィアの疑問に頷うなずきを返しつつ、俺は受け答えた。

「アルヴァート様の本体は、冥府にあります」

「へぇ。なるほど、なるほど。つまりワタシは、またあの人に負けたってわけか」

　眉根を寄せながら、ヴェーダが唸うなるように語り始めた。

「やっぱりあの人は、いつもワタシの先を行くね。この数千年、冥府に関する研究はずっと行ってきたけれど……学者神のワタシでさえ、その仕組みは究明出来てないってのに」

　冥府の一部領域に自己意識を持たせ、それを現世に用意した器に接続する。そうした方法で人工生命を創り出すには、そもそも冥府に関する高度な理解が必要だ。

　メフィストにはそれがある。一方で、ヴェーダはその片へん鱗りんさえ摑つかめていないようだった。

「あ〜、なんかよくわかんないけど！　とにかく冥府に行って、アルヴァートをブッ飛ばしてやればいいってことでしょ!?　だったら早く行くのだわ！」

　小難しいことはどうでもいい。そんな、シルフィーらしい思考に満ちた言葉だった。

　彼女の脳内に疑問や迷いなど微み塵じんもない。

　だがその反面。やはり一般人であるジニーにはあまりにも荒唐無稽な話に思えたらしい。

「め、冥府に行く、って……どうするん、ですか？　まさか、死んじゃうわけにも、いきませんよね？」

　頭が痛そうな顔をしている。それは遺跡内部の瘴しょう気きだけが原因ではなかろう。

「確かに。冥府とは一般的に、死者が向かう場所とされています。しかしながら──」

「生者でも立ち入りは可能だよ。ワタシもちょくちょく遊びに行ってるしね」

「そんな、散歩感覚で行けるもの、なんですか？」

「うん。余裕だよ、余裕。……ただし、ワタシが出入り口を構築出来る領域なら、ね」

　ヴェーダに同意しつつ、俺は再び口を開いた。

「冥府は果てしなく広大です。私やヴェーダ様が把握しているのは、無限にも等しい領域内における一部分のみ。例えるなら、砂漠の中にある一粒の砂を摘まんだ程度、といったところでしょうか。そのため、我々の目的地がいかなる危険性を有しているのか、現地に行くまでわかりません。当然ながら、安全性など皆無と断言出来ます」

　もっとも、そのようなことは皆既に承知済みだろうが。

「さて。少しばかり話が逸それましたね。本題に戻りましょう。冥府への行き方について、ですが。現世とあちらを繫つなぐ門を形成すれば、生者であっても立ち入り可能です。特に困難な条件もありません、やろうと思えば今すぐにでも行けます。……しかしながら」

「さっきアード君が言ったように、冥府ってのは馬鹿みたいに広いんだよね。だからワタシやアード君が門を開けて冥府に入ったとしても、そっから目的地に移動するとなると」

「えぇ。どれだけの時間を要するか見当もつきません。というかそもそも、我々には自分達の現在地さえわからない。何せ、冥府の地図など存在しませんからね。であれば必然、進むべき道順も判然とせず……我々は無限に時間を浪費することになります」

　ただ冥府へ行くだけでは、目的の場所へ到達することなど不可能。

　ゆえに、特定の過程を踏む必要がある。それは──

「とある迷宮に、目的の場所へ繫がる出入り口があります。まずはそこへ向かいましょう」
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　数多あまたある名所の中でも、これほど古く、これほど危ういものも、そうはなかろう。

　煉れん獄ごくの門。我々が転移した場所は太古の昔より、そのように呼ばれている。景観としては、まさに不毛の大地と称すべきもので、生物は当然のこと草木の一本さえ存在しない。

　また、この土地は一般的な物理法則が通用せず、常時、奇妙な現象が発生し続けている。

　なにゆえそうした異常性を帯びるようになったか。その原因は未いまだ解明されておらず、学者達の間では永遠に解けぬ謎として知られている。

　さて。前述した通り、煉獄の門では奇妙な現象が常時発生しているわけだが、その中でもとりわけ不可思議とされているものがある。

　その名も無限炎上。あるいは、神の怒り。──我々は今、それを目まの当たりにしていた。

「う〜ん、いつ見てもたまんないねぇ〜！」

　学者であるヴェーダの目には、この怪奇現象が素敵な研究対象として映るのだろう。

　しかし一般人であるジニーにとっては、沈黙せざるを得ないほど圧巻極まるもので。

　俺やオリヴィア、ライザー、シルフィーの古代組にとっても、僅かではあるが、畏怖を覚えてしまうような光景だった。

「……平常であれば、こうして間近にすることさえ躊躇ためらわれるな」

　俺達の総意を、オリヴィアが口にする。この煉獄の門中心部にて古くから発生し続けている怪奇現象は、無限炎上の呼び名が示す通りのものだった。

　永えい劫ごうに燃え盛る炎。一言で表すとしたなら、こんなところだろうか。

　その範囲は地平線の彼方かなたまで続き、その勢いは文字通り天を衝つく。まるで小規模な太陽のようだった。実際、年中暗黒に覆われたこの土地だが、ここだけは真昼のように明るい。

「ア、アード君を疑うつもりは、ありませんけれど……ほ、本当に、大丈夫なんですか？」

　ジニーの不安も当然であろう。

　何せ我々は、この異常極まりない怪奇現象の只ただ中なかへと入り込まねばならないのだから。

「確かに、この炎は実に危ういものです。なんの対策もなしに入れば焼き尽くされてしまう。しかしながら、事前に申し伝えた通り、この時点における安全は保障いたしますよ」

　現在、我々は堅けん牢ろうな魔法防壁で全身を覆っており、目前の灼しゃく熱ねつがもたらす膨大な熱量を完璧に防いでいる。あとは、これが計算通りに機能し続けることを祈るのみだ。

「覚悟を決めるのだわ、ジニー」

「……命を擲なげうってでも我々に付いていくと、貴様はそう言ったな。あれは噓うそだったか」

　シルフィーの励ましと、オリヴィアの焚たき付けが功を奏したらしい。

　ジニーは強い決意を瞳に宿し、ゆっくりと頷いて見せた。

「では、参りましょうか」

　俺が地面を蹴ると同時に、皆も天高く跳躍し、灼熱の業ごう火かへと、その身を投じた。事前に保障した通り、炎は我々の身に一切の危害を与えることはなく、それゆえに──

　どこまでも、どこまでも、落下していく。

　ほとんどの人間が知らぬことだが。無限炎上は、大地が燃え盛るといった、自然発火現象ではない。この炎の出所は、極めて巨大な穴蔵であり……さらに突き詰めていけば。

　地下深くに棲すまう、一匹の大蛇が吐き出す、炎の息吹フレア・ブレスであった。

「そろそろ、ですね」

　全方位が炎に埋め尽くされているため、目視確認は出来ないが、もうじき我々は大蛇の口内へと入る頃だろう。

　言わずもがな、この蛇は只ただ者ものでは断じてない。そもそもこれは、生物でさえないのだ。

　──少しして。どうやら首尾良く、蛇の中へ入ることが出来たらしい。

　視界を埋め尽くしていた紅ぐ蓮れん色が別のモノへと変わり、足裏に硬い感触が伝わってきた。

　石造りの迷宮。今、目前に在る光景は、まさにそれであった。

　さりとて内部に漂う瘴気は一般的なそれではない。

　それもそのはず。この迷宮は生者が決して立ち入ることのない場所……冥府へと、繫がっているのだから。

「ここまでは順調であるが」

「……問題はこれから、だな」

「師匠せんせい曰いわく、この迷宮は何百もの層に分かれてて、潜っていくごとに危険度が増していくんだっけ。そんで、ワタシ達の第一目標である冥府への入り口は、最下層にしかない、と」

　そこへ至るまでの過程がいかに困難を極めるものか。皆はそれを予感し、一様に緊張している様子だったが……そんな中、俺は粛然と口を開いた。

「問題ありません。安全保障はまだ続いています」

　言うや否いなや、俺は足下へと右手を向けて──

　次の瞬間、手先に魔法陣が出現。前後して、そこから極太の光線が放たれた。

　迷宮の只中に、縦穴が穿うがたれていく。それは一気に最深部まで到達し、そして、

「さぁ皆さん、参りましょうか」

　創り上げた道筋を指差して、俺は皆の顔を見やった。

「げひゃひゃひゃ。君ってば、たまにものすごく脳筋になるよね」

「……相も変わらず、出で鱈たら目めなことをするな、貴様は」

「でも、これで面倒くさい探索の時間が省けたのだわ！」

「うむ。時は金なり。良き手腕と言えよう」

　呆あきれ半分に笑うヴェーダと、むっつり顔のオリヴィア。時間短縮を喜ぶシルフィーとライザー。ただただ呆ぼう然ぜんとするジニー。

　そんな仲間達に先立って──俺は、縦穴へと身を投げた。

　猛然と落下する。景色がめまぐるしく変わっていく。

　下へ、下へ、下へ。

　その果てに。

　我々は、闇色の空間を目にした。まるで混こん沌とんの海といったそれこそが、冥府と現世を隔てる境界線であり、アルヴァートの領域へと繫がる唯一の出入り口でもある。

　そこへ吸い込まれるような形で、俺達は闇の中へと入り込んでいった。

　その先に待ち受けていたものは──無明。光なき、漆黒の空間。

　……さぁ、ここからだ。問題はまさしく、これからだ。

　今までは安全が保障されていた。けれども、ここから先は違う。

　冥府へ向かうための、最初にして最大の関門。霊離分解に、我々は耐えねばならない。

「皆さん！　気をしっかり保もってください！」

　闇の中、浮遊感に包まれつつ、叫ぶ。周囲には何者の姿もない。されど目視確認出来ないだけで、我々は常に一塊となっている。それが心の平静を保つ、唯一無二の武器だった。

「我々は一人ではない！　皆、同じように堪え忍んでいる！　限界を感じたなら、仲間の顔を思い浮かべて──」

　言葉の最さ中なか。それは容赦なく、襲いかかってきた。

　濃密な黒の中に、一ひと際きわ目立つ黒が生まれる。背景と同色であるにも拘かかわらず、俺はその、闇よりもなお暗い闇が、とぐろを巻くように蠢うごめく様をハッキリと視認出来た。

　そして、次の瞬間──やって来る。

　身動き一つ取れぬ、こちらへと。獰どう猛もうな軌跡を描きながら、やって来る。抵抗は無意味。これは概念そのものであり、服従せざるを得ぬ法則であり、絶対不変のルールだ。

　そもそも冥府は、生者の立ち入りを許さない。ゆえに現世と冥府を隔てる中間地点において、異物の混入を防ぐための機構が設けられている。

　それが、霊離分解だ。

　この中間区域にて、生者は肉の器から霊体を引き剝がされ、そのうえで冥府へと送られる。当然ながら、もしそれを許してしまえば、全てが終わってしまう。霊体が冥府へと送られてしまったなら蘇そ生せいは不可能。ゆえに我々はこの現象を乗り切らねばならない。

　……が、しかし。

「ぬ、う」

　やはり苦しい。出来ることなら二度と味わいたくはなかった。

　そう、この苦痛を受けるのは、これで二度目だ。

　ヴェーダとはまた違った理由で、俺もまた冥府の研究を進めていた時期がある。

　あまねく生命がいずれ向かう先であり、まさしく不可侵の領域たる冥府。

　それを究明し、輪りん廻ねの理ことわりを手中に出来たなら……

　失った仲間達を取り戻すことが出来るかもしれないと、俺はそう考えた。

　中には霊体ごと消されてしまった者もいたが、しかし、多くは冥府送りにされただけで、その存在性は失われていないと捉えていた。ゆえに冥府の研究を進めていけば、いずれ皆と再会出来るのではないかと期待していたのだが……

　最初の関門である、中間区域での霊離分解を乗り越えて。冥府と現世の間に専用の門を設け、苦痛を経ずして行き来できる環境を作り。永きに亘る研究の末に。

　俺は、絶望を知った。

　激しい苦痛と膨大な時間を経て得られた答えは、ただ一つ。失ったものは二度と戻っては来ない。そんな、当たり前に過ぎる内容だった。

　しかし、まだ失っていないのなら。そこに、在るのなら。

　俺は、取り戻すことが出来る。

「イリーナ……！」

　命よりも大切な親友。そして、かけがえのない学友達。

　皆のためならば、どのような試練をも乗り越えてみせよう。

　……そんな思いを抱いているのは、俺だけではないはずだ。特に、オリヴィアやシルフィー、ジニーに関しては、こちらに勝るとも劣らぬ意志を以て、ことに臨んでいるだろう。

　しかし、それでも。

「く、あ……！」

「ぐ……！」

「あ、う……！」

　苦く悶もんが聞こえる。皆の苦痛に満ちた喘あえぎが、確かに、伝わってくる。

　まずい。苦痛を耐えるための魔法を事前にかけてはいたが、それでもなお厳しいのか。

「た、助け、て……！」

　特にジニーが危うい。声音が彼女の限界を示していた。

　しかし、どうすればいい……!?

　もう後戻りは出来ない。ここへ入ってしまったなら、霊離分解されて人生を終えるか、試練を乗り越えて自らの足で冥府の土を踏むか、二つに一つ。

　手助けをしようにも、やりようがない。

「ジニーさん……！　持ちこたえなさい……！　きっと、あと少しで……！」

　声援を送ることさえ、まともに出来なかった。

「う、う……」

　小さな喘ぎが耳に入る。なんとかしなければ。しかし、何をどのようにすれば救えるのか。積み重なる焦燥感が心に隙を生み、霊離分解の苦痛が一層激しさを増す。

　このままではこちらも危うい。最悪の結末が、脳裏をよぎる。

　──その瞬間。

『やれやれ。仕方のない御仁だ』

　声が、頭の中に響く。

　それからすぐ、何か、引っ張られるような感覚を味わい、そして。

　気付けば、目に映る景観が変わっていた。

　目前に濃密な黒はなく、全身を覆う鉛のような鈍重さも、浮遊感もない。

　夜半の砂漠。この景色を一言で表すなら、それが適当であろう。

　無数の砂で構成された大地。夜空に浮かぶ満月。凍えるような外気。そこに加えて──

　虚こ空くうを飛び交う白銀の流線、即すなわち霊体の群れが、現地の正体を物語っていた。

「……どうやら、着いたようだな」

　背後にて聞き慣れた声が飛ぶ。オリヴィアだ。そのすぐ隣には、皆の姿が並んでいた。

「し、しんどかったのだわ……」

「まぁ、初体験だとそんなもんだよね。慣れてきたらクセになる感覚なんだけど」

「かような経験、二度と御免被こうむる」

　シルフィー。ヴェーダ。ライザー。そして──

「わ、私、まだ、生きてます、の……？」

　ジニー。

　彼女のみ両膝をついて、顔色も優れぬ状態ではあるが、それでも無事なことに変わりはない。

「あぁ、よかった。本当によかった」

　ほっと胸を撫なで下ろす。……と、同時に。

『ようこそ諸君。このアルヴァート・エグゼクス、心より歓迎しよう』

　またもや、脳内に声が響いた。

『まずはお疲れ様と言っておこうか。いや本当に、よくぞ辿たどり着いた。特にジニー・フィン・ド・サルヴァン。貴君の頑張りには感動を禁じ得ない。当初は正直、場違いな弱者と捉えていたが、その認識は撤回しよう。貴君もまた十分に、吾わたしの敵として相応ふさわしい存在だ』

　愉たのしげで、嬉うれしげで、それでいて……どこか虚無感を覚えるような声音。敵方が自身を追い詰めつつあるという状況に対し、奴やつは一切の危機感を出すことなく、語り続けた。

『ここまで来られたなら、あとは至って単純だ。諸君、西方に目を向けたまえ』

　言われるがままに、我々は視線を移した。彼方かなたまで続く大砂漠。そこ在るのは真っ白な砂と、闇色の空、その只ただ中なかに浮かぶ灰色の月…………だけではなかった。

　遥はるか遠方にて。夜天のすぐ下に、紅あかい亀裂が走っている。

『あれこそが、諸君等らの目指すべき目標だ。吾の眼前に立ちたくば、西へ進みたまえ』

　淡々とした説明口調。だが──

『無論のこと、諸君等の旅路に平穏はない。吾がそうはさせない。ここへ辿り着くまでの過程にあった苦難と同等か、あるいはそれ以上の体験をしてもらう』

　そのとき、無機質な声に愉悦めいた色が宿った。

『例えばそう────このような』

　ぞくりと怖おぞ気けが走る。その直後。足下に気配。

　ほぼ反射的に飛び退のいた。着地と同時に、それを注視する。

　砂を搔かき分けて、一本の腕が伸びていた。そして、次の瞬間──

　ザ、ザ、ザ、ザ、ザ、ザ、ザ、ザ、ザ、ザ、ザ、ザ。

　周囲一帯に、音が鳴り響く。そんな中、砂が動き、流れ、何かが這はい出てくる。

　それは、亡もう者じゃめいた戦士の群れであった。さまざまな武器を手にしながらも、しかし、防具の類いは誰も身に着けてはいない。その体を包むは、紅い軍服めいた装束のみ。

「この軍勢……もしや……」

　見覚えがある。真っ先に浮かんだのは、古代にてアルヴァートが率いし、《血盟狂団》。

　それから──かつて奴が仕えた《外なる者達アウター・ワン》、リュミナス゠ウォル゠クラフトの軍勢。

　当時最強を誇った、紅あか備ぞなえの戦士達。その武威が今、目前にあった。

『では、始めるとしようか。最後の闘争を。吾が終わるための、闘争を』

　何かを期待するような声が響いてから、数秒も経たたぬうちに。

　急襲。

　我々を取り囲む戦士の群れが、一いっ気き呵か成せいに襲いかかってきた。

「上等だわッ！　デミス゠アルギスッ！」

　開かれた戦端に対し、シルフィーが誰よりも早く反応した。

　その手元に聖剣を召喚し、大群に向かって恐れることなく吶とっ喊かんする。

「だぁああああああありゃあああああああああああああッッ！」

　斬って、斬って、斬りまくる。

　その戦働きは《激動》の勇者と呼ばれるに相応しい、苛烈なものだった。

「負けては、いられませんわ……！」

　次いでジニーが動く。現代生まれの彼女に古代の軍を相手取る力はない。当人もそのことを理解していたようだ。ゆえにジニーは迷うことなく、補助装置を呼び出した。

　紅い槍やり。それは以前より、俺が彼女へ渡してあった手製の魔装具である。その力を以もってすれば、現代人のジニーであっても、古代の戦士達に後れを取ることはない。

「足手まといには、なりませんわッ！」

　気迫と共に、槍の効力を発揮する。真紅の雷撃が周囲一帯に走り、敵方の多くが一撃のもとに粉砕された。その姿はまさに圧倒的な戦乙女といったものだが。

「……若さゆえに、まだまだ危うい」

　嘆息と同時に、オリヴィアの姿が搔き消えた。

　疾風迅雷の躍動。

　いつ剣を抜いたのか。いつ斬ったのか。

　認識出来ぬままに、多くの戦士達が斬り刻まれていった。

「はぁ。ここ最近、暴力沙汰に参加してばっかだなぁ。ワタシってばそういうタイプじゃないんだけど」

　闘志など微み塵じんも感じられない。だがその力は、桁外れと呼ぶべきものだった。

「ディメンション・モンスター、カ〜〜ムヒア！」

　なんの前触れもなく、天に無数の黒こっ穴けつが生まれ──

　そこから何か、形容しがたい怪物が、顔を覗のぞかせた。

　魚ぎょ竜りゅうじみた醜い頭部。それが次の瞬間、顎門アギトを開き、煌きらめく光線を吐き散らす。

　紅備えの軍勢は為なす術すべなく、ただただ消えゆくのみ。

「……もはやアレは、学者というよりも歩く天災であるな」

　ライザーは特に戦働きをすることもなく、俺の近くへと立ち位置を変えて、

「戦況は我が方の優勢と見受けられるが……其処そこ許もとは現状をいかに捉える？」

　この男は今、戦場の実像を見極めんとしているのだろう。

　こちらもまた同様の考えを抱いていた。

「……確かに、表面上は優勢と言えるでしょう。しかし」

　奥に潜む実態はおそらく、楽観視出来るものではない。

　その推測が真実か否いなかを確かめるべく俺は魔法を発動した。

　都合二千にも及ぶ属性魔法による一斉攻撃。敵方の足下ないしは頭上に膨大な魔法陣が顕現し──数瞬後、その一手で以て、大軍の全てが消え失うせた。

「す、すごい……！」

「いっつも美味おいしいところ持ってくわね、アンタ」

「ていうかコレが出来るんだったら最初にやってくれればいいのに〜」

　ジニー、シルフィー、ヴェーダ。三人の顔には気の緩みがあった。

　敵軍の一掃により戦闘は終了したのだと、そのように考えているのだろうが。

　しかし、俺とライザー、そしてオリヴィアの心は未いまだ、張り詰めたままだった。

「油断するな。まだ終わってはいない」

　獣人族特有の鋭い直感が、彼女に危機を伝えてきたのか。オリヴィアが鋭く言い放ってからすぐ、足下の砂が再び、蠢うごめきだした。

「う〜わ。予想はしてたけどさぁ〜。勘弁してよね、まったく」

　面倒くさげな調子で呟つぶやくヴェーダ。その視線の先には、想像した通りの光景が広がっていた。即ち──紅服の戦士、地中より出いずる。

　先刻排除した大軍と同数か、あるいは僅かに多数か。

　いずれにせよ、この状況が指し示す現実は一つ。

「やはり無限に湧き出てくるようですね、この軍勢は」

「うむ。冥府ならではといったところであるな」

　そう、我々が立つ場は現世のそれではない。死後の世界、冥府である。

　あらゆる時代、あらゆる国、あらゆる生物が最後に行き着く場所。ゆえに飛び交う霊体は無限といってもよく……その数だけ、軍勢は復活を続けるのだろう。

「無限湧きとかやってらんないのだわ！」

「ど、どうすれば……!?」

　シルフィーとジニーが、焦燥感と当惑に満ちた声を放つ。

　オリヴィアやヴェーダは無言のまま、何かを考えている様子だった。

　一方で。俺とライザーには明確な、現状に対する方策があった。

「アード・メテオールよ、この状況、いかにする？」

「愚問ですね。決まっているでしょう？」

「うむ。其処許も同じ考えか」

　頷うなずき合う俺達に、シルフィーが叫んだ。

「なんか妙案があるんだったら早く言うのだわ！　今にもやってくるわよ、アイツら！」

　焦あせった様子の彼女に反して、我々は落ち着き払ったまま口を開いた。

「現状を打破する策」

「それは──」




「「逃げる」」




　言うや否や、俺とライザーは一目散に駆け出した。

　なに恥じることなく堂々と。胸を張って。敵軍に背を向け、全速力で疾走する。そうした様にシルフィー、ジニー、オリヴィア、ヴェーダの四人は一瞬、呆ぼう然ぜんとなったが、

「ちょっ、ま、待つのだわぁああああああああああああああああ！」

　絶叫し、追走するシルフィー。その後を追う形で、ジニー達もまた走り始めた。

「敵を前にして逃げるとか！　みっともないのだわ！」

「みっともなくて結構。戦とは勝利することこそ肝要であり、格好の良さなど求むるものではありません」

「総じて同感である」

「〜〜〜〜っ！　ちょっと前まで敵同士だったってのに、息ぴったりだわね、アンタら！」

　ぎゃーすか喚わめくシルフィーだが、他の三人はこちらの判断を肯定的に受け止めていた。

「た、確かに、相手をする必要はありませんわよ、ね」

「……我々の目的はあくまでも、アルヴァート・エグゼクスの打倒。であれば」

「めんどくさい敵は無視して進めばいい！　実に合理的だよね！　でも──」

「捕まったら意味がないのだわ！」

　やり取りをしている間、敵方が指など咥くわえているわけもなく。

　連中は背後にて砂煙を上げながら、逃げる我々を絶賛猛追中であった。

「あぁ、もうっ！　こんな戦い方、ほんっと嫌い！　ムカムカするのだわぁ〜！」

　敵軍の脚力は抜群。こちらに追いつくのは時間の問題といったところか。

　とはいえそれは、何も手を打たなかった場合の話。

　追いすがる敵方に対し、妨害工作を講ずるは至極当然のこと。

　──喚き散らしながらも、シルフィーはそこらへんについて、誰よりも熟知していた。

　ゆえに。




　ピッ。




　すぐ真後ろにて、不可思議な音が鳴り響いた、その直後。

　ドガァアアアアアアアアアアアアアアアン！

　けたたましい爆裂音と共に、灼しゃく熱ねつが我々の背中を撫なでた。これは紛れもなく、奴やつの仕業だ。そう──シルフィー・メルヘヴンお得意の、トラップ魔法である。

「……学園では、ただただ迷惑なだけだったが。こういうときは役に立つな」

「げひゃひゃひゃひゃ！　逃げのシルフィー、ここに復活ってね！」

「そのあだ名で呼ぶんじゃないわよ、馬鹿ヴェーダっ！」

　ぷりぷりと怒る最さ中なかも、彼女はトラップを撒まき散らしていたらしい。

　絶え間なく続く、破滅的な轟ごう音おん。紅備えの軍勢は吹き飛ばされるばかりで、その進行は遅延状態にあった。となれば必然、敵方の気配は離れていく。

「撤退戦をやらせれば、貴女あなたの右に出る者はおりませんね、シルフィーさん」

「嬉うれしくないのだわ！　ぜんっぜん！　まったく！　嬉しくないのだわぁ〜〜〜〜！」

　彼女の絶叫と爆発音が重なる。……《激動》の勇者と称される通り、シルフィーの戦闘スタイルは猪ちょ突とつ猛もう進しんを地で行くものであり、その辞書に後退の二文字はない。

　だが、それはあくまでも個人技における話。一軍の将として見た場合、シルフィー・メルヘヴンは撤退戦を誰よりも得意とする戦士であった。

　というのも、彼女の古巣である《勇者》の軍勢は、リディアの馬鹿が俺の言うことを聞かなかったり、天才軍師を無下に扱ったりすることが多く、頭脳派の敵軍にはめっぽう弱かった。そのせいで連敗することも多々あり……そのため必然、《勇者》軍は逃げるのが非常に上手うまい連中へと成長を遂げたのである。

　特にシルフィーは撤退戦において常に殿しんがりを務めており、他者の技術を見て盗むなどした結果、誰よりも逃げ技に長たけた、撤退のプロへと上り詰めたのであった。

「いやホント、場数ってのは大事だよねぇ。たくさん経験を積めば、お馬鹿ちゃんでもこれだけ見事な手腕を見せるようになるんだから」

「うむ。これほど見事にトラップ魔法を配置出来る者は他に見たことがない。馬鹿のくせをして、ここだけは優秀であるな」

「今回ほど貴様を頼もしく思ったことはない。やはり軍事においては見るべきものがあるな。……それを除けば只ただの馬鹿だが」

「喧けん嘩か売ってんの、アンタら!?」

『ふはん。まさしく馬鹿にも一芸といったところか。よもやこうも鮮やかに撒かれるとは思ってもみなかった。これはもう認識を改めねばなるまい。シルフィー・メルヘヴン、貴君はまっこと素晴らしい馬鹿だ』

「アルヴァートまで加わってんじゃないわよ！　あぁもう！　これだから四天王は嫌いなのだわ！　どいつもこいつもアタシのこと馬鹿にしてぇ〜〜〜〜〜！」

　……昔っから、四天王とシルフィーはこんな調子だったな。

　あぁまったく、懐なつかしい姿だ。

　しかし。我々は今、同窓会をやっているわけではない。

　それを証明するかのように、次の瞬間、真横から激烈な圧力プレッシャーが迫ってきた。

「シィイイイイイァアアアアアアアアアアアアアッ！」

　放たれし裂れっ帛ぱくの気合い。肉薄する何者かの気配。

　こちらがその姿を確認するよりも前に……刃やいばが奔はしっていた。

「疾シィッ！」

　敵方の間近に在ったオリヴィア。彼女の動作はおよそ反射的なものだったろう。

　されど繰り出された居合いの斬撃に淀よどみはなく、対手が尋常の者であれば、仕掛けられた不意打ちごと半身を両断していたに違いない。

　だが、実際はそのようにならなかった。

　敵方はヌルリと軟体動物の如ごとく身を捩よじり、オリヴィアの太刀筋を回避。けれども返礼の一撃などは送ることなく、さらに踏み込んで、別の対象を狙う。

　ジニーだ。彼女は未だ、敵の襲来に対して一切の反応が出来ていない。

　であれば、手頃な獲物として見受けられても致し方なし。

「リィイイイイイイイイイアアアアアアアアアアアッ！」

　奇声にも似た叫びと同時に、敵方が凶きょう刃じんを繰り出す。

　独特な形状をした、一対の曲剣。左右対称のそれが獰どう猛もうな軌跡を描きながら、ジニーの身へと殺到する。彼女はようやっと敵の気配を認めたばかりで、反応など望むべくもない。

　護まもらねば。

　そう考えた矢先のことだった。

「任せよ」

　引き延ばされた時間の中で、ライザーの一いっ声せいが耳に入る。

　刹那、敵方が振るいし二挺ちょうの曲剣と、ライザーが手にした巨大なメイスが邂かい逅こうを果たし──衝突すると同時に、激しい突風が巻き起こった。

「おぉッ！」

　襲撃者は鍔つば迫ぜり合うことなく、声を放ちながら後退。ここでやっと、我々は足を止めて、敵の姿を確認した。身に纏まとうはやはり紅あかき装束。無造作に伸ばした黒髪にはところどころに白が目立ち、顔に刻まれた皺しわや面つら構がまえも含めて、厄介な老練ぶりを醸かもし出している。

　曲剣を構えた両腕はゆらりと脱力し、口元はニヤけて緊張感が見当たらない。

　そうした風ふ情ぜいはまさしく、完熟の戦士と呼ぶべきもの。

　冴さえぬ風貌に反して、全身から放たれる圧は凄すさまじいものがあった。

「……この男、見覚えがあるな」

　ポツリと出されたオリヴィアの呟きに、俺は内心で頷いていた。

　右に同じく、俺もまた奴の顔には覚えがある。確か、名はルキウスといったか。

《邪神》が一ひと柱はしら、リュミナス゠ウォル゠クラフトの腹心であり、彼女が率いし軍勢の中に在って、双璧と称されし大将軍の一人だ。

「かつての同胞を復活させ、ぶつけてきたというわけか」

「……いや。これは復活ではなく、再現と表すべきものでしょう」

　そもそもルキウスは、数千年前の戦で亡なき者となっている。であれば必然、その霊体も冥府から失われて久しかろう。ゆえに目前のそれは、かつての彼を模した人形に過ぎない。

「あぁ、死ぬには良いい日だ……」

　眠たげな瞳でこちらを見つめながら、声を漏らす。

　そんな姿にも見覚えはあるが、しかし、あれは形だけだ。

　自己意思のない人形が、形を真ま似ねているだけだ。

　そうした様相に、俺は悲哀を感じずにはいられなかった。

　アレは、刺客として送り込むために創ったものではない。己おのが孤独を埋めるために、創り出したものだ。そう……かつて俺が、偽りのリディアを創ったように。

　奴もまた、過去を再現し、自己を慰め……埋まらぬ心に、絶望したのだろう。

「……やはり。その責任は、取らねばならぬ、か」

　アルヴァートの心中を思い、センチメンタリズムな感情を味わう。そんな俺を叱しっ咤たするように、隣接して立つライザーが声を放った。

「無駄事に時間を割くでない。今は目前の状況をいかに対処するか。それのみ考えよ」

　そう述べてからすぐ、奴は一歩踏み出し、我々から離れた場所に身を置いて。

　ルキウスと対たい峙じしながら、言葉を積み重ねた。

「後方にて迫る敵の大軍。それを足止めするにも厄介な邪魔者が一人。物量に気を向けたなら個の武威に搔かき乱され、個の武威に気を向ければ物量に押し潰される。……アード・メテオールよ、こうした状況における最適解とは、いかなるものぞ」

　問われてすぐ、俺は奴の覚悟を悟った。であれば、取るべき選択はただ一つ。

「《ギガ・ウォール》」

　魔法防壁を発動。それはまるで都市を守護する巨大な鉄壁の如く、超広範囲に展開され──敵の進軍を抑えると同時に、我々とライザーとを隔てる、分厚い壁にもなっていた。

「な、何を……!?」

　驚きの声をあげたのはジニーのみ。それ以外の面々は複雑ながらも、総じて納得の色を見せていた。ライザー自身も同じ顔で、

「正しい。これぞまさに最適解である」

　敵軍の物量は凄まじく、さしもの我が防壁とて長くは保もつまい。

　そこに加えて、逃亡を邪魔する上質な刺客まで現れたとなれば……

　我々はいずれ捕捉され、絶対的な物量の前にひれ伏すこととなろう。

　そんな結末を辿たどることなく、目的の場所へ到達するには。

「ライザー様。貴方あなたにこの場を任せます。我々が亀裂へと飛び込むまで、足止めをお願いしたい」

　ライザー・ベルフェニックス、単騎での足止め。

　それは何も知らぬ者からすれば、捨て石を放るが如く、残酷な仕打ちに映るだろう。

　だが俺の心に、そのような意図は断じてない。なぜならば。

「貴方の力を以もってすれば、敵方の質量はむしろ、好条件となるでしょう」

　奴が有する異能と、それを究極の領域へ高めた《固有魔法オリジナル》。即すなわち……服従と狂化。

　メイスで触れた相手を支配し、その力を絶大に高める、だけでなく。そうなった者が触れた対象をも支配下に置く。この力を用いたなら、相手の物量はむしろ弱点となるが……

　とはいえ、リスクはある。そもそもライザーの力が冥府の亡もう者じゃ達に通じるかどうか。それ以外にも不安材料は多々あるため、彼と共に残り、戦うといった選択は危うい。

　だからこその、単騎運用である。

「さぁ行け。ここは我わが輩はいが受け持つ。其処そこ許もとの出る幕はない」

　落ち着き払った様子で言葉を紡つむぐライザー。

　こちらに向けられた背中から、強い覚悟が伝わってきた。

　それは決死の覚悟、ではない。

　この場をなんとしてでも切り抜け、必ず生き延びてみせるという、希望に満ちた覚悟。

　こうした心境へ至った武人に言葉を送るは無粋というもの。

　そう判断したのは、俺だけではなかった。

「先を急ぐのだわ」

「そう、ですわね」

「……うむ」

「走れ走れ〜」

　皆一様に駆け出した。

　そして、亀裂へと向かう。

　目的のために。イリーナを、世界を、救うために。




　背後にて飛び交い始めた、激しい闘争の音色を、耳にしながら──
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　近い。

　純白の空間に身を置く中、イリーナは不意に、そんな感覚を味わった。

「アードだわ……！　アードがこっちに近付いてる……！」

　確信めいた思いを口にしてから、すぐのことだった。

「肯定する。彼等は現在、第一地点を通過。着実にアルのもとこちらへと接近している」

　すぐ傍そばで、虚こ空くうの只ただ中なかに浮かぶカルミアが応答を寄越した。

　その声音には危機感など皆無。無機質な表情にも一切の変化はなかった。

　そんな、不自然なほど落ち着き払った姿に、イリーナは眉根を寄せながら、

「ねぇ。あたし達って、敵同士、よね？」

「肯定する」

「じゃあ、アード達がこっちに来るのって、不都合なことなんじゃないの？」

　なのになぜ、平然としているのか。その問いかけに、カルミアは首を横に振って、

「否定する。現状は想定の範はん疇ちゅうであり危機的状況と呼ぶべきものではない。彼等がアルとぶつかり合うまでは、わたしにとって予測の範囲内。もし、危機を感じるとしたなら」

　語る最さ中なか、カルミアはゆっくりと頭を動かして、イリーナの顔に注目した。

　人形のような美貌に見つめられていると、同性のイリーナでさえ恥じらいを覚えてしまう。そんな羞恥を誤魔化すように、彼女は慌てて口を開いた。

「な、なによ!?　あたしの顔に何か文句でも!?」

　カルミアは再び小さく首を横に振った。長い白髪とそこに走る朱色の流線が、さらりと揺れる。それからしばし無言のまま、彼女はイリーナの顔を見つめて……

「わたしが危機を感じるとしたなら、あなたがアルを救わないという判断をしたときだけ」

　目を伏せるカルミアの顔に、イリーナは不安と恐怖を感じ取った。きっと彼女は、心の底からアルヴァートのことを好いているのだろう。そうした思いは確しかと伝わった。

　だからこそ……

「なんていうか、素直じゃないわよね、あんたって」

　真に救ってほしいのは、きっと。

　……いや。いずれにしても、イリーナが抱く疑問が晴れることはない。

「ていうかさ。そもそも、どうしてあたしなの？」

「それは──」

　返答が紡がれる、最中のことだった。

　純白の空間が再び、変化を始める。白一色の世界に色彩が生まれ、急速に広がっていく。

　まるでキャンバスの上に絵画を描くかのように。

　気付けば、イリーナ達はそこに居た。

　石造りの部屋。どうやら前回の記憶から地続きとなっているようだ。

《邪神》の一柱にして、紅尽ずくめの美女リュミナスが、幼きアルヴァートを譲り受けた、その直後。そこからしばらく彼の体験を追うことになるらしい。今回で二度目、だからか。イリーナは目前の光景に対し、落ち着きを保ちながら見ることが出来た。

「……言わずもがな、ではあるがね。後で返せと言ったところで応ずることは出来んよ？」

　リュミナスの紅い瞳が、アルヴァートから別の存在へと移る。

　メフィスト゠ユー゠フェゴール。彼は美しくもおぞましい顔に微笑を浮かべて、

「大丈夫。そんなことには決してならないさ。その子は未来永えい劫ごう、君のモノだ。体だけでなく……心さえも、ね」

　煌きらめく黄金色の瞳に、どこか邪よこしまな気配が宿る。気味が悪い。心の底から不快感が沸き立つような感覚だった。幼きアルヴァートもまた同じ感情を抱いていたらしい。

「幸せにおなりよ。……といっても、君には通じないのだろうね。何せ言葉を教えていないのだから」

　そう。彼の中に言語という概念はない。ゆえに何を言われてもわからない。だが、そうだからこそ、言葉ではなく心で、相手の本質を理解出来る。

　微笑ほほえむメフィストは天使のように美しく、紡がれる声は実に蠱こ惑わく的だが……アルヴァートの目にはその全てが、不愉快なものとして映る。

　吐き気を催すような何か。彼にとってメフィストとは、常にそれであった。

　彼の姿を目にしていると心がざわめく。胸の内で黒々とした情念が渦を巻く。

　消さなければ。そんな衝動に、アルヴァートは正直な反応を────見せる、前に。

「さぁ、行こうか」

　彼の手にそっと、リュミナスの白い指が触れた。

　細くて長いそれが小さなアルヴァートの掌てのひらを包み込んでくる。

　……温かい。こんな温ぬくもりは、初めてだった。この身に触れる手はいつだって冷たくて。与えてくるのは痛みだけだったのだけど。彼女が与えてくれるものは、心地が良かった。

　気付けば、悪魔に対する衝動など消え失うせ──瞬まばたきするうちに、目前の様相が激変する。

　薄暗く無機質な石室から、絢けん爛らん雅みやびな都市の風景へ。アルヴァートは今、リュミナスと共に、数多あまたの人々が往来する大通りの只中に立っていた。

「ようこそ。我が都、グラズヘイムへ」

　歓迎の言葉は果たして、彼の耳には入らなかった。無理もない。生まれた頃からずっと、あの石室だけがアルヴァートの世界だった。それが今、あまりにも急激に広がったのだ。

　目に映るもの全てが新鮮。身に受ける空気の全てが鮮烈。もし言語の全てを知り尽くしていたとしても、この感情を具体的に説明することは出来ないだろう。

　ただただ目を見開き、圧倒される。……そんな姿を見せるのは、アルヴァートだけではなかった。彼と同じように、イリーナもまた驚きを覚えている。

「ね、ねぇ、カルミア。この街って……《邪神》が治めてるのよ、ね？」

「肯定する」

　信じられない。

　現代生まれのイリーナにとって、《邪神》の統治下にある場所と聞けば、頭に浮かぶのは地獄絵図も同然といった惨状のみ。

《魔族》が人類に鞭むちを打ち、路上には罪なき人々の亡骸なきがらが転がっているような……暗あん澹たん極まる様相だけが広がっているものと、そう思っていた。

　にも拘かかわらず、今、目の前にあるのは。

「皆、普通に暮らしてる……」

　往来を行く者達の表情。露店の主あるじ達が見せる表情。

　総じて明るく、活発で、淀よどんだものなど微み塵じんもない。それが《魔族》のみであれば、納得も出来た。だが、目に映る人々の大半は人類だ。ヒューマン、エルフ、ドワーフ、ハーフリング、オーク。全ての人種が堂々と、肩で風を切って道を歩いている。

「……教わったのと、全然違う」

　歴史学の講義では常に、こうした光景とは真逆のことを教えられてきた。《邪神》と《魔族》は人類にとって、ことごとくが天敵であると、誰もがそう述べていた。しかし実際は。

「あなた達が《邪神》と呼ぶ存在……当時、《外なる者達アウター・ワン》と称されていた者達にも個性がある。確かに、彼等の多くは人類を嫌い、迫害していたけれど。その一方で、人を愛し、人に愛された者も居た。……リュミナスはその代表格」

　そう口にしたカルミアの顔はどこか、誇らしげに見えた。

「誰もが彼女を愛した。人間も、《魔族》も、関係なく」

　信じがたい。その一言に尽きるが、しかし。

「おぉ、リュミナス様！　ちょうどいいところに！　今し方パンを焼いたばかりでして、もしよろしければお一ついかがですか！」

「ふはん。有あり難がとう。ついでにこの子の分もいただけると嬉うれしいのだが」

「もちろんですとも！」

　脅されて商品を渡すのではなく、率先して話しかけ、自らの意思で奉納する。それは相手に対する敬愛があってこその行為で……しかもそれは、一人や二人の話ではない。

「おやリュミナス様。本日も麗うるわしいですな」

「お連れになられているのは……ま、まさか、ご子息!?」

「お、お相手は誰ですか!?」

「そうさなぁ。貴君等にとっても既知の人物、とだけ言っておこうか」

　道を歩けば、貴き賤せんを問わず多くの人間が声をかけてくる。

「あ、リュミナス様！」

「遊んで遊んで〜！」

「応。本日も元気で何より」

　大人だけでなく、子供さえもが、遠慮なく彼女と触れ合っていた。

　幼子を相手に無邪気な笑顔を見せるその姿は、まるで女神のようであり……

　到底、《邪神》と呼ぶべき存在には見えなかった。

「なんというか……すごく、偉大な人って感じ」

「実際、リュミナスは偉人と呼ぶに相応ふさわしい。これほど多くの人々に愛された統治者はそうそう居ない。……わたしの使い手としても、申し分がなかった」

　最後に語られた内容は、潮しお騒さいのような活気に紛れて耳に入らなかったが、イリーナは特に気にすることなく、目前の様子に気を向け続けていた。

「う、あ、あ」

　周囲の景観と、自分を見る人々の温かな視線に、アルヴァートは呻うめき声を出した。

　なんだろう。この感情は、なんだろう。わからない。だが、嫌じゃない。

　むしろ……心地良かった。

「ふふ。気に入ってくれたようで何より。今日からここが貴君の故郷だ。これまでのことは忘れ、この地で健全に育つがいい」

　そっと彼の頭を撫なでるリュミナスの顔は、子に対する母に似た優しさに満ちていて。

　その慈愛はアルヴァートの心を蕩とろかし、生まれて初めての笑顔を形作る──寸前。

「シィイイイイイァアアアアアアアアアアアアアッッ！」

　白昼堂々。大通りのド真ん中にて。のどかな午後の景観に似合わぬ物騒な雄お叫たけびが轟とどろいた、次の瞬間。頭上から、何者かが襲いかかってきた。

「おっと危ない」

　リュミナスが小さなアルヴァートの体を抱いて、真横へ跳ぶ。

　それからすぐ、今し方まで彼女達が居た場所へ、斬撃が降り注いだ。

　滑らかな流線を描く二振りの曲剣。回避しなければ、仮令たとえ《邪神》といえども、その身を両断されていたに違いない。

「あ、あ、う……！」

　幼いアルヴァートには、現状が緊迫したものとして映った。

　あの、白髪交じりの男。あいつは危険だ。リュミナスへ向けられた鋭い眼光は、まるで猛獣じみた凶暴性を宿していて──何かせねばと、そう感じた次の瞬間。

「うあっ！」

　背後から伝わってきた悪お寒かんに、アルヴァートは叫び声を放った。

　刹那──暴風を伴いながら、巨大な質量がリュミナスの頭部へと迫る。

　大鎚ハンマー。容赦なく振り下ろされたそれは、しかし、標的を捉えるには至らなかった。

「ふはっ！」

　楽しげな笑声を漏らしながら、リュミナスは真横へステップ。果たして大鎚ハンマーは空転。されどその勢いは留とどまることを知らず、繰り出された一撃が地面を穿うがつ。膨大な土つち塊くれが晴天へと舞い上がる中、リュミナスは一言、アルヴァートへ口添えた。

「いいかね？　決して、動いてはならんよ」

　言葉を知らぬ身ではあるが、不思議と彼女の意図が伝わってきた。そして──

「さぁ、遊ぼうか」

　女神のようなリュミナスの美貌が、そのとき、苛烈な修羅の様相へと変化した。

　徒手空拳。両手に何も握らず、両足に何も仕込まず。五体のみを頼りとして、リュミナスは間近の相手へと踏み込んだ。

　つい先刻、大鎚ハンマーを振るった巨漢。糸のように細い瞳に、果たしてリュミナスの動作は映っていたのだろうか。それほどまでに、彼女の躍動は素早かった。

　まさしく電光石火。

　瞬時に接近し、そして、不可避の一撃を打つ。どこをどう叩たたいたか、アルヴァートも、イリーナも、まるで把握出来ていない。気付けば巨漢の全身が宙を舞っていた。

「ははっ！　あいっかわらず馬鹿力だねぇ！」

　愉快げな声を放ったのは、曲剣を構えた初老の男。

　彼の踏み込みもまた度外れて疾はやく、両者の間合いは一瞬にしてゼロとなり、

「背中がお留守──」

「それはこちらの台詞せりふだよ、ルキウス」

　何が起きたのだろうか。

　ルキウスと呼ばれた男が、リュミナスの背後を取って不意打ちを浴びせんという場面。

　そんな状況だったはずなのに、今、背後を取られているのはルキウスの方であり、攻守はいつの間にやら完全に逆転して──

「ひひ。やべぇな、マジで」

　この男もまた、さっきの巨漢みたく宙を舞った。

　細身な体が青空へ向かう最さ中なか。

　巨漢は既に地に足を付けており、太い唇を一文字に引き結んで、

「むんッッ！」

　接近し、横よこ薙なぎ一いっ閃せん。ド迫力の打撃だが、これもまたもや空転。それから先ほどの状況を再現するかの如ごとく、大柄な肉体が紙切れのように天へと舞い上がった。

　……その後、延々と同じ光景が展開される。

　着地。

　突撃。

　回避。

　昇天。

　二人の男が地に足を付け、踏み込み、一撃を繰り出すも躱かわされ、ブッ飛ばされる。そんな様子に、周囲の街人達は怯おびえるどころか。

「ひゅ〜〜！　さっすがリュミナス様！」

「ルキウス様、がんばれ〜〜〜〜！」

「ガープの旦那ぁ！　一発入ったら今夜ご馳ち走そうしますぜ！」

　まるでサプライズ・イベントを楽しむ客のように、歓声を送るのみ。

　異様な事態に理解が追いつかないのは、アルヴァートだけではなかった。

「……何コレ？」

「気にしなくていい。いつものことだから」

　どこか呆あきれたような声音が、カルミアの口から出されてすぐ。

「へっ。たまにゃあ、こすっからいやり方も試してみようかね！」

　刃やいばにも似たルキウスの鋭い眼光が、アルヴァートの姿を捉えた。

　来る。そう感じた瞬間には、既に。

「悪わりぃな、小僧！　ちょっとばかし──」

「う、ああああああああああああッッ！」

　すぐ間近へと迫ったルキウスに対し、アルヴァートは己が異能を発現する。

　黒炎。小さく華きゃ奢しゃな全身から、そのとき、闇色の灼しゃく熱ねつが噴き出した。

「うわっとぉ!?」

　予想外の展開だったか、ルキウスは喫驚びっくりした顔を晒さらしながら、咄とっ嗟さに後方へと跳んだ。

「……どうやら、ただの小汚い小僧ってわけじゃあなさそうだな」

　本能的に危険を察しているのか、彼の表情には強い警戒心があった。

　けれども、その口元に浮かぶ笑みには微塵の陰りもない。

　そうした様子がどこか、あの悪魔を思い出させ……実に、不愉快だった。

「あ、あ、あ……！」

　消し去ってやる。幼いアルヴァートの双そう眸ぼうに、凄すさまじい殺気が宿った。

「ひひ。小僧のクセして、いい目ぇしてやがる。俄が然ぜん、楽しくなってきたぜ」

　ルキウスもまた、壮絶な戦闘意思を発露する。

　次第に空気が張り詰めていき、やがて限界を──

「嗚あ呼あ。流石さすがにもう、ここまでにしておくべきだな」

　限界を迎えるという、一歩手前のタイミングで、リュミナスの声が耳に入る。

「終わりだよ、アルヴァート。これはじゃれ合いであって、殺し合いではないのだから」

　穏やかな声音は、すぐ傍そばから放たれていた。いつの間にか彼女はアルヴァートの横に立っていて。黒き炎を纏まとう彼へと、手を伸ばしていた。

　危ない。この人が、消えてしまう。

　生まれて初めて感じた、喪失に対する恐怖。

　それがアルヴァートの殺意と、その具現たる黒炎を、綺き麗れいさっぱり洗い流した。

「うむ。良い子だ」

　リュミナスの白い手が幼い頭を優しく撫でる。その微笑ほほえみは先ほどまで見せていた苛烈なものではなく、蕩とろけるように甘やかで、柔らかいものだった。

　そうした二人の姿に、ルキウスは肩を竦すくめながら一言。

「幼児趣味にでも目覚めたんですかい？　御大将」

　どこか呆れたような口調に、敵意などは微み塵じんもない。

「う、美しい」

　少し離れた場所に立つ巨漢……ガープの声と顔もまた、穏やかなものだった。

　唐突に現れた、二人の襲撃者。彼等の態度にイリーナは首を傾かしげながら、

「……なんなの、この人達？　敵じゃなかったの？」

　これを問いかけと受け取ったか、カルミアが回答を投げてきた。

「ルキウスとガープ。この二人はリュミナスの配下であり、彼女が率いる軍勢の中に在って、最大戦力と認知されている」

「つまり、敵じゃないってこと、よね？　……じゃあ、なんで襲ってきたのよ？」

「再会の挨拶」

「えっ」

「アレは二人にとって、再会の挨拶」

「……ちょっと、なに言ってんのかわかんない」

　端から見ると、あの二人は本気で主君の命を狙っていたように見えたのだが……

　どうやら彼等はイリーナにとって、理解しがたい感性の持ち主らしい。

　幼いアルヴァートもまた、似たような感覚だったらしく、

「にしても小僧。お前さん、なかなか──」

「フゥウウウウウウウ！」

　にこやかに近付いてくるルキウスへ、アルヴァートはまるで猫のように威嚇してみせた。

　さっきまで矛を向け合っていたというのに、なぜ気安く振る舞ってくるのか。

　そういう奇妙な気質にも、あの悪魔に似た何かを感じ取ったがために、

「フゥウウウウウウウ！　フゥウウウウウウウ！」

「ふはん。ずいぶんな嫌われようじゃあないか、ルキウス」

「ひひ。昔っから、動物とガキにゃあ懐なつかれたためしがねぇんだよなぁ」

　苦笑しながら、白髪交じりの黒髪をボリボリと搔かく。

　それから。リュミナスは二人のことをアルヴァートに紹介したものの、やはり言葉を知らぬ彼にとってはまだ、相手方は警戒すべき敵として映ったままだった。

　それを察したか、リュミナスは諦めたように諸もろ手てを挙げて、

「まぁ、関係の改善はおいおいしていけばよかろう」

　そう述べてから、彼女はアルヴァートを抱き寄せつつ、二人へ問うた。

「吾わたし達はこれから宮殿へ向かうが……貴公等は？」

「戦帰りの疲れを癒やしてぇ、ってのが本音だが」

「れ、練兵の必要が、ある」

「ちょっとばかし課題が見えやしてね。こいつを潰しておかねぇと、気になってロクに寝れやしねぇ」

「ふははん。相も変わらず、修練に熱心なことよ」

　その後、二言、三言、交わしてから、彼等は別々の道を歩き始めた。淀よどみない足取りで、都市中央部へと向かって進んでいく。行く先は、豪ごう奢しゃな造りの大宮殿。威風堂々と居を構えるそれへ近付く毎ごとに、周囲を行く街人の数は減っていき、代わりに宮仕えと思おぼしき服装の面々が目立ち始めた。彼等は一見すると実に理知的で、身に纏う衣服も一般人のそれとは違い、身分の高さが窺うかがえるようなものだったが──

「おぉ、リュミナス様。本日もご機嫌麗しゅう…………死ねぇいッ！」

　こんな奴やつとか。

「お帰りになられたのですね。では早速、溜たまりに溜まった政務を…………オラァッ！」

　こんな奴とか。

「チィエエエエエエエエエエエエエエエエエエエイッッ！」

　こんな奴ばかりだった。

「……なんなの、この人達」

「ここではコレが日常。気にすることじゃない」

　初見時、イリーナはこの街を理想郷じみたものと捉えていたのだが……それが今や、戦闘狂の変態達が集う溜まり場といった、なんともアレな認識に変わっていた。

「……う、あ」

　リュミナスと配下達の奇妙な関係に、アルヴァートもまた首を傾げざるを得なかった。

　周りの連中がリュミナスに仕掛けている行為は、あの石室で悪魔が自分にしてきたことと同じものだと思う。なのに……なぜ、不快感がないのだろう。

　今の彼にはそれが、まったく理解出来なかった。

「わかるようになるさ。いつか、必ず」

　アルヴァートの胸の内を見透かしながら、リュミナスが微笑する。その後、配下達に襲われてはそれを返り討ちにするといった珍道中を経て、二人はある部屋へと入った。内観を見るに、執務室か。広々とした空間は書籍と紙束に埋め尽くされていた。特に机の上などは惨状じみた有あり様さまで、重要書類と思しき羊皮紙が天井に届くほど積み重ねられている。

　──そんな室内にて。一人の少女が、腕を組みながら佇ちょ立りつしていた。

　カルミアである。今、イリーナの隣に立つ彼女と、まったく同じ姿。しかしその白い顔にあるのは、無機質な様相ではなく。

「……今度という今度こそ、あなたには愛あい想そが尽きた。放ほう蕩とう癖もいい加減にしてほしい」

　明確な怒気を見せるカルミアに、リュミナスは困ったような苦笑を浮かべて、

「ふははん。積もりに積もった紙束が貴君の意思表示というわけかね。しかし、それにしても……これはいささかやり過ぎというものだろう。まさかまさか、言いつけた仕事を全てサボるとは。この光景、さしもの吾も目め眩まいがするぞ」

「そもそも、わたしに政務仕事を押しつける方がどうかしている。あなたはわたしのことをなんだと思っているの？」

「それはもちろん、我が生涯における無二の友だよ。そうだからこそ、吾は貴君に頼り切ってしまうのさ」

　にへらと笑いながら言う彼女に、カルミアは盛大な溜ため息いきを吐ついた。

「……そういうところ、本当に嫌い」

　眉根を寄せてみせても、リュミナスはいけしゃあしゃあとした態度を変えることはなかった。そんな彼女に諦観を抱いたか、カルミアは再び嘆息を放つ。

「どうしてこうも自分勝手になれるのか。これがわからない」

「ふはははは。褒めるな褒めるな」

「……くたばれ、ド畜生」

　吐き出された毒を笑い飛ばしながら、リュミナスは別の話題を切り出した。

「さて。そろそろ彼の紹介をしようか」

　二人のやり取りを静かに見つめていたアルヴァート。その華奢な肩を抱き寄せながら、リュミナスは言葉を紡つむぐ。

「この子の名は、アルヴァート・エグゼクス。今日この日より、貴君はこの子に仕えよ」

「…………は？」

　冷たい気迫が、カルミアの全身から放たれた。思わず尻餅をついてしまいそうな、恐ろしい迫力。けれどもリュミナスは涼しげな顔をしたまま、アルヴァートに目を向けて。

「言葉がわからん以上、言っても仕方のないことやもしれんが……彼女の名はカルミア。吾にとっては唯一無二の親友であり、最善最優の──」

「わたしは、あなた以外の何者も、使い手として認めるつもりはない」

　いつの間にか、カルミアがリュミナスのすぐ目前に居て、カッと目を見開いていた。

「わたしは、妹達とは違う。ヴァルトみたいに尻軽ではないし、デミスのように自身を道具として定義することもない。わたしは自らの意思で、カルミアとして、あなただけに仕えると決めた。それをないがしろにするのは、仮令たとえあなたでも許さない」

　血走った眼まなこで、主人を睨にらみ据える。

　尋常ならぬ様相に、しかし、リュミナスは微塵も態度を変えることはなかった。

「ふはん。ことあるごとに愛想を尽かしたと言うくせをして、やはり吾のことが大好きなのだなぁ、貴君は」

　カルミアの白い髪を撫なでつけながら、リュミナスは愛いとおしげに微笑む。

　けれども、見開かれた瞳が平常に戻ることはなく、むしろますます迫力を増して、

「次に茶化すような真ま似ねをしたら、その時点であなたを見限る」

　放つ気勢が、彼女の本気を証明していた。

　そんなカルミアは瞬まばたきもせず、ジッと主人の顔を見上げながら、

「あなたの意図がわからない。そんな子供なんか連れ帰って、何がしたいの？」

　カルミアからしてみれば、己を怒らせる現状は、総じてアルヴァートが原因であると、そのように考えているのだろう。

「わたし達の間に、そんな、どこの馬の骨とも知れない子供を、どうして入れ込むの？　……わけがわからない。納得のいく説明を求める」

　問いかけに対し、リュミナスはくたびれたように息を吐いて、天井を見上げた。

　そうして、しばし無言を貫いた後。

「正直なところ、自分でもよくわからんのだよ。なにぶん、生まれて初めての感情だ。…………後の世に何かを残したい。そんなことを考えるときが来るとは、思いもしなかった」

　ここでリュミナスは美貌から笑みを消し、真剣な面持ちとなってカルミアと向き合った。

「今一度、言わせてもらう。今日よりアルヴァート・エグゼクスに仕えよ。吾はこの子を見込んでいる。貴君もきっと、いずれは使い手として認めるだろう」

　カルミアは何一つとして応えなかった。宝石のような瞳に不満を宿して、主人を睨むのみ。そんな友人を困ったように見つめながら、リュミナスは言う。

　あまりにも、弱々しい語調で。

「いい加減、わかっておくれ。吾は永遠の存在ではないのだよ。貴君とは違って、ね」

　瞬間、カルミアの双そう眸ぼうに宿る感情が、総じて悲哀へと変わり、

「……嫌い。あなたのことなんか、大嫌い」

　唇を震わせながら呟つぶやくと、彼女はリュミナスを突き飛ばして、部屋から出て行った。

「やれやれ。すまなかったね、アルヴァート。見苦しかったろう？」

「う、あ……？」

　なにがなんだかわからない。彼の感想はそれだけだった。

　それはイリーナにしたって同じこと。カルミアとリュミナス、二人の関係がいかなるものか把握出来ていない以上、その感情の機微などわかるはずもない。

「なんていうか、その……」

「言葉は求めていない。あなたは黙って見ていればいい」

　気遣いは無用。そんな調子だった。

「さて。遺憾ながら、出で端はなを挫くじかれてしまったわけだが……まぁ、そうだな。とりあえず、溜まりに溜まった仕事を片付けるとしよう。しばし捨て置くことになるが、許しておくれ」

　軽くアルヴァートの黒髪を撫でてから、リュミナスは執務机へと向かった。

　──それから、時間がゆったりと流れて。

「ふう。やはり一日では終わらんか」

　椅子の背もたれに体重を預けつつ、リュミナスは伸びをしながら息を唸うならせた。

「はぁ。やめだやめだ。かような仕事など明日に回せば良い。今日の吾は十分に頑張ったのだ。誰がなんと言おうと、もう働かんぞ。後のことは全て明日の吾に一任する。せいぜい頑張れ、明日の吾」

　独りごちながら、リュミナスはアルヴァートへ目をやった。

「そろそろ、夕飯と風ふ呂ろの支度が出来ている頃だろう。初の体験に対し貴君がどのような反応を見せるか、実に楽しみだよ」

　果たして。その後、アルヴァートが見せた初うい々ういしい反応の数々は、リュミナスの期待感を存分に満たすものだった。

「ぶぼぉおおおおおおお!?」

　味覚を襲う美味なる暴力に耐えきれず、口にしたスープを思い切り噴き出したり、

「ふぁあああああああ……」

「うむ。本日も良いい湯加減だ」

　心地良い入浴体験に、表情筋を緩ませたり。

　アルヴァートにとっても、そしてリュミナスにとっても新鮮で、実に幸福な時間は、瞬またたく間に過ぎていった。そんな過程を経て、本日も就寝時間を迎えたわけだが。

「うあ？　あ？」

「それはベッドといって、貴君がこれから寝る場所……と言っても伝わらんか」

　ジェスチャーでなんとか意図を伝えるべく、四苦八苦しているリュミナス。その横で、ベッドの弾力を玩具おもちゃにして飛び跳ねるアルヴァート。

「……う、ん」

　しばらくして、ようやっとリュミナスの苦労が報われたか、アルヴァートはシーツの上に寝転がって、緩やかな呼吸を繰り返し始めた。

「はぁ。まったく、子育てとは大変なものよなぁ」

　くたびれた声に反して、リュミナスの顔には幸せそうな微笑があった。

「添い寝でもしてやりたいところだが……あまりくっつきすぎては、貴君も鬱陶しかろう。それに……母思いになり過ぎて、親離れが遅れるといった事態は避けたい」

　寝息を立て始めたアルヴァートの横顔を、愛おしそうに見つめながらも。

　リュミナスはどこか切なげな表情で、言葉を紡ぎ出した。

「──貴君が共に歩むべきは、決して、吾わたしではないのだから」

　その声が彼の耳に届くことはなく。まどろんだ意識は、夢の世界へと誘われていった。

　……それから、どれだけ時間が経たったのか。

　室内に「サァッ」という擦過音が響き、続いて、アルヴァートは強烈な眩まばゆさを覚えた。

「うあ、あ……」

　瞼まぶたを閉じたまま、眉間に皺しわを寄せ、唸る。

　そして、鬱陶しい眩まぶしさから逃れるように、毛布を被かぶろうとするのだが、

「させない」

　強い力で毛布が引かれたかと思えば、次の瞬間、アルヴァートの右頰に衝撃が走った。

「起きて。早く」

　今度は左頰に衝撃が走る。

　身に受けたそれを攻撃と受け取ったアルヴァートは、すぐさま瞼を開いて飛び起きると、

「ぐるるっ……！」

　ベッドの上に立ち、獣のような唸り声を出しながら、相手の顔を見下ろした。

「起こしに来てあげたのに、その態度。本当に不愉快」

　無機質な表情のまま、冷然とした声を放つ。それは紛れもなく、カルミアであった。

　彼女は底冷えしそうな目でアルヴァートを見据えながら、言葉を重ねていく。

「たいへん遺憾なことだけれど。しばらく、あなたの教育係をすることにした。どうせリュミナスはわたしの言うことを聞かないし、あなたを追い出すにしても、今みたく野生の猿も同然の状態ではあまりにも哀れ。だから、他者とのコミュニケーションがまっとうに送れるようになるまで、わたしが育ててあげる」

　感謝して。そう述べる彼女の目と声音はとことん冷たくて。

　アルヴァートにはそれが、気にくわなかった。

「ぐぁるぅッ！」

「威嚇される筋合いは、ないのだけど」

「ぐるるるるるぅッ！」

「とりあえず、ベッドから下りて。あなたに見下ろされるの、すごく不愉快だから」

「ぐらぁッ！」

「…………面倒臭いな、この猿野郎」

　舌打ちを零こぼしながら、カルミアが物もの憂うげな瞳に鋭い殺気を宿らせる。

　次の瞬間には殴り合っていそうなほど、張り詰めた空気。そんな中で。

「ふはっ。貴君らしい振る舞いだな、カルミアよ」

　なんとも楽しげな声が、室内に響いた。途端、二人はそちらへと同時に視線を向ける。

　朝っぱらから紅あか尽ずくめの美女、リュミナスが椅子に座りながら、微笑ほほえんでいた。

「う、あ！」

　ベッドから飛び降りると、アルヴァートは彼女へと駆け寄り、その豊満な胸へと飛び込んでいく。

「おうおう。甘えん坊さんめ。どうやら吾は、ずいぶんと懐なつかれたようだ」

「……なに？　その、これみよがしな目は？　なんの自慢にもなっていないのだけど？」

　イライラした様子のカルミアに、リュミナスは抱きついてきたアルヴァートの頭を撫でつつ、

「いや、なに。最高の神器を称する割には、子供の扱いもわかっていないのだなぁ、と。そう思ったまでさ」

「…………あぁ？」

「まぁ、気にすることもない。そもそも貴君の役割からは懸け離れたことゆえな。さしもの貴君とて、出来ることと出来ぬことが──」

「舐なめ腐るな馬鹿野郎。わたしに出来ないことなど、この世のどこにもない」

　どうやら、リュミナスはカルミアの扱いに長たけているようだ。

　聡そう明めいに見えてその実、カルミアという少女は単純──

「今、失礼なことを考えた？」

「そ、そんなことないわよ!?　あははははは！」

　真横から漂い始めた殺気に、イリーナは冷や汗を流すのだった。

　……ともあれ。このときより、アルヴァートとカルミアの交流が始まったわけだが。

「本日は言語学習の小テストを行う。これまで教えてきた文字を組み合わせて、いくつかの単語を──」

「ば・か・お・ん・な」

「よろしい。ご褒ほう美びにゲンコツをあげる」

　この二人は、なんというか。

「高度な知的生命体は、テーブルマナーを守って食事をするもの。その基本は第一に無音、第二に所作、第三に姿勢。先日のように獣みたく肉にかぶりつくなど、以もっての外──」

「うががぁ〜〜〜〜〜〜！」

「学習能力がないのか、この猿は」

　実に、嚙かみ合わせが悪かった。それでもカルミアが教育係としての役割を放棄することはなく、アルヴァートが学習を拒絶することもなかった。

　リュミナスという大きな存在が、反発し合う二人を繫つないだのである。

　彼女の頼みを無下には出来ないカルミア。彼女との時間をもっと楽しみたいアルヴァート。二人の間には喧けん嘩かが絶えず、お互いに歩み寄るようなことも一切なかった。

　まさに犬猿の仲といった二人だが、しかし、その関係が決裂することはなく──




　気付けば、四年の月日が流れていた。




　──早朝。陽光が大地を照らし、小鳥達がさえずり始めた頃。

　本日も、カルミアは宮殿にあてがわれたアルヴァートの自室へと無遠慮に入り込んだ。

　その歩調は荒っぽく、安眠する少年への配慮など欠片かけらもない。

　そして彼女は窓まど際ぎわへ向かうと、あえて思い切り音を鳴らす形でカーテンを開け放ち、

「起きて。早く」

　気持ちよさそうに眠るアルヴァートへ、眩まばゆい日光と冷たい声音を浴びせかけた。

「う、んん……」

　アルヴァートは息を唸らせながら、眉間に皺を寄せる。そうしながら。

「……もう少し、優しい起こし方が出来ないのかな？　君は」

　口から放たれたのは、ヒトの言語であった。この四年で、彼は目を瞠みはるほどの成長を遂げたのである。まっとうな言葉を覚え、日常生活におけるマナーや常識も身につけたアルヴァートは、もはや知性なき獣ではない。今の彼は相手の言葉は当然のこと、心に秘めた感情の機微さえも理解出来る。だが、そうだからこそ。

「あなたはどうして、お礼の一つも言えないのか。毎朝起こしに来てくれてありがとう。あなたの口から出る朝の第一声はそれであるべきだというのに、実際は常に文句だけが吐き出されている。これでは犬畜生の方がずっとマシというもの」

「僕がいつ、誰に、起こしてくださいと頼んだのかなぁ？　全部君が勝手にやってることだろ。それを恩着せがましく言われてもね、何言ってんのコイツ？　って感想しか出てこないんけど」

「なぜこんなことが言えるのか。これがわからない。わたしが起こしに来なかったら、あなたは昼まで眠っている。自力で起きることも出来ない猿以下のあなたをわたしは毎朝起こしてあげているのだから、これは確実に感謝されるべき案件であって──」

「ふぁ〜〜〜〜。今日の朝ご飯はなんだろうなぁ〜〜〜〜。楽しみだなぁ〜〜〜〜」

　ぷいっとそっぽを向いて、欠伸あくびをかますアルヴァート。

　そんな彼のことを、まるでゴミ屑くずでも見るような目で蔑み、舌打ちを零すカルミア。

　言語や感情の機微が把握出来るようになったからこそ、二人の関係は氷点下よりもなお低い場所へと落ちきっていた。

「……もういい。早く着替えて。リュミナスが待ってる」

「は!?　なんでそれを真っ先に言わないのさ！」

　アルヴァートは跳ねるようにベッドから下りると、慌てて寝間着を脱ぎ始めた。

「異性を前にして、こうも恥じらいを見せることなく裸体になれるとは。やはりあなたは猿そのもの」

「異性？　そんなのどこに居るのかな？　え？　まさか君、自分のことを言ってるの？　だとしたら君はジョークの天才だね」

　二人にとって罵り合いは、呼吸も同然の行いであった。そうした関係は表面だけを見ると険悪そのものといった印象を受けるが……イリーナの目には、彼等の本質が映っていた。

「本当に仲がいいわね、あんた達」

「……このやり取りを見て、なぜそんな感想が出てくるのか。これがわからない」

　過去の記憶を目にしながら、不機嫌そうな顔をするカルミア。

　けれども心の内では別の感情を抱いていることを、イリーナは見抜いていた。

「遠慮なく言い合いが出来る相手っていうのはさ、本当に得がたいものだと思う。表面的には険悪だけど、でも、本当は──」

「うるさい。あなたは黙って見ていればいい」

　とことん素直でないカルミアに、イリーナは肩を竦すくめるのだった。そんな最さ中なかも、過去の記憶は進行を見せ続けている。緩やかな寝間着から、カッチリとした気品ある衣服へ着替えてすぐ、アルヴァートはカルミアを伴って部屋を出た。

　食堂へ向かうべく廊下を進む二人。道中、擦れ違った使用人達は、総じて同じ反応を示してくる。貴人に対する畏敬と、美貌に対する恍こう惚こつ。それは主にアルヴァートへと向けられるものだった。隣に並ぶカルミアもまた人形めいた美形だが、こちらは使用人達からすると慣れ親しんだものに過ぎない。その一方で、アルヴァートのそれは年月を重ねる毎ごとに磨きがかかり、留とどまることを知らなかった。

　いずれは傾国の美び姫きさえも醜しこ女めに感じさせるような、桁外れの美貌となるだろう。

　そんな彼の美しさは、老ろう若にゃく男なん女にょを魅了するものだったが……

「はぁ。嫌な視線だな、本当に」

　当人からすると、この容姿は何よりも不快なものだった。

　鏡を見る度に思う。また、あの悪魔に似てきた、と。

　アルヴァートはメフィストの分身とも呼べる存在。その関係はある意味、親子以上に密接なもので、それゆえに、成長と共に姿が似通い始めるのは必然であった。

「嫌なら変えてしまえばいい。魔法の力があれば出来るはず」

「……わかってて言ってるあたり、本当に君は底意地が悪いと思うよ」

　カルミアの言う通り、顔面の形など変えようと思えばいくらでも可能だ。

　にも拘かかわらず、そうしないのは。

「嗚あ呼あ、ようやっと来たか。おはよう、アルヴァート。本日も貴君は実に麗うるわしいな」

　この人が、褒めてくれるから。広々とした食堂にて、長机を前にするリュミナス。その手前に並んだ豪華な食事には、一切の手が付けられていなかった。

「……お待たせして申し訳ございません、リュミナス様」

「ふはん。気にすることではないさ。もはやそれが日常だ」

　やり取りしつつ、アルヴァートは座席に腰を──

「本日、特等席に座る権利を持つのは、わたし」

[image: ]

　横から、カルミアが彼の体を突き飛ばして、そこへ腰を下ろした。

　リュミナスの真ん前。愛する彼女と向き合うことが出来る、二人の特等席。

　それを取られて、アルヴァートは瞳に殺意を宿しながら、

「……今日の戦闘訓練、地獄を見せてやるから覚悟しろよ」

「口だけ大将の言葉など恐れるものではない。あぁ、本日の朝あさ餉げも実に美味」

　今にも取っ組み合いの喧嘩を始めかねない二人。そんな様子を見つめながら、リュミナスはくつくつと喉を鳴らした。

「まったく、本当に仲が良いいな、貴君等は」

「「はぁ？」」

「ふははん。ほら、息がピッタリ」

　ニコニコ笑いながら料理を口に運ぶリュミナス。どうにも釈然としないが、この人を相手に反論をする気にはなれない。そんなことをして万が一にでも不快感を抱かせたなら、アルヴァートは一生肩を落とすだろう。

　それほどに、リュミナスは彼にとって大きな存在になっていた。言語を学び、身なりを整え、時には不快な思いに堪え忍んだのは、全て彼女のため。リュミナスが褒めてくれる。笑ってくれる。ただそれだけが、アルヴァートの生き甲が斐いだった。

　彼女が喜んでくれるのなら、どんなことだってしよう。

　そうした決意は実に固いもので、それゆえに、

「嗚呼そうだ。アルヴァートよ、貴君もそろそろ初うい陣じんを飾るべきと考えているのだが」

「はい、喜んで」

　即答であった。お遣い感覚で危地へ行けと言うリュミナスもなかなか異常だが、そこになんら異を唱えないアルヴァートもまた、ある種の狂気に満ちていた。

「ふぅむ。間髪を容いれぬ返事、たいへん好ましいが……しかし、わかっているのかね？　吾わたしは貴君に遠足へ行けと言っているわけではないのだぞ？」

「心得ております。人と人とが全身全霊を以てぶつかり、命を取り合う場……即すなわち戦場。そこへ向かえと、そうおっしゃられたのでしょう？」

「然しかり。その通りではあるが…………貴君、恐怖はないのかね？」

「はい。これっぽっちも」

　初の戦を前にしたなら、誰しも強い反応を見せるもの。

　必要以上の昂こう揚よう。わかりやすい動揺。みっともない拒絶。

　しかし、アルヴァートにはその全てが当てはまらなかった。

「戦場で手柄を立て、貴女あなた様に喜んでいただける時を、ずっと心待ちにしていました。そんな僕がどうして初陣を恐れましょうか。むしろ喜びしかありません。貴女様に手ほどきされた技術の数々、それらを実戦にて披露する瞬間が、今から楽しみです」

　すらすらと淀よどみなく、気負いもなく、流麗に言葉を紡つむぐアルヴァート。

　その堂々とした姿に、リュミナスは出来た息子を見るように微笑ほほえんで、

「うむ。やはり吾の見込みに間違いはなかった。貴君には戦士の資質がある」

「光栄至極にございます」

　贈られし褒め言葉が、彼の心をより一層滾たぎらせた。リュミナスを筆頭とするウォル゠クラフトの軍勢は最強無比で知られており、昨今隆盛し始めた人類を中心とする反乱軍に対しても、無敗を誇っている。そんな軍勢を統率するリュミナスは、善き為政者である一方で、その本質は苛烈な戦士そのもの。ゆえに彼女が真に評価する相手は知的な文官ではなく、屈強を極めた戦士に他ならない。

　であれば。喜んで危地へ行こう。喜んで命のやり取りをしよう。

　敬愛する母であり、心から服従する主人の一番になれるなら、なんだってする。

　それがアルヴァート・エグゼクスの、存在意義なのだから。

「……どうせ泣きっ面つらを見せるに決まっている。前もって言っておくけれど、わたしに力を貸してやるつもりはない。わたしはあくまでも教育係であって、あなたを使い手として認めたわけではないのだから」

　憎たらしい教育係の言葉もまた、アルヴァートを焚たき付けるに十分なものだった。

「君みたいな鈍なまくら、最初はなから頼りにしてないよ。僕は僕の力だけで頂点に立つ」

「その傲慢に報いが訪れることを祈る。心の底から祈る。わたしのことを鈍なまくらと抜かしやがったことを後悔しながら死ね。あるいはもう今すぐ死ね。このド畜生めが」

　舌戦を展開しながら、アルヴァートは思いを馳はせた。戦場にて手柄を立てる己の姿。それを称賛する、母リュミナスの姿。まるで弾むような気分だった。

　そんな気分のまま──

　アルヴァートは、その日を迎えたのである。

　初陣の朝。されど特別なところは何一つない。

　カルミアの不愉快な起こし方に文句を垂れて、服を着替え、朝餉を摂とり、そして。

「さぁ。征ゆこうか、諸君」

　リュミナスが率いし軍勢の一員として、街を出る。

　その身に纏まとうは紅あかき軍服に似た装束。形こそ周囲の面々が着用するそれと同じだが、しかし、これは母がこの体に合わせて誂あつらえてくれた特別なもの。

　初めて袖を通したものだが、これが実にしっくりとくる。

　リュミナスもその姿を、似合いであると褒めてくれた。

　ゆえにアルヴァートの心は常時喜びに満ちており……そうだからこそ、彼の馬うま廻まわりとして編制されたことに対する不快感など、取るに足らないものとして扱うことが出来た。

「ひひ。えらく上機嫌じゃねぇか、小僧」

　件くだんの彼……ルキウスが馬上より声を掛けてくる。たくましい竜りゅう馬ばに跨またがり、ニタニタと笑う姿は、どこかあの悪魔を連想させるような雰囲気があり、どうしても好きになれない。

　それが態度にまで出るほど、アルヴァートはルキウスのことを一方的に嫌っていた。

「……君の声が耳に入ったことで、気分が少し滅め入いったんだけど。どうしてくれるのかな」

「ひひっ。そりゃ悪うござんした」

　飄ひょう々ひょうと受け応える姿が実に不愉快。こんな男が自分の上官だなんて、認めたくなかった。

「……どうして、リュミナス様は親衛隊に入れてくださらなかったんだろう」

　てっきり、彼女の直属として編制されるものと思っていた。彼女のすぐ傍そばで、戦働きを見せられると、そう期待していた。しかし実際はこれだ。嫌っている男の配下として働けと、リュミナスはそのように下知したのである。

「御大将は戦になると周りが見えなくなるからなぁ。子供のおもりにゃ向いてねぇのさ」

「……僕はもう、子供なんかじゃない」

「ひひ。んなこと言ってる時点で、お前さんはまだまだ子供だよ」

　やはり、こいつは嫌いだ。

　共に双璧と呼ばれるガープに対しては、親愛の情がある。

　あの寡黙な戦士の背中は憧憬に値するものだ。ゆえに彼とは、近い距離感で接している。

　だがどうしても、このルキウスだけは初対面の頃から好きになれない。

「ま、初陣の童貞小僧なんぞに、誰も期待しちゃあいねぇよ。お前さんはせいぜい死なねぇよう気をつけてりゃいいさ」

　舐なめ腐った態度が無性に腹立たしい。こいつの鼻を明かしてやるためにも、絶対に活躍をしてみせると、アルヴァートは心に決めたのだった。

　──そして。穏やかな道中の果てに、彼等はそこへ到達する。

「よぉ、小僧。見えるか？　アレが俺達の墓場だぜ」

　冗談めいた口調だが、その目に宿る鋭さは、覚悟を決めた戦士のそれだった。

　僅かな凹凸が見られる平野の只ただ中なかにて。遥はるか向こうに、巨大な壁がそびえ立っていた。

「いやはや、人間サマの底力ってのはたいしたもんだねぇ」

　顎をさすりながら、ルキウスが呟つぶやいた。

「天まで届くほど高く。何者も貫けねぇほど分厚く。ありゃあ、俺達《魔族》への憎ぞう悪おが結晶化したようなもんだぜ」

　あの壁と、その内側に設けられた砦とりでは、人類種を中心とした反乱軍が建造したもの。

　全方位をぐるりと囲んだ壁は守護の要であるだけでなく、敵方を迎撃する矛としての役割をも担になっている。

「一つ破るのも難しいってのに、大将首を取るためにゃあ、そいつを三つも破らなきゃなんねぇ。……ちなみに、俺等以外の連中はあの壁を一つも破れなかったらしいぜ」

　無理からぬ話だろう。あの壁と、それに守られた砦は、この先にある都市を防衛するための要となっている。ゆえに駐屯する敵兵の数は膨大で、こちらを迎え撃つ将の質も極めて高い。そうだからこそ、これまで誰もあの砦を落とすことが出来なかったのだ。

「そういう、難攻不落の砦を見事に陥落……ってのが最高にかっちょいい勝ち方だが。ま、そんなに気張るこたぁねぇ。なんせ俺等の役割は、あくまでも陽動だしな」

　ルキウスの発言通り、自分達に任された仕事はそれだった。

　ここで一暴れして、敵の目をこちらへと集中させる。その間、リュミナス率いる少数精鋭の別働隊が迂う回かいルートを経由し、この砦の先にある敵の最大拠点を急襲。反乱軍の指導者を討ち取ってその場を占拠する、というのがおおまかな戦略となっている。

「ちょっくら運動を楽しんで、御大将から連絡が来たら、作戦の成否に拘かかわらず撤退。いやまったく、気楽なお仕事だぜ」

　ヘラヘラと笑うルキウスだが……この一戦が容易なものでないことは、彼もよくわかっているはずだ。陽動としての役割を果たすには、相手方の心胆を凍らせ、全力で潰しにくるよう仕向けねばならない。さもなくば広く張り巡らされた探知網によって、別働隊の動向が敵方に把握され、作戦は失敗に終わるだろう。

「敵軍の心を周辺警戒が出来ないほどの恐きょう慌こう状態へと追い込む。……果たして、君にそれが出来るのかな？　ルキウス」

「ひひっ。任せとけよ小僧。敵をビビらせることにかけちゃあ、俺の右に出る奴やつぁ居ねぇんだからよ」

　戦前の言葉は、ここまでとなった。どうやら相手方の警戒網に引っかかったらしい。彼方かなたより、敵軍が洗礼の一撃を浴びせかけてきた。巨大な壁の表面に点状の煌きらめきが無数に灯ともったかと思えば、次の瞬間、視界を埋め尽くすほどの流線が、殺到する。

《フレア》。火属性の基本的な攻撃魔法。《魔族》たるアルヴァート達からしてみれば、なんら恐るるものではないが……しかし、これほどの物量となれば話が変わる。

「防壁展開ッッ！」

　ルキウスの口から、鼓膜が破れんばかりの轟ごう声せいが放たれた。

　彼の命令は即座に実行され、軍全体が半球状の防壁によって守護される。

　全ての兵が一丸となって形成した最硬の盾。しかし、それでも。

「人間の厄介なとこは、まさにこいつだぜ」

　目前にて、防壁が殺到する《フレア》の群れを受け止めている。一撃の火力だけを見れば、敵方の洗礼は我が方の盾を破るものではない。だが、長き年月を経て、雨滴が岩を穿うがつように。この凄すさまじい物量は、いずれ必ず、最硬の盾をも貫くだろう。

「さっさと内側に入んねぇと、暴れることも出来やしねぇ。つ〜わけで……全軍、突撃だオラァアアアアアアアアアアアアアアアアッッ！」

　ルキウスの号令一下、戦士達が一斉に躍動した。

　歩兵が大地を蹴り、騎兵が猛然と風を切る。

　そうしながら、防壁の修復と維持を同時に実行。

　まさに最強無比の面目躍如といったところか。これまであの砦へぶつかり、そして散っていった者達とは違い、初手で躓つまずくようなことは決してないと断言出来る。敵方の物量は確かに厄介だが、それでも、ルキウスの手勢を苦しめるほどのものではなかった。

「……双璧が率いてるだけのことはある、か」

　アルヴァートがボソリと声を漏らした頃。

　どうやら自軍は、敵方の絶対防衛ラインへと足を踏み入れたらしい。

　降り注ぐ《フレア》の勢いが弱まり、それから、壁に設けられた小さな門が開いて──

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ！」

　無数の軍勢が、雄お叫たけびを上げながら飛び出してきた。

　やはり莫ばく大だいな物量。この時点で既に、戦力差は五倍以上に開いている。

　されど自軍に萎縮するような臆病者は皆無。むしろ迫る敵の姿を目にして、誰もが牙を剝むくような笑みを作った。先頭を走るルキウスもまた、同じように笑って、

「野郎共ッ！　リュミナス軍最強の戦士は誰だぁッ!?」

「「「ルキウスッ！　ルキウスッ！」」」

「疾風迅雷の猛将ってのは、どこのどいつだぁッ!?」

「「「ルキウスッ！　ルキウスッ！」」」

「一いち番ばん槍やりの代名詞はッ!?」

「「「ルキウスッ！　ルキウスッ！」」」

「向こう見ずの体現者はッ!?」

「「「ルキウスッ！　ルキウスッ！」」」

　将が叫ぶ度に、兵が呼応し、戦意を高めていく。彼等が放つ気勢は天を衝つくほどの高まりを見せ──次の瞬間、ルキウスが突出する。

「あぁッ！　死ぬには良いい日だぜッッ！」

　彼を乗せた竜りゅう馬ばが主人の意気を汲くみ取って、猛烈に突進する。

　そしてただ一人、敵の大軍へと飛び込んで、

「ヒィイイイイヤッハァアアアアアアアアアアアアアアッッ！」

　奇声が放たれると同時に、両の手が握りし曲剣が、凄まじい速度で躍動する。

　その姿はまるで、刃やいばの化身。近付く者全てを斬り刻む、斬撃の嵐そのものであった。

「シィイイイイイヤァアアアアアアアアアアアアアアアッッ！」

　彼の周囲に血しぶきが舞う。

　単身のルキウスに対し、敵兵が必死に武器を繰り、魔法を放つが……総じて無駄事。

　刃が触れる前に全身を刻まれ、飛来する攻撃魔法はことごとくが両断される。

　そんな彼の技能は当然として、彼が跨がる愛馬もまた、尋常のものではなかった。

　かの竜馬もまた、戦士の気質を有しているのだろう。瞳に闘気を宿らせ、魔法を発動し、行く手を阻はばむ連中を主人に先立って蹴散らしていく。

　まさに人馬一体の戦技。

　双璧の威光、ここに在り。

「御お屋や形かた様に続けぇええええええええええええッッ！」

「おぉおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ！」

　ルキウス軍は一丸となって、彼が作る一本道を征ゆく。その進行を止めることは、誰にも出来なかった。果たして──

「ハッハァ！　邪魔するぜ、皆の衆ッ！」

　第一の壁、陥落。分厚い門をバラバラに両断して、ルキウスが壁の内部へと侵入した。

　その後へ続く形で、自軍が雪崩なだれ込んでいく。

　──圧倒的な光景であった。壁の内側での戦いは、まさしく地獄絵図も同然。全方位を敵方に囲まれ、磨すり潰つぶされるようにして、味方が一人、また一人と死んでいく。

　そこにはもはや、ヒトは居なかった。人も魔も関係なく、誰もが知性を失っていく。

「きぃいいいやぁあああああああああああああああああああッ！」

「るぅああああああああああああああああああああああああッ！」

　叫声。

　およそ、高度な知性を持つ者が放つようなそれではない。

　獣だ。誰もが今、獣へと落ちている。

　そんなザマに成り果てながら、持てる力を総動員させて、敵方を屠ほふるのだ。

　魔法で。刃で。素手で。……そうした光景を前に、イリーナはただただ圧倒されていた。

　目を覆いたくなるような惨状に、気分が悪くなる。

　そして、それは。

　アルヴァートもまた、同じ。

　戦前、息巻いていた自分を恥に思う。想像も出来なかった。戦場が、これほどまでに凄まじいものだったなんて。戦場が、これほどおぞましいものだったなんて。

「ハァッ……！　ハァッ……！」

　さして動いてもいないのに、息が上がっていた。耳じ朶だを叩たたく怒号に、心が揺らめいていた。なれば必然、周囲に対する警戒がおろそかになり──

「ちぃああああああああああああああああああッ！」

　そのとき、アルヴァートの背中に戦闘意思が叩き付けられた。

　反応、出来ない。斬られ──

「おっと危ない」

　いかなる魔技によるものか。アルヴァートへ不意打ちを浴びせんとした兵が、一瞬にして細切れとなった。

　それを成した男は、あいつだ。

　遠方にて、今、敵の包囲を破らんと働く、ルキウスだ。彼は一瞬こちらを見て、

「背中がお留守だぜ。自殺志願者か？　お前さんは」

　出来の悪い子供を見るような目と、皮肉めいた笑み。

　その声と顔が、アルヴァートの意気を昂たかぶらせた。

「う、お……あぁあああああああああああああああああッッ！」

　地獄の中に、少年の雄叫びが轟とどろく。

　もはやその瞳に畏怖はなく。もはやその心に怖おじ気けはなく。ゆえに。

「《来たれ》ッ！　《甘き死よ》ッ！」

　二唱節の詠唱が叫び放たれた、その瞬間、アルヴァートの全身が漆黒の炎に覆われる。

　かつては無意識の産物だった。けれども今は、それを自在に操ることが出来る。

　そして──アルヴァートは死神となりて、戦場を蹂じゅう躙りんし始めた。

「《我は放つ》ッ！　《獄ごく淵えんの刃》ッッ！」

　身に纏まとう黒き炎が、まるで意思を持ったように蠢うごめき、幾千、幾万にも枝分かれして、猛然と敵軍を襲う。それに触れた者は総じて意気を失い、白目を剝きながら倒れ伏していく。

「ハッ！」

　気迫を吐きながら、地面を蹴る。

　その疾走を止められるような者は皆無。

　接近する敵も、逃げ惑う敵も、一切合切関係なく、闇の炎に抱かれて消える。

　まるで、黒翼を広げる堕天使のようだった。

　アルヴァートの体から放たれる黒炎は、やがて戦場を埋め尽くし──

「背中がお留守だよ」

　ルキウスの背後にて。今まさに、不覚の一撃を受けんとしていた彼を守護するかのように。敵兵が繰り出した槍やりへと、黒炎が纏わり付いて、その存在を消し去った。

「なッ……!?」

　驚きょう愕がくと同時に、闇色の炎は敵兵をも吞のみ込んで、彼の命を喰くらい尽くす。

　そんな様相を目にしながら、アルヴァートは一言。

「君は自殺志願者かな？　ルキウス」

　意趣返しの言葉を叩き付けてやった。

「ひひ。上等じゃねぇか、小僧」

　歯を見せて笑うルキウスに、鼻を鳴らすアルヴァート。

　この時点で、戦の趨すう勢せいは決したのである。打ち破ることは困難と見られていた、第二、第三の壁。けれどもそれは功を競う二人によってあっさりと突破され──

「大将首は、僕がいただくッ！」

「あ、ちょ！　ずりぃぞ、おい！」

　ルキウスを出し抜いたアルヴァートが、見事、この一戦を終結へと導いたのだった。

　──その後。別働隊として動いていたリュミナス、ガープもまた己の役割を完遂。反乱軍によって占拠されていた都市を奪還し、元の領主へと返還して、ルキウス軍と合流した。

　そして、皆の故郷グラズヘイムへの帰路を進む最さ中なか。

「此こ度たびの戦勝、貴君の働きによるところが大きい。まっこと、素晴らしい初うい陣じんであったな、アルヴァートよ」

　リュミナスが跨またがる竜馬に同乗を許されるという栄誉。

　後ろから彼女に抱かれ、称賛の言葉と共に、頭まで撫なでられて……

「ふへ、ふへへ、ふへへへへ……」

　極楽気分とはまさにこのことか。表情筋をダルダルに緩ませたアルヴァートの姿に、両隣を行くルキウス、ガープは苦笑しつつ、

「ちったぁ認めてやろうかと思ったが……やっぱまだまだ小僧だな」

「だ、だが、微笑ほほえましい」

　二人の声など、聞こえてはいなかった。

「ふへへへ。リュミナス様、僕、頑張りましたよ」

「うむ。よもや大将首を取るとは。さしもの吾わたしも驚いた」

「ふへへへ。難攻不落の砦とりで、打ち破っちゃいました」

「うむうむ。貴君は吾の想像を超えるほどの戦士だ。実に素晴らしい」

　母に成果を自慢する子供。今のアルヴァートはまさにそれだった。

　しばし、リュミナスは彼が欲ほっするもの全てを与えるのみだったが……

　不意に彼女はアルヴァートの頭を撫でることをやめて、一つ、問いを投げた。

「どうだったかね？　初の戦場は」

　たいしたことはないと、強がりを言おうかとも思ったが……やめた。

　この人に噓うそは吐つきたくない。だからアルヴァートは、正直な感想を口にする。

「恐ろしいと、思いました。心の底から」

　答えてすぐ、リュミナスは再び彼の頭を撫で始めた。

　どうやら正解だったらしい。彼女はどこか上機嫌な調子で、反応を返してくる。

「うむ。それでいい。貴君は間違いなく、それでいいのだ」

　彼女の声音は、我が子を慈いつくしむ母性に満ちていた。……が、その一方で。

「血みどろの闘争に身を投じ、その果てに戦士の楽土ヴァルハラへ至らんとする。左さ様ような馬鹿者は、もはや我々だけで十分だ」

　少年期のアルヴァートは終ついぞ、気付くことが出来なかった。

　リュミナスの慈愛に、哀切が宿っていたことを。

　──ここで再び、周囲の空間が色あせて、純白へと戻る。

　キャンバスのようなそこへ身を置きながら、イリーナはポツリと所感を述べた。

「なんていうか……あたしが知ってるアルヴァート様とは、全然違うわね……」

　こうした状況になる直前の事態を除いて、過去に一度、イリーナは彼と対面したことがある。神を自称する不可思議な子供の力によって、古代世界へと時間跳躍をしたときのこと。アードやジニーと共に《魔王》・ヴァルヴァトスへの謁見に臨むというところで、彼女等は当時のアルヴァートと出くわしたのだが、

「雰囲気が、全然違う。喋しゃべり方も。顔つきも。……どうして、あんな風になったんだろう」

　記憶にある彼の姿は、螺ね旋じが外れた戦闘狂といった風ふ情ぜいで。つい先刻まで見ていたそれとは、まるで別人であった。……この疑問に、カルミアが反応する。

「実際、彼は別人を演じている。そうしなければ、悲哀に押し潰されて、心が壊れてしまうから。もはや彼は、真にアルヴァート・エグゼクスとして生きることは出来ない。別人としての生でなければ、耐えることが出来ない」

　カルミアの言葉を理解するには、まだ、イリーナはアルヴァートのことを何も知らなかった。だからもう、何も言うことはない。その経緯を聞くつもりもなかった。

　きっと今から否いや応おうなく、全てを見ることになるだろうから。

　そしてそれは──およそ、気分のいいものではないと、イリーナは予感していた。

　ゆえに沈黙を保ちながら、次が訪れる瞬間を待つ。

　反面、カルミアは虚こ空くうを見上げながら、蕩とう々とうと語り紡つむぐ。

　過去に目を向けて。悲哀の言葉を、語り紡ぐ。

「思い返してみれば……つい先刻の一戦が、始まりだった。

　反乱軍の中に在って、特に存在感を強めていた派閥。

　これを打ち破ったことで、リュミナス軍の武名は一層誉れ高いものとなり、同族からは敬意を、人類種からは畏怖を集めて……

　それが、終わりの始まりだった。

　人間達の希望を打ち砕くような結果を、作るべきではなかった。

　もし、あの一戦に敗れていたなら……

　いや、それでもきっと、結果は変わらない。

　どう足搔あがいても、いつか必ず、やってくる。

　あの男が。

　あの、憎らしい男が。




　──《魔王》・ヴァルヴァトスが、いつか必ず、やって来る」











第九九話　元・《魔王》様と、冥府の旅路　前編









　──アルヴァート・エグゼクスの目前には今、在りし日の光景が蘇よみがえっていた。

　グラズヘイムの宮殿に設けられた、茶会用の一室。

　こぢんまりとした部屋の中には、華美な装飾もなければ、凝った家具も存在しない。

　中央に置かれた小さなテーブルと数人分の座椅子のみ。

　そこへアルヴァートを含む四人の男女が、腰を落ち着けていた。

「順調、順調。事は総じて、目もく論ろ見み通りに動いている」

　背もたれに体重を預けながら、足組みするアルヴァート。その目前にて、彼が口を開く。

「ひひ。やるじゃねぇか、小僧」

　ルキウス。双璧と称されし大将軍の一人が、悠々と笑っている。

「いやいや。貴公の働きがあってこそだよ。こちらが圧倒的に有利とはいえ、あのライザー・ベルフェニックスを打ち倒してみせるとは。流石さすがだな、ルキウス」

「あぁ、死ぬには良いい日だ……」

「然しかり然り。まっこと良き日和よな」

　何か。そう、何かがおかしい。

　アルヴァート自身、それはわかっている。わかっていながらも、状況を続けている。

「ガープよ、次なる一手には貴公も参戦してもらう。その豪腕が彼等とぶつかり合うその瞬間が、実に楽しみだ」

「う、うむ」

　座椅子が潰れんばかりの巨漢。

　ルキウスと並ぶ双璧の一人は、細い目を伏せて、小さく頷うなずくのみだった。

「嗚あ呼あ、茶が美味うまい。やはり皆と共に在れば、普段とは格別の──」

「アルヴァート」

　不意に名を呼んだのは、彼女だった。

　母も同然の存在。かつての生いき甲が斐い。誰よりも愛した人。

　リュミナス゠ウォル゠クラフトが、微笑を浮かべながら、彼のことを見つめていた。

「アルヴァート」

「えぇ、えぇ。無論ですとも、我が真なる主あるじよ。貴女あなた様を退屈させるつもりはありませぬ。しかしながら──」

「アルヴァートアルヴァート」

　名前を、繰り返す。

　彼女だけではない。ルキウスも。ガープも。同じ言葉を延々と、繰り返していた。

「あぁ、死ぬには良い日だ。あぁ、死ぬには良い日だ。あぁ、死ぬには良い日だ」

「う、うむ。う、うむ。う、うむ。う、うむ。う、うむ。う、うむ。う、うむ。う、うむ」

　その瞳に、光はない。その顔に、意思の気配は、ない。

　リュミナスもまた、同じ有あり様さまであった。

「アルヴァートアルヴァートアルヴァートアルヴァートアルヴァートアルヴァート」

　微笑のまま固定された顔で、彼の名を延々と呼び続ける。

　壊れていた。それは完全に、壊れきっていた。

「あぁ、死ぬには、やるじゃねぇか小僧、リィイイイイイイイイイイ、あぁ、死ぬ、シィイイイイイイイイイイイイ、小僧、死ぬには、あぁ、やる」

「う、む、うむ、う、う、うむ、む、うむ、むむ、うう、むう、うむ」

「アルヴァートアルヴァートアルヴァートアルヴァートアルヴァートアルヴァートアルヴァートアルヴァートアルヴァートアルヴァートアルヴァートアルヴァートアルヴァート」

　声が、乱れ飛ぶ。誰もが同じ顔で。微動だにすることなく。

　延々と、延々と。壊れた姿を、晒さらし続けていた。

　それを前にして、アルヴァートは、

「ふ、ふふ。ハハ。──ハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハハ！」

　天井を見上げながら哄こう笑しょうする。そうしている間も、皆は壊れた姿を晒し続けていた。

「ハハハハハハハハハハハ！　ハハ！　アハハハハハハハハハハハハハ！」

　狂ったように笑う。その瞳にはただならぬ狂気が満ちていたが、しかし──

　そんな芝居は、永遠には続けられなかった。

「ハハハハハハハハハハハ──────────あぁ、馬鹿馬鹿しい」

　瞳から。顔つきから。全ての色が抜け落ちて。アルヴァートは天井を見つめたまま、指を鳴らす。途端、皆が口を閉ざし、微動だにしなくなった。

「……いっそ本当に、狂ってしまえれば、楽だったのにな」

　だらりと両腕を垂らしながら、呟つぶやく。光なき瞳に、悲哀と絶望を宿しながら。

「早く来いよ、ヴァルヴァトス」





◇◆◇






　我々の進行を邪魔する者は、誰一人として居なかった。

　全てはライザーの働きがあってこそ。奴やつが敵の大軍を足止めしている間に、俺達は夜の砂漠を駆け抜け──天に浮かぶ空間の亀裂へと、その身を躍らせた。

　瞬間。落下時のそれに似た感覚を味わってからすぐ、目前の光景が一変する。

　冥府特有のジャングル、といったところか。草木はあれども、総じて尋常のものではない。木の幹はあらゆる生物の骨で、草花はあらゆる生物の体毛で出来ている。

　まるで悪夢のような光景だが、これしきのことで動ずるような我々ではない。落ち着いた心持ちのまま、今後に関する話し合いを行う。まず口を開いたのは、オリヴィアだった。

「……此こ度たびもまた、西を目指すべきか？」

「う〜ん。前の場所と今の場所では、進むべき方角が違うって可能性もあるよねぇ」

「ふむ。駄目元ではありますが、試してみましょうか」

　言いつつ、探知の魔法を発動する。……やはり無駄か。冥府では一部の魔法的な法則が異なる。ゆえに探知や転移といった、いくつかの魔法が使用出来ない。そのためアルヴァートの居所や、そこへ到達するための導しるべを見み出いだすことは不可能であった。

「とりあえず、今回も西へ進みましょう。アルヴァート様がおっしゃられた通りに、ね」

　異議の有無を確認すべく、皆の顔を見回す。

「……貴様に従おう」

「異議なしだわ」

「ま、なるようになれって感じかな」

　最後に、ジニーの顔を見た、そのとき。

「私、は…………」

　話す最さ中なか、彼女の目から力が抜けて。その体が、前のめりに崩れ出す。

「…………ッ！」

　既すんでのところで、ジニーは気を取り戻したらしい。踏みとどまって転倒を防ぐ。

「ちょっ。だ、大丈夫、ジニー？」

「え、えぇ。少々、目め眩まいがしただけ、ですわ」

　おほほと笑い、さも余裕であるかのように見せているが……実際は真逆の状態であろう。

　現世での生身を伴ったまま、冥府の土を踏む。それは世の摂理に反した行為であり、凡庸な人間には許されざるルール違反となる。俺やオリヴィア、ヴェーダ、シルフィーの四人は、凡庸の規格から外れているため、問題なく過ごせているのだが。

　やはりジニーには、冥府の空気に耐えうるだけの力はなかったか。

「……おそらく亀裂へ入る毎ごとに、我々は深い領域へと移動することになるのでしょう。となれば必然、冥府に漂う瘴しょう気きも色濃くなる」

　俺は彼女の目を見つめながら、真剣な面持ちで、こちらの意思を口にした。

「ジニーさん。残念ながら、貴女あなたには冥府にて活動出来るだけの霊体的な強さがない。下手をすればこの地に吞のまれ、貴女という存在は未来永えい劫ごう失われてしまう。そうなる前に……危険と判断したなら、そのときは」

「……はい。承知しておりますわ」

　今さら後には引けぬが、しかし、全てが終わるまで一所で待つことは出来る。

　彼女の限界を悟ったなら、そのときは、相手の無念を慮おもんぱかるつもりはない。

　必要な処置をしたうえでジニーを捨て置き、前へ進む。

　そのことに彼女が納得したところで……我々は、西へと進み始めた。時には骨で出来た木々の間を進み、時には体毛で出来た草花を搔かき分け、やがて川沿いに出る。

　川と言っても当然、一般的なそれではない。色は赤黒く、周囲一帯には鉄てつ錆さびめいた臭いが立ちこめていた。古代世界の人間からすれば嗅ぎ慣れたそれだが、やはりジニーには苦しかったか、気分が悪そうな顔をしている。

　けれども特に何か問題が発生するようなこともなく、我々は歩を進めていった。

　上流へ、上流へと、足を運ぶ。やがて滝にぶつかり、崖を登って、さらに西へ。

　そうしていると不意に、空から黒い滴が落ちてきた。

　雨。ぽつぽつと断続的に降り注ぐそれに対し、俺はふと思う。

　……泣いているのか、アルヴァート。

　黒い雨に、どこかあの男の哀切を感じながら、足を動かす。

　西へ、西へ。川から離れ、再び骨と体毛のジャングルへ身を投じ、さらに先へと進み、そして──開けた断崖の頂上にて、俺達はようやっとそれを発見した。

　空間の裂け目。上空に刻まれたそれを見つめながらシルフィーがポツリと声を漏らした。

「砂漠のときと違って、あっさりし過ぎてるのだわ」

「まぁ、別にいいんじゃない？　面倒くさいバトル展開がないなら、それはそれで──」

　ヴェーダが語る最中。背後にて、何者かの気配が生じた。

「……おでましか」

　オリヴィアの呟きを耳にしつつ、俺は皆と共に後ろを振り向いた。そこに立っていたのは、二人の男。飄ひょう然ぜんとした気風を感じさせる初老の男……ルキウス。その隣に立つ巨漢の戦士は、共に双璧の異名を担になう将が一人、ガープその人であろう。

「……此度は、双璧が揃そろい踏みでやって来たようだな」

「ていうか、あの白髪、ライザーが抑えてた奴、よね？」

「彼がここに居るということは……」

　ライザーがどうなったのか、想像に難かたくない。

　しかし、どうにも……奴が最悪の結末を迎えたとは思えなかった。

「根拠はありませんが、ライザー様はご無事でしょう。ゆえに皆さん、どうか心を静め、冷静なまま事に対応してください」

「……言われずともそうする」

「アイツのことを考えてる余裕なんか、ないのだわ」

　聖剣・デミス゠アルギスを構えながら、シルフィーは全身に緊張感を漲みなぎらせた。

　彼女は双璧の力量を知らない。だがそれでも、優れた戦士の嗅覚が油断ならぬ相手であることを知らせてくるのだろう。

　そして──

「あぁ、死ぬには良いい日だ」

「う、うむ」

　悠然と言葉を紡つむいでから、すぐ、敵方が一直線に踏み込んできた。

「散会ッ！」

　俺が指示を飛ばすよりも前に、皆、総じて動いていた。シルフィー、オリヴィア、ヴェーダは当然として、ジニーも幾多の修羅場を潜くぐり抜けたことで、戦士としての素養が磨かれたらしい。迫る敵方に対し、皆、バラける形で後退。その直後──

「シィヤァアアアアアアアッ！」

「むぅんッ！」

　二振りの刃やいばが虚こ空くうを斬り裂き、巨大な鎚つちが地面を穿うがつ。

　空転。その様を見て、俺は複雑な思いを抱いた。

「……これはもはや、再現ですらない、か」

　双璧の二人は、姿形こそ在りし日の彼等そのもの、だが。有する戦闘能力は別物だ。

　連中の動作には、往年の力強さと、心がなかった。

「死ぬには良い日だ。死ぬには良い日だ。死ぬには良い日だ」

「う、うむ。む。うむ。むう。う」

　よく見れば、敵方の瞳がどこか虚うつろに感じられる。

　そうした姿に対し、俺とオリヴィアには感じ入るものがあった。

「……哀れだな」

「……えぇ。本当に」

　冥府に残された僅かな霊体の情報をもとに構築された、意思なき肉人形。

　そこに自己意思はなく、ゆえに彼等は脊髄反射的な動作しか出来ない。あらかじめ定められた言葉しか、口にすることもない。

「……なんというザマだ。見るに堪えん」

　オリヴィアは往年の彼等に対し、敬意を抱いていた。彼女にとっては両者共に気高き戦士であり、刃を交えたことに誇りを抱けるような、そういう相手だったのだ。

「……戦士として生き、戦士として死ぬ。その狂的なまでの信念がどこにもない。両方共、ガワだけ似せた紛まがい物ものだ」

　在りし日の二人を知るがゆえの、戦士としての悲哀。

　オリヴィアの目に宿るのは、それだった。それだけだった。

　……俺は、彼女とはまた別のものを感じている。

　孤独感だ。

　この紛い物を創った、アルヴァートの孤独感。

　……奴はきっと、己の愚を自覚しているのだろう。失われてしまったものは、もはや戻っては来ない。それを知りながらも、そうせずにはいられなかった。かつての日々を夢見て、一いち縷るの望みを抱き、そのようにせざるを、得なかった。そう、それはまさしく。リディアの影を追い、その姿だけを蘇よみがえらせた……過去の俺と、まったく同じだった。

「……だが。どのような思いがそこにあろうとも、今は」

　感傷を捨て去り、皆に指示を出す。

「シルフィーさん、オリヴィア様。お二方にはルキウス氏の対応をお願いいたします。ヴェーダ様はガープ氏を。ジニーさんは私と共に後方にて皆さんの援護。よろしいですね？」

　異議はなかった。そして──第二合目が、展開される。まず動いたのは、オリヴィアとシルフィーだ。両者は隣り合った状態でルキウスと対たい峙じし、自然な形で、敵方をガープから引き離す。次いで、ヴェーダがガープの目前に移動し、

「はぁ。なんかここ最近、荒事担当みたいな感じで動いてるなぁ。ワタシ、そういうタイプじゃないんだけど」

　やる気はなさそうだが、しかし、役割は十全に果たそうとしている。

　オリヴィア、シルフィーと同じように、相手の気を引いて分断。

　これにて前準備は完了。それから数瞬の間を置いて。

「シィイイイイイイァアアアアアアアアアアッッ！」

「ぬぅうううううううううううんッッ！」

　気迫を放ちながら、双璧が大地を蹴る。ルキウスはオリヴィア、シルフィーへ。ガープはヴェーダへ。それぞれが単身で、一直線に向かっていく。

　互いが互いを間合いに入れた、そのとき、戦いの火蓋が切って落とされた。

「合わせろシルフィー」

「任せるのだわッ！」

　太刀筋を見知った二人は見事に息を合わせて、ルキウスの剣術に対応する。

「う〜〜〜ん。特に取りたいデータもないし、ここは適当でいいか」

　振るわれし大鎚ハンマーをひらりひらりと躱かわしながら、ヴェーダがブツブツと声を漏らす。

　そうした様相を注意深く観察しながら、俺は小さく息を吐ついた。

「なんと単純で、愚昧なことか」

　在りし日のルキウスとガープを知る身としては、やはりこの紛い物の立ち回りが実に切なく感じてしまう。

　リュミナス麾き下か、双璧の二人と言えば、それはまさに泣く子も黙る大将軍であった。

　人類種を中心とした反乱軍にとっては悪夢のような存在であり、彼等の存在が人類の主権奪還を二百年は遅らせたと言われている。この両者は将としても抜群に優秀だったが、一個の戦士としてもまた桁外れの脅威であった。

「ぬぅううううぁあああああああああッッ！」

　巨きょ槌ついのガープ。

《魔族》でありながらも一切の魔法を禁じ、己おのが膂りょ力りょくのみで戦い抜いた男。その豪腕に砕けぬものはなく、振るいし鎚の威力は、大陸を二つに割るほどの凄すさまじさを誇る。

「リィイイイイイイァアアアアアアアアアアアアッ！」

　剣聖・ルキウス。

　その異名が示す通り、この男は名実ともに世界最強の剣士だった。

　誰もが奴やつの玄妙なる剣術を打ち破ること叶かなわず。オリヴィアとも幾度となく刃を交え……ある意味では彼女にとって、師も同然の存在であった。

「……しかし。もはや在りし日の姿など、欠片かけらもなし、か」

　轟とどろく闘争の音響。

　放たれし激烈な意気。

　総じて、かつてのそれに比べたなら、児戯も同然であった。

　ゆえに──

「これにて詰みだ、紛い物よ」

　整然と筋道を立てた末に、オリヴィアが終ついの斬撃を繰り出し、ルキウスの胴を薙ないだ。

「はいドッカ〜〜〜〜ンッ！」

　いかなる術理によるものか。そのとき、ガープの巨体が内部から爆裂し、バラバラになった肉片が四方八方へと飛散する。

　──決着。表面的な状況のみに目を向ければ、我々の完全勝利となるが、しかし。

「本当に、終わったん、でしょうか？」

　ジニーの口から放たれた疑念に、俺は大きく頷うなずいた。

　そうだ。これしきの相手に、ライザーが後れを取るはずもない。であれば、確実に。

「皆さん、まだ終わってはいません。おそらくは次の手が──」

　言葉を紡ぐ、最さ中なかのことだった。

「し、しし、死ぬ、死ぬには、良い、日、日日、日日日日日」

「う、うう、う、うむむむむむむ」

　臓物を撒まき散らしたルキウスが。地面に転がったガープの首が。

　壊れたような声を漏らした、次の瞬間。

　ぐにゃりと、両者が捻ねじ曲がった。

　ぐにゃり、ぐにゃり、ぐにゃり。

　まるで粘土細工のように曲がりくねり、そして────融合する。

　原形を失ったルキウスへ、四散したガープの肉片と、かつて彼だった首が集結。組み合わさり、蠢うごめいて、その末に、一体の巨大な怪物が誕生した。

「なんと、醜い姿か……！」

　呻うめくようなオリヴィアの声。普段、決して動ずることのない彼女でさえ、かつての好敵手達が見せる、その醜悪な有あり様さまには、耐えがたいものがあったらしい。

　……《魔族》はその多くが人の姿と魔の姿を有している。闘争において全力を出す際は、後者の状態へと変貌するのが《魔族》の常であるが、ルキウスとガープは一度さえ魔の姿を見せたことがなかった。よって彼等にはそれがないものとばかり思っていたのだが……

「あえて、見せなかったのか」

　戦士として生き、戦士として死ぬ。その矜きょう持じを貫くために、彼等は最後の最後までそれを秘匿したのだろう。

　そのように納得出来てしまうほど、目前に在る姿はおぞましいものだった。

　一言で表すなら、巨大な蛞蝓なめくじといったところか。

　黒々とした体液を分泌する、灰色の巨体。触覚の先端にはルキウスとガープの頭部が在り、それが常時、壊れたように意味不明な言葉を漏らし続けている。

　誰もがその、吐き気を催すような外見に圧倒される中。

「う、日、日、だ、ィ、ィ、ィアアアアアアアアアアアアアッッ！」

　ルキウスとガープの口から、奇声が放たれる。

　瞬間、蛞蝓の巨体が蠢いて……そこから、無数の触手が放たれた。

「後退ッ！」

　脊髄反射も同然に叫びながら、俺は後方へと跳躍し、迫り来る触手から逃れた。

　皆もまた同様に動いて、距離を取る。

　けれども触手の群れは止まることなく、獰どう猛もうな軌跡を描きながら追走。

「こ、のぉッ！」

「だわぁッ！」

「……フッ！」

「うへぇ、きもちわるっ！」

　各自、自力にて対応。

　ジニーは真紅の槍やりでこれを振り払い、シルフィーとオリヴィアは斬撃で以もって迎撃。ヴェーダは黒こっ穴けつを開き、謎めいた怪物の頭部を召喚。それが炎を浴びせかけ、焼却する。

　俺もまた風ふう刃じんの魔法を用いて灰色の触手を両断し、事なきを得たが……

「やはり、再生するようですね」

　切断、ないしは焼却された無数のそれらが、ほんの一瞬にして元通りになった。

　こういった手合いを相手にしたなら、防御は意味を為なさない。

　徹底した攻勢の末に大本を撃滅する。これが最適解であろう。

　シルフィーとオリヴィアもまた、そのように考えたらしい。両者同時に地面を蹴って、醜悪な怪物へと迷うことなく吶とっ喊かんする。

　そんな彼女等を迎え撃つ形で、触手の群れが踊るように進撃。視界を埋め尽くすほどの物量だが、しかし、それらは一本たりとて、二人の肌に触れることさえ叶わなかった。

　巧みな体たい捌さばきと剣術で以てこれに応対し、風を切って突き進む。

　果たして両者は敵方の胴体へと到達し、そして。

「疾シィッ！」

「だわぁッ！」

　剣が閃ひらめく。灰色の肉を両断せんと、鋭い刃が奔はしり────直撃。

　だが、そのとき。

「ッ!?」

　シルフィーとオリヴィア、共に目を見開いて吃きっ驚きょうする。

　聖剣と魔剣、両者が繰り出した刀身は世界にまたとない業物であったが、それでも、蛞蝓の巨体に傷を付けることさえ叶わなかった。

　ぶよぶよとした肉の弾力が刃を拒絶し跳ね返してくる。込めた力が強かった分、反発力も非常に高く、二人は最も危険な領域に在って、大きな隙を晒さらしてしまった。

　危うい。

　そう直感した頃には既に、我が行動は完了を見せていた。

　即時、防壁を展開。彼女等を魔の手から護まもり、続いて、風の魔法を応用し両者の身を瞬時にこちらへと運ぶ。

　僅かでも遅れていたなら、最悪の結果に繫つながっていたかもしれない。

　俺は敵方の醜悪な姿を睥へい睨げいしながら、次手を打った。

「物理的な干渉は不可能。であれば」

　魔導はどうか。それを試すべく、俺は攻撃魔法を雨あられと叩たたき込んだ。

　爆熱。急冷凍。豪ごう雷らい。暴風……そうした単純な属性攻撃は当然のこと、それらを組み合わせて倍する威力へ変じるなど、工夫を凝らしてもみた。

　しかし……

「これもまた、無駄事ですか」

　繰り出した魔法、ことごとくが意味を為さなかった。

　物理的干渉が通用しないだけでなく、魔導さえも無効化するのか。

「こ、こんなの、いったい、どうすれば……!?」

　ジニーの顔に、畏怖と絶望が宿る。

　それでもまだ、俺に対する期待や信頼は潰ついえていなかったらしい。縋すがるようにこちらを見る彼女へ、俺は小さく頷いて、

「試してみましょうか。考え得る、全ての手段を」

　幸いにも、敵方の攻撃は実に単調で、捌くこと自体は容易であった。

　ゆえにこちら側が一方的に攻め立てるといった、そんな展開が続いたのだが。

「……なるほど。ライザー様が敗れたわけだ」

　まさに反則じみた耐久性能。斬撃や打撃といった物理干渉の無効化。属性魔法を始めとした魔導攻撃の無効化。それだけでなく、封印、退行、洗脳といった搦からめ手ても通用しない。

　果てには──我が異能、解析と支配の力さえも、弾はじき返してくる。

「まさか、無敵……!?」

　ジニーの絶望に、俺は首を横に振った。

「いいえ。そのようなものはありえません。いかなる怪物も、どこかに弱点を有するもの。彼等もまた例外ではないでしょう」

　問題なのは。その弱点がいかなるものか、これを解き明かさねばならんわけだが。

　当然ながら、相応のリスクを伴う。我が身が有する全てを投入したなら、かなりの軽減を見込めるのだが……今後の展開を思えば、ここで全身全霊を尽くすことは避けたい。

　けれども、力を温存して打破出来るほど、簡単な状況でないこともまた事実。

　……さてこの状況、どうしたものか。と、頭を悩ませた、そのときだった。

「前に一回、似たようなのと戦ったことがあるのだわ。正直、試したくないけど……こうなったらもう、仕方ないわよね」

　言葉の是非を確認するよりも前に、シルフィーは駆け出していた。迎え撃つ触手を流麗に捌きながら、大きく接近し、そして──敵方の真正面に立った瞬間。

「だわっしゃああああああああああああああああああああッッ！」

　飛び込むように身を躍らせ、全体重を乗せた突きを放つ。

　それは蛞蝓の顔面を直撃し……戦闘開始から今に至るまで、常に攻撃を跳ね返し続けてきた肉体に、ようやっと手傷を負わせることに成功した。が──

「浅い」

　オリヴィアの言葉通り、突き立てられた刃は僅かに敵の顔面に入り込んだだけで、致命傷には遠く及ばない。しかしながら。

「どっかに守りが薄い部分がある。それをしらみつぶしに探して、なんとか見つけ出そうと、そう思ってたんだけど。まさか、一発目で当たるとは思ってなかったのだわ」

　シルフィーの顔には勝利を確信したような笑みがある。

　そうだ。彼女が執る剣は、単なる業物では断じてない。

　三大聖剣が一振り、デミス゠アルギス。その力を以てすれば、切っ先一寸入れ込んだだけでも、十分な致命傷となりうる。

　それを証明すべく、シルフィーは口を開いた。

「《ヴェル邪悪なる者よ》！　《ステナ我が一刀のもとに》！　《オルヴィディス消え去るがいい》ッ！」

　超古代の言語による詠唱。それを受けて、デミス゠アルギスの刀身が眩まばゆい煌きらめきを放ち──突き刺さった刀身の先端から、激烈なエネルギーの波動が炸さく裂れつした。

　衝撃の波がここまで届くほどの、圧倒的な暴力。

　聖剣より繰り出されしそれは、怪物の体内を駆け巡り、そして。

　破裂。

　限界を迎えた風船のように、膨張しきった灰色の肉体が爆はぜる。木こっ端ぱ微み塵じんとなった肉片と、黒い体液が雨のように降り注ぐ中、シルフィーは聖剣を肩に担かついで、

「ふふん！　アタシとデミスにかかれば、ざっとこんなもんだわ！」

　悠然とした勝者の姿を見せる。そんなシルフィーに、ジニーが称賛の声をかけようとしたのだろうか。顔を明るくさせながら、口を──開くよりも、前に。

「シルフィーさん！　まだ終わってはいません！」

　悪お寒かんが走ると同時に、俺は意図せず叫んでいた。

「えっ？」

　素っ頓狂な声を返すシルフィー。彼女は今、完全に気を抜いた状態にあり、それゆえに、再動する状況に対し咄とっ嗟さの反応が出来なかった。

「う、日、日、ァ、アアアアアアアアアア……」

　どこからともなく、不気味な声が響いた、次の瞬間。微み塵じんとなって飛散した肉片が、ほんの一瞬にして集合し──復活。

「なっ……!?」

　再臨を果たした怪物に、目を見開くシルフィー。

　不味まずい。救助を。──と、俺が動作するよりも前に、敵方の行動は終わっていた。

「う、シィ、アアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ！」

　巨大な蛞なめ蝓くじの顔面が上下に展開する。まるで、顎門アギトを開くかのように。そして──

「ッッ！」

　反応を許さぬ、凄すさまじい速度で以て。

　蛞蝓の怪物が、シルフィーの小さな体を、吞のみ込んでしまった。

「う、噓うそ、でしょう……!?」

　口元を覆うジニー。その顔に先刻までの明るさはない。

　オリヴィアやヴェーダにしても、一様に緊張した表情を浮かべている。

　そんな中で唯一、俺だけが冷静だった。

　シルフィーの現状は一見すると危ういものだが、しかし、問題はないと考えている。

　それを証明するかのように、彼女を吞み込んでからしばし、身動きをしなかった怪物が、

「い、ぎ、ィ、ィイイイイイイイイ」

　悶もだえるように身をくねらせながら、全身を蠢うごめかせ、四方八方に触手を繰り出す。

　苦く悶もんの様相。これは間違いなく、彼女の手によるものだろう。

「……体の内側で、奴やつが暴れているのか」

「さすがシルフィーちゃん。マジでしぶといね」

　ここで我々が取るべき選択は、二つに一つ。シルフィーが敵方の体内から脱するまで、指を咥くわえて待つか、あるいは。不意に訪れた、前進の好機を摑つかむか。

　俺が選んだのは────後者であった。

「皆さん、今のうちに先行しますよ」

「……えっ」

　横合いから殴られたような顔で、疑問符を口にするジニー。無理もない。俺が口にした内容は、仲間を見捨てるという選択に他ならないのだから。しかし、それでも。

「シルフィーさんの安否に関しては問題ありません。それよりも今は、彼女が創り出してくれた好機を摑むべきと考えます」

　有無を言わせる前に、駆け出す。すぐ背後。上空に刻まれし亀裂へと、全速力で。

「ふむ。まぁ、合理的ではあるね」

「あぁ、そうだな。しかし……いや、今は是非もない、か」

　俺の判断に当惑を浮かべつつも、ヴェーダ、オリヴィア、そして……ジニーもまた、地面を蹴った。そんな我々を逃すまいと、蛞蝓の怪物が触手を伸ばすが、

「う、ぎ、ィイイイイイイイイ！」

　こちらの身を絡からめ取る直前、苦悶し、飛び来きたるそれの勢いが弱まった。

「これならば、間に合う……！」

　平常時であれば、こうはいかなかった。

　猛然と迫る触手に対応しながら亀裂へ入り込むという、逃げの一手。それは敵の体内でシルフィーが暴れているという現状がなければ、決して成立しないものだった。

　触手の狙いは今、明らかに甘く、勢いも弱い。

　そうだからこそ、我々は目的の場所へと接近し──

　皆、同時に跳躍。

　成功だ。

　亀裂に身が届く。

　シルフィーを捨て置くことには、僅かばかりの罪悪感があるものの……

　それ以上に、確信がある。

　彼女の身に万一のことはないと、そんな確信と安心がある。

「ぎぃ、イイ、ぃいいいいいい……」

　怪物の苦悶が耳に届くが、気にするようなことではない。

　奴の一手が我々の身を危ぶませることなど、もはや断じてないのだから。

　意思なき人形には限界を打ち破るような力はない。

　伸ばした触手は空転するばかりで、我々の誰をも捉えることは──

「う、い、あ……ぁあああああああああああああああああああああああッ！」

　捉えることはないと、そう考えた矢先のことだった。

　敵方の絶叫に、熱量を感じる。

　それは刹那にも満たぬ、一瞬の出来事だったが、しかし。

　そのときだけ。ほんの僅かな時間だけ。

　あの、ガワだけ似せた紛まがい物ものが、本物へと変わったのか。

　まるで、アルヴァートのもとへは行かせぬという意思を、体現するように。

　一本の触手が、オリヴィアの足を絡め取った。

「ッ……！」

　あまりにも想定外な状況に、誰も反応出来なかった。

　気付けば既に、亀裂はすぐ目前に在り、そして。

「抜かったか……！」

　オリヴィアの口から悔恨の言葉が放たれた、その時点で。




　彼女の救助を考える間もなく、我々は亀裂の内部へと、身を投じるのだった──
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　亀裂の中へ入り込んでから、数瞬後。

　新たな地へと到達してからすぐ、俺は周囲を見回した。

　合戦場の跡地。ここはまさにそれだった。

　足下には無数の死骸が転がり、血の海が出来上がっている。

　そんな只ただ中なかにて。

「まさか……オリヴィア様まで……」

　顔を青くしながら、わなわなと震えるジニー。

　……当初、我々は六人のパーティーであった。それが今や、三人にまで減っている。

　ライザー、シルフィー、そしてオリヴィア。彼女等の離脱がジニーの心に不安をもたらしているようだが……きっとそれは、己の安否に対するものではなかろう。

　ジニーは離脱した三人の命を慮おもんぱかっているのだ。

　そうだからこそ。彼女は僅かながらも、俺に対する不信を抱いたのだろう。

　言葉にはしないものの、その視線からジニーの言わんとすることが伝わってくる。

　なぜ、シルフィーを置き去りにして逃亡するという選択をしたのか、と。

　俺がそのように動かなければ、ライザーは仕方ないとしても、他の二人は犠牲にならなかったのではないか。そんな考えに対して、俺は返答を口にした。

「お三方は犠牲になったわけではありません。一時的に離脱したというだけのこと。この一件に片が付けば、無事に再会出来るでしょう」

　ジニーは何も応えなかった。無言のまま、こちらに視線を送り続けるのみ。

　おそらく、心の中でせめぎ合っているのだと思う。俺のことを信じたいという気持ちと、なんら根拠のない言葉に信用がおけぬという気持ち。それらの間で揺れている。

　仮令たとえ普段、こちらを全肯定してくれる彼女といえども、状況が状況だ。冥府の瘴しょう気きに毒されているということもあって、不信感に苛さいなまれるのも当然といえよう。

　その一方で、ヴェーダは俺とまったく同じ考えを抱いていたらしい。

「ワタシもあの三人については心配しなくてもいいと思うよ。何せ……アル君の目的はどうやら、復讐だとか勝利だとか、そういうところにはないみたいだからね」

　足下に広がる無数の亡骸なきがらと、血の海に目をやってから、ヴェーダは灰色の空を見上げつつ、語り続けた。

「ここは冥府の一部であり、アル君の精神構造そのもの。そんな空間から伝わってくるのは、過去に対する執着と悲しみ。そして……破滅願望。だからアル君は、負けようとはしていないけれど、それと同時に、勝つつもりもない」

　そうだ。この領域へ足を踏み入れ、そして、ルキウス、ガープの紛い物を目にした時点で、俺はヴェーダと同じことを考えていた。

「最初はどうだったか、それはわからないけれど。少なくとも今は、アル君の中にワタシ達への悪意はないと思う」

「えぇ。彼の心に僅かでも憎ぞう悪おがあったなら、己の消滅を目的にしているにせよ、その過程において我々の幸福な未来を破壊し、悦に入ろうと考えるのでしょうが……もはや彼の心には、そうした感情さえも残されてはいない。それほどに、彼は摩耗している」

　俺達のやり取りと、互いに抱き合う得心に対して、ジニーが疑問を抱かぬはずもなく。

「どうして、そんなことが言えるんですか？」

「それは──」

　過去の俺がこの問いを受けたなら、はぐらかすような答えを口にしていただろう。

　というかそもそも、こういった疑問を抱かせないよう立ち回っていた。

　我が身の素性を、決して知られぬために。

　けれども、もはやその必要もない。仮令俺が何者であるか知ったところで、ジニーが畏怖の情を抱くことはない。我々の友情に傷が付くようなことは、断じてない。ゆえに──




「ジニーさん。これまで隠してきましたが、私は」




　かつて吐ついてしまった噓を、訂正しよう。

〝アード君は、《魔王》様、なんですか？〟

　過去、ジニーの口から出たこの問いに対して、俺は否定の言葉を返した。正体が明らかになったなら、彼女もまた俺を恐れ、離れてしまうのではないかと、そう考えていたから。

　しかしながら、あのメガトリウムでの一件を経て、俺は心を変えた。

　真の友情とは、畏怖によって砕けるほどヤワなものではない。そう信じているからこそ、俺はもう友人に噓を吐くつもりはない。己の正体を明かし、アルヴァートとの関係性を詳細に説明して、ジニーを納得させ、その心に巣くう不安を払ふっ拭しょくする。そのために。

「私は、アード・メテオールであると同時に」

　躊躇ためらうことなく、我が身の真実を口にしようとした──その直前。

「二人とも。どうやら、お喋しゃべりしてる暇はなさそうだよ」

　ヴェーダにしては珍しく、緊張感に満ちた声。それが耳に入ると同時に。

　目前にて、戦士達の亡骸を搔かき分けながら、血の海が隆起する。

　盛り上がった鮮血はやがて渦巻くように流る転てんし────人の形を、成した。

　真紅。目に付くもの、全てがそれだった。

　腰まで届く長い毛髪。妖しげな瞳。蠱こ惑わく的な唇。身に纏まとう軍服めいた装束。全身から放たれしオーラ。何もかもが、紅あかい。

　そんな姿に俺は懐古の思いと、一抹の悲哀を抱きながら、彼女の名を口にした。

「……リュミナス゠ウォル゠クラフト」

　かつてこの手にかけた《邪神》……いや、《外なる者達アウター・ワン》が一ひと柱はしら。

　その姿形はまさしく、生前の彼女と同一のものであったが、

「アルヴァート。アルヴァート。アルヴァート。アルヴァート」

　やはり、彼女も同じだ。ルキウスやガープと同じく、このリュミナスもまた紛い物。

　冥府に残存する、僅かな霊体の情報を基に創られた、模造品に過ぎない。

「……生き写しを創ったところで、所詮それは、ただの紛い物。生前の彼女を取り戻すことなど叶かなわぬと、そう確信していながらも……そのようにせざるを得ない」

　あぁ。俺も貴様も、全く以もって度どし難がたいな、アルヴァート。

　この場に、俺達が愛した女が居たなら、どんな反応をするだろう。

　リュミナスが、そして……リディアが、ここに居たなら。

　二人は、呆あきれて肩を竦すくめるのだろうか。それとも、哀れんで涙を流すのだろうか。

　いずれにせよ、俺達は共に、女々しい感情を捨てきれぬ愚か者だ。

「……アード君。今は感傷に浸るときじゃない。そうだろう？」

「……えぇ。そうですね」

　無造作な佇たたずまいでありながらも、ヴェーダは既に戦闘の準備が整っていた。

　その隣に立つジニーもまた、真紅の槍やりを構えて、敵方を睨にらんでいる。

　……切り換えねば。

　仮令紛い物といえども、相手は《外なる者達アウター・ワン》。ルキウスやガープとは、次元が違う。

「彼女の力をどこまで再現出来ているのか。まずはそれを探らなきゃいけないね」

「えぇ。序盤は守りに徹しましょう。ジニーさんも、よろしいですね？」

「はい。お二人に従いますわ……！」

　先刻まで抱いていた疑問など、彼方かなたへと吹き飛んだらしい。

　思考の全てが闘争へと集中する。そうならざるを得ぬほど、目前の敵は恐ろしい存在であると、ジニーは直感的に確信しているのだろう。

　果たして。その脅威判定が正しいことを証明するかのように。

　真紅の怪物が、動いた。

「アルヴァート。アルヴァート」

　同じ言葉を繰り返しながら、両腕を広げ──

「ッ！　ジニーさん、横へ跳びなさいッ！」

　叫びに反応して、彼女は反射的に跳び退のいた。それから一瞬の間を置いて。今し方までジニーが立っていた場所へ、紅い雷いかずちが落ちた。

「……まぁ、基本的な部分は再現してるよね、やっぱり」

「えぇ。ここに関しては、かつての力と比べてみても、遜色ない水準になっているかと」

　リュミナスが有していた力は、比較的シンプルなものだった。

　即すなわち、紅き稲妻の使役。

　発生のタイミングが読めず、回避は実に困難であり、直撃しようものならその対象を霊体ごと焼き尽くす。速度、威力、共に尋常のそれではないが……

　古代世界の基準で見れば、リュミナスの力は下から数えた方が早いほど、弱々しいものだった。それでも彼女と、その軍勢が最強無比を誇ったのは、ひとえにリュミナス自身が持つ圧倒的な戦闘センスによるところが大きい。

　敵の全行動を完璧に予測し、最適解を常に導き出しては、瞬時に実行する。その戦術はあまりにも多彩で、緻密な計算に基づいた行動を取ったかと思えば、理解し難い動きをしてみせるなど、先が全く読めない。

　俺もかつては彼女の術中に嵌はまり、幾度となく苦戦を強いられたものだが……

「アレは、再現出来るものではないでしょう」

「ワタシもそう思うけど…………紛まがい物ものとはいえ、万が一を思わせるのが、リュミナスちゃんの怖いところだよねぇ」

　否定はしない。ゆえに当然、俺は慎重な立ち回りを貫いた。

　常に相手の思考を読み取らんと頭を働かせ、防御に徹し続けた、その末に。

「……やはり、本物には遠く及ばない、か」

　紛い物ゆえに思考する力が皆無に等しい。

　無造作に雷撃を放つばかりで、その行動にはなんの戦術性もなかった。

　真紅のそれは確かに、威力、速度、共に抜群であり、我が異能による無力化も不可能だが……全力の防御魔法を駆使すれば、簡単に対応が出来る。

　となれば必然、此こ度たびの一戦は終始、こちら側の一方的な展開となった。

「アル、ヴァート……ア、ル、ヴァート……アルヴァー、ト……」

　もはや満まん身しん創そう痍いといった状態のリュミナス。身に纏う軍服めいた装束はボロボロに破れ、覗のぞく素肌は総じて鮮血の紅に染め尽くされている。

　頭脳という翼を失った彼女を水面に沈めるのは、あまりにも容易で。

　全盛期のリュミナスを知る身としては、もの悲しくなってしまう。

　……だが、その一方で。依然、我々の前に立ち続ける彼女へ、俺は畏怖を覚えてもいた。

「アル、ヴァート……アルヴァー、ト……ア、ルヴァート」

　その視線は常に、こちらへと向けられていた。リュミナスは常に、俺だけを見ていた。

　……彼女は意思なき人形である。よって我が身を見据え続けていることについては、単なる偶然に過ぎない。

　そのように理解していてもなお、俺は、罪悪感を抱かざるを得なかった。

　あのとき交わした約束を、破るのか。

　そんなふうに非難されているように思えて、仕方がなかった。

「……許せ、リュミナス。もはやそれ以外に、道はないのだ」

　心苦しさを感じつつも、決着を付けるべく、最後の一撃を加えんとする。せめて苦しまぬよう全力の魔法で以て消し去ろう。胸の痛みを嚙かみしめながら、俺はリュミナスへ──

「アル、ヴァ……ル、ヴァ……ア……ヴァ……ル……」

　攻撃魔法を打ち込むという、直前。

　オーラが。彼女の全身から漂う、危うげな気配が。そのとき、異様な力強さを帯びて。

「ヴァ……ル……ヴァ……」

　まさか。そんな。

　ありえないと、そう思った矢先のことだった。

　我が思考を否定するかのように、目前の紛い物が、鋭い声を浴びせかけてきた。




「ヴァル、ヴァトスッ……！」




　刹那。紅き雷らい閃せんが周囲を照らし、轟ごう音おんが鳴り響く。

　果たして膨大な天雷は、我々ではなく、リュミナスへと落下し──

「う、あ、あぁああああああああああああああああああああああッッ！」

　彼女の総身から、紅いエネルギーが放たれた。それ自体に威力はない。だが、秒を刻む毎ごとに膨張していくその様相には、危ういものを感じる。

「ヤバいね。自爆するつもりだよ」

「もし、それを許した場合……」

「まず間違いなく、ワタシ達は全滅するだろうね」

　そのように受け答えたヴェーダは、顎に手を当て、何か考え込んでいる様子だったが……それを気にしてはいられなかった。

　リュミナス。お前も、そうなのか。

　かつてシルフィーが暴走したとき、我が内側に宿るリディアの霊体が、自己意思を取り戻し、彼女の心を救ったように。

　リュミナス。お前もまた、奇跡を起こしたのか。

　アルヴァートを、守るために。奴やつを決して、死なせぬために。

　そうした情念に、俺は──

　俺は、強い怒りを覚えた。

「それほど愛していたのなら、なぜ、奴の手を取ってやらなかった……！」

　自分勝手にもほどがある。

　己おのが選び取った道だろう。

　愛する者を捨て置いてまで、お前はそれを選んだのだ。

　孤独に押し潰されて、だから、ありもしない可能性に縋すがり付いた。

　死後の幸福という、決してありえない未来を、選んだ。

「お前が別の選択をしていたなら……！　あの男のことを、一番に思ってやれたなら……！　そもそも、このようなことにはならなかったというのに……！」

　リュミナスもまた、此度の一件を引き起こした元凶の一人だ。アルヴァートを孤独に陥らせ、心を壊し、現在へと至らせた張本人だ。それが今更、何をしゃしゃり出てくるのか。

「リュミナス゠ウォル゠クラフト……！　お前が出る幕など、もはやどこにもないッ！」

　慈悲も悲哀も消え失うせて。俺はただひたすら怒りをぶつける形で、ありったけの攻撃魔法を撃ち込んだ。しかし…………無傷。

　むしろ我が魔法を吸収する形で、紅いエネルギーは一層の膨張をみせた。

「ヴァル、ヴァトス……！」

　今にも破裂せんとするリュミナスの紅い瞳から、強い情念が送られてくる。

　約束を破ることは許さない。アルヴァートを殺すことは、許さない。

　まるで子を守る母の如ごとき姿。それが実に、腹立たしくて仕方がなかった。

「愚昧もいい加減にしろッ！　貴様にそうした姿勢を取る資格などないッ！」

　頭も心も、怒りの色によって染め尽くされていく。冷静な部分など、もはや微み塵じんもない。そうした状態で、最適な判断など出来るはずもなかった。……そんな俺に代わって。

「普段はとことん冷静だけれど、頭に血が上ると手が付けられないような暴れん坊になる。……君は本当に、変わらないね」

　くすりと笑みを零こぼしながら、ヴェーダが地面を蹴った。

「ッ！」

「ヴェーダ様……!?」

　目を見開く俺と、ジニーの前で。

　ヴェーダは紅あかきエネルギーを纏まとうリュミナスへと飛びついて。

「君の思った通りには、ならないよ」

　そのままの勢いで、相手を押し倒す。その先には、いつの間にか黒こっ穴けつが開いており──

　リュミナスを道連れにする形で、ヴェーダは穴の中へと落ちていった。

「…………！」

　突然の事態に呆ぼう然ぜんとする我々の前で、黒穴が瞬時に収束し、消滅する。

　それから間もなくして。

『え〜、テステス。聞こえるかな？　二人とも』

　頭の中に、ヴェーダの声が響いた。

『まず最初に、異次元領域からの意思伝達は一方通行になるから、声を送り返しても無駄だと言っておくよ』

　そう前置いてから、彼女は語り続けた。普段の脳天気な調子を、崩すことなく。

『ざっと計算しただけでも、リュミナスちゃんの自爆を許した場合、皆が生き延びる確率はゼロだって結論になった。となればもう、採るべき選択は一つだよね』

　君ならわかるだろう？　そんな意図が、声音から伝わってきた。

『死んでもいい人間が犠牲となって、皆を生かす。ま、定番といえば定番だけれど、一つ違うところがあるとしたなら……ワタシが……不死身の学者神ってところ……かな……』

　あちら側で、何かが起きたのか。ヴェーダの声が次第に不鮮明な状態へと変わっていく。

『この……ワタシ、が……消え……も……まだ……億千万の……タシ……が残……だから……悲しむ……必要……ない……』

　ヴェーダが今、どういった状態にあるのかはわからない。だが……いかなる状況にあろうとも、あいつは笑い続けるだろう。その声は、最後の最後まで、朗らかなままだった。

『後は……頼ん……よ……ワタシは……一休み……』

　ここで、声が途切れて。その後、彼女のそれが頭に響くことは、なかった。

「ヴェーダ様……！」

　少なからずショックを受けているのだろう。ジニーの顔に暗あん澹たんとしたものが宿る。

　……俺もまた、少しばかり心内が暗い。ヴェーダは己の安全を確信しているようだったが……それも、絶対ではない。ライザー、オリヴィア、シルフィーなどは、死の直前辺りにアルヴァートが救助しているのではないかと思う。だが、リュミナスについては……難しかろう。彼女には自己意思が戻っていた。もはやアルヴァートの操作など受け付けまい。
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　であれば……他の三人とは違って、ヴェーダの安全だけは保障がない。

「……冷静なままであったなら、何か、別の方法を見み出いだせたのだろうか」

　いや。おそらくは、ヴェーダの選択こそが最適解であり、それ以外にはどうしようもなかった。それでも……心のモヤつきは消えないまま、渦を巻き続けている。

「アード君……」

　不安げなジニーの声を受けて、俺は無理矢理、意識を切り換えた。

　彼女の不安はこちらに倍するものだろう。そんなジニーを安心させるためにも、俺は悠然と振る舞わねばならない。だから。

「これしきのことで、ヴェーダ様の命が危ぶまれるようなことはありません。彼女自身もそのようにおっしゃられていたでしょう？　我々はその言葉を信じて、前に進むのみです」

　現状はなんら特別なものではないと、そのようにアピールする形で微笑を作る。

　そうして、俺は。

「……行きましょう、ジニーさん」

「……はい」

　彼女と肩を並べ、一歩を踏み出し──




　それから、どれだけの時間が経たったのだろうか。




　亀裂を目指して、西へ西へと突き進む。戦場跡地を抜けた後も、それは永遠と続いた。

　時には針の山を。時には灼しゃく熱ねつの大地を。時には豪雨の中を。

　我々は立ち止まることなく踏破し……

　そして、ここへ辿たどり着いた。

　猛吹雪が舞う、雪原の只ただ中なか。白銀が視界を埋め尽くし、凍いてつくような冷気が体温を奪う。……根拠はないが、この地が我々の終着点であると、俺はそのように感じ取っていた。

　すぐ近くに、奴が居る。アルヴァートが、待っている。

　だが──

「アード君、私はもう、ここから先には、行けない、みたい、です」

　ここで、ジニーがゆっくりと膝を折り、雪面へと倒れ込んでいった。

　その華きゃ奢しゃな体を抱き留めて、俺は彼女の顔を覗のぞき込む。

　……限界など、とうに超えていただろう。落ちくぼんだ眼まなこ。こけた頰。か細い呼吸。現代生まれの一般的な人間でしかない彼女が、よくぞここまで持ちこたえた。

　その強い意志は、称賛に値する。

「ジニーさん。後はどうか、私にお任せを」

　俺の言葉を受けて、彼女は瞳に涙を浮かべ、

「弱いままじゃ、嫌だって……足を引っ張るままじゃ、いたくないって……そう、思ってたけれど……やっぱり、ダメですね……」

　その声には強い悔恨の情が宿っていた。きっと、自らの手で取り戻したかったのだろう。

　イリーナという、親友を。学友達と紡つむぐ、己の物語を。

　それらはジニーにとって何よりも大切で、かけがえのないものだったのだ。

　ゆえに、誰の手にも委ねたくはなかった。仮令たとえ全幅の信頼を置く、俺が相手だったとしても。貴方あなたに一任しますとは、口が裂けても言えなかった。

「馬鹿だと、思われる、でしょうけど……女の子にもね、意地ってものが、あるんですよ」

　それを最後まで貫きたかった。ジニーの思いが、虚うつろな瞳から伝わってくる。

「あぁ……悔しい、けれど……アード君……」

「はい」

　先に続く言葉を、聞くまでもない。彼女の意図は十分に理解した。

　あとはそれを、実行するのみ。

「どうか、待っていてください。私達の帰りを」

　無言のまま、ジニーは首肯を返した。そんな彼女へ然しかるべき対処を行い、安全な状態を作った上で、俺は独り、待ち受ける相手のもとへと進み始めた。

「……寒い。実に、寒いな」

　吹雪の中、白い息を吐き出す。そうしながら俺は、物思いに耽ふけった。

　真っ先に浮かんだのは……先ほど、ジニーが見せた表情。

　彼女は俺に訴えかけていた。憎き敵を打ちのめしてくれ、と。

　……彼女からすれば、アルヴァートはまさにそれだろう。

　己の日常を破壊した憎き仇きゅう敵てき。それでしかないのだろう。

　だが。俺はどうしても、奴のことを憎みきれなかった。

　……こうした状況を作った元凶、その一人である俺が、なぜ奴を憎めようか。

「どこまでも冷たい。それが、貴様の真なる思いか」

　この寒々とした銀世界こそ、奴やつの純粋な心情であろう。

　仲間を一人、また一人と失って。最後には、何も残らず。

　その末に奴の心は凍てついて、その状態のまま、生きることを強いられた。

　どれほどの苦痛だったか、想像に難かたくない。

　俺は、そんなアルヴァートから逃げたのだ。

　奴と交わした約束。リュミナスと交わした約束。それらの間で揺らぎ、苦悩し……

　結局、答えを出すことを諦めて、逃げた。

「俺もまた、自己中心的な愚か者だ。今は心の底から、後悔している」

　此こ度たびの一件に対して、最初は怒りがあった。

　けれどもそれは、あまりにも自分勝手で、不条理なものだ。

　俺に奴を恨む資格はない。

　だから、これより行うことは、報復などでは断じてない。

　置き去りにした過去へ、決着を付ける。

　見捨ててしまった同胞の心に、終しゅう焉えんを与える。

　そのために、今──

「待たせたな。アルヴァート・エグゼクス」

　銀世界の中。

　俺は自らの宿命と、対たい峙じするのだった──
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　揺らいでいる。

　純白の空間が、軋きしみ、撓たわみ、震しん撼かんし、波打つ。

　そうした異変を前にして、カルミアが瞳を細めながら呟つぶやいた。

「……もう、時間がない」

　彼女の焦燥感を見て取ったことで、イリーナは己の考えに確信を抱く。

　即すなわち──結末が、近付いている、と。

　おそらく今、アードはアルヴァートと対峙しているのだろう。

　そしてこれから、二人は戦いを始めるのだ。

　決着を付けるために。全てを、終わらせるために。

　……任せてもいいのだろうか。イリーナはそんなことを思う。

　アードが負けることなど決してありえない。彼は確実に勝利し、全てを救済するだろう。

　だが。今回の一件を終えて、笑い合う者達の中に、きっと彼女の姿はない。

　アードの勝利と、自分達の救済は……カルミアにとっての悲劇に、繫つながってしまう。

　それでいいのか。このまま何もせずにいていいのか。イリーナは、そう思う。

「……あたしは」

　考えがまとまらない。どうすればいいのか、どうしたいのか、その思考に芯が通らない。

　カルミアと同様に、イリーナもまた強い焦燥を感じ始めた。早急に答えを出さねば、手遅れになる。彼等はもう、次の瞬間にはぶつかり合っていってもおかしくない状況にあるのだ。──それを証明するかの如ごとく。揺れ動く純白の空間に、再び色彩が生じた。

　瞬またたく間に風景が描かれていく。激しい戦を終えたばかりといった、血なまぐさい光景。

　敵味方、入り乱れて倒れる、血の海の中で。

　ルキウスとガープが、アルヴァートを見て笑う。

「やっぱお前さんは、俺等とは違う人種だな」

「だ、だが……それが、いい」

　弟分を見るような、穏やかな目。彼等の心情は果たして、いかなるものか。

　それが判然とする前に、眼前の光景を塗り潰すような形で、新たな色彩が駆け巡った。

「……これは、何？」

　広々とした部屋の中で、カルミアが瑠璃色の髪飾りを手にしながら、首を傾かしげている。

「贈り物だよ。女の子って、そういうのが好きなんだろ？」

　眉間に皺しわを寄せながら、ガシガシと自分の頭を搔かくアルヴァート。

「あなたに贈り物をされる理由が、わからない」

「……この前、助けてくれただろ。そのお礼だよ。言わせんな、馬鹿」

　決して目を合わせることなく、口をもごもごさせるアルヴァートへ、カルミアは一言。

「気持ち悪い」

　率直かつ明確な台詞せりふが吐かれた後、なんやかんやあって、いつもの如く殴り合いの大喧げん嘩かへと発展。しかし……実際のところ、カルミアは嬉うれしかったのだろう。

　何せ、このとき貰もらった髪飾りを、未いまだに着用しているのだから。




　──その後も、過去の映像が浮かんでは消えていった。




　それら全てが断片的で。だから今、アードと対峙しているアルヴァートが、どのような思いでいるのか、イリーナには十全に理解出来た。

「……死ぬつもりなんだ」

　これまでの記憶を清算するように、出ては消え、出ては消えを繰り返す。

　総じて、幸せな思い出だった。

　愛する女性ひとと過ごした時間。

　認め合うようになった同胞達と過ごした時間。

　不愉快ながらも好ましい、そんな親友と過ごした時間。

　それらは瞬く間に消え失うせて。そして────長い長い、暗黒の時が、やってくる。

　新たな色彩が生まれたとき、イリーナはその明らかな異質さに、目を眇すがめた。

　新たな風景を描く色彩達。その全てに、禍まが々まがしい邪気が宿っている。果たして、出来上がったそれは……悲劇の始まりを思わせるような、薄暗いものだった。

「う、ぐ……！」

　曇天の下。ボロ雑巾のようになった一人の青年が、荒野の只ただ中なかを歩いている。

　年月を経て美しく成長したアルヴァート・エグゼクス。しかし、血に染まった美貌には優美さなど欠片かけらもなかった。

「どうして、こんな……！　あいつより、僕の方が強い、はずなのに……！」

　あいつとは誰のことか。なにゆえ、彼はこのような有あり様さまとなったのか。

　そんなイリーナの疑問を察したか、彼女の隣に立つカルミアが粛然と口を開いた。

「《魔王》・ヴァルヴァトスと、《勇者》・リディアを中心とした、反乱軍の大連合。この時期、リュミナス軍は彼等を相手に戦い続けていた」

　淡々と語るカルミアだが……

　その冷静な口調に反して、目前の光景を見る目は、あまりにも鋭いものだった。

「連合の大半は所詮、烏う合ごうの衆。リュミナス達が後れを取るような相手ではない。しかし……ヴァルヴァトスとリディアの軍勢は、別格だった」

　拳を固く握り締めながら、カルミアは言葉を重ねていく。

「雑ぞう兵ひょうでさえ、一人一人が一騎当千の強つわ者もの。将に至っては、怪物と呼ぶほかない。……それを纏まとめ上げる二人は、輪をかけたバケモノだった」

《魔王》と《勇者》。御お伽とぎ噺ばなしの怪物と、大英雄。

　その称号は、伊達だてに付けられたものではない。

　絶対的な暴力と冷徹な判断で以もって、人も魔もねじ伏せてきた男・ヴァルヴァトス。

　そんな彼に並ぶほどの力と、誰からも愛されるような人徳を持つ女・リディア。

　皆、この二人には勝てなかったと、カルミアは語る。

　ただ……ヴァルヴァトスは規格外の怪物である一方、アルヴァートにとってはやりやすい相手だったらしい。

　ゆえに勝てはしないものの、引き分けに持ち込むことは出来たという。

　──だが、その反面。

「……四回目、だった。彼がリディアに打ちのめされたのは、これで、四回目だった」

　アルヴァートが同じ相手に四度も敗れたことなど、今までなかったと、カルミアは語る。

　彼は《魔王》でさえ手を焼くほどの強者であり、リュミナス軍の中に在って最強の戦士と呼ぶべき存在であった。

　なのに、なぜ。

　ヴァルヴァトスと同格か、あるいは一段落ちるような相手に、なぜ、ここまで一方的にやられてしまうのか。

「ちく、しょう……！　好き放題、言いやがって……！」

　そのとき、イリーナの脳内に、彼女の声が響いた。

　歴史上最高の英雄と称されし《勇者》・リディアの声が、悠然と響いた。

〝てめぇは甘ったれたクソガキだ〟

〝てめぇ自身で物事を決めることも出来ねぇ〟

〝心の中心に自分以外の誰かを置いて、そいつに依存しながら生きる〟

〝んなダセぇ野郎に、オレが負けるわけねぇだろ〟

　このように、言われたのだろう。

　なんとなくだが……リディアのいわんとすることが、イリーナには理解出来た。

　けれどもアルヴァートには、意味不明な罵ば詈り雑ぞう言ごんにしか感じられなかったのだろう。

「はぁっ……！　はぁっ……！　くそ……！　くそ、くそ、くそ……！」

　歯を軋らせ、泣きべそを搔きながら……やがて力尽きたか、地面に両膝をつく。

　荒れ果てた大地の中心で、アルヴァートは悔し涙を流した。

　……そんな彼の傍そばに、そのとき、一人の少女が顕現する。

　カルミアだ。彼女もまた、アルヴァートと同じく傷ついて、痛ましい姿を晒さらしている。

「すまない、カルミア……僕のせいで、そんな、酷ひどい姿にさせてしまって……」

「……あなたらしくない。ここは普段通り、無様な姿だね、とでも言って笑うべきところ」

「出来ないよ、そんなこと……少なくとも、今は……」

　彼を見下ろす瞳に、悲哀が宿る。

　記憶の中のカルミアも。イリーナの隣に立つカルミアも。同じ目をしながら、相棒の姿を見つめていた。

「……ねぇ、アル。あなたはなぜ自分が戦うのか、その理由をハッキリと断言出来る？」

「えっ」

　問いかけに対し、アルヴァートは僅かに考えてから、

「僕は、リュミナス様の笑顔が見たい。だから、戦ってる。僕が活躍すれば、あの人はいつだって──」

「それがあなたの敗因だと、わたしは思う」

　己おのが述べた言葉を否定するような受け答えに、アルヴァートは驚きを覚えたのか。目を丸くしながら、カルミアを見つめていた。

「あなたのそれは、信念と呼ぶべきものじゃない。戦う理由として、扱うべきものじゃない。……アル、今のあなたはまだ、リディア・ビギンズゲートの言う通り、甘ったれたクソガキでしかないと、わたしも思う」

　どうしてそんなことを言うのか。

　瞠どう目もくするアルヴァートの瞳に、悲しみと失望の念が宿った。

　表向きは、罵倒し合うことしかしないような関係だが……しかし、内実は違うと思っていた。長い時を共に過ごして、互いを理解し合うようになって。だから……

　カルミアは最良の友であり、誰よりも頼もしい相棒だと、そう思っていたのに。

「どうしてそんな、酷いことが言えるんだ……！」

　リュミナスへの思いこそが自分の全てだと、カルミアは知り及んでいるはずだ。

　にも拘かかわらず、彼女はそれを否定した。到底、許容出来るものではない。

「僕を、見限ったのなら……そのように明言すればいい……！　そんな、遠回しに、僕の存在を否定するだなんて……！　どうして君は、そんなにも底意地が悪いんだ……！」

　恨み節を吐きながら、相手を睨にらみ上げる。そんな視線にカルミアは、目を細めた。

　そこに宿るのは、怒り……ではない。

　己の意図がまるで伝わらないことに対する深い悲しみだけが、そこにあった。

「わたしは、あなたのことを否定しているわけではない。わたしはただ……あなたに、成長してもらいたいだけ。子供から大人へ。頼りのない男子から、一人前の男へ。わたしは、あなたならそうなれると信じてる。そうすればきっと、リュミナスのことも……」

　ここでカルミアは、言い淀よどんだ。

　……女同士、だからか。イリーナはカルミアの心内を直感的に理解出来た。

　けれども、アルヴァートにはやはり、彼女の思いが伝わっていなかったらしい。

「わからないよ……！　カルミア、君が何を言っているのか、全然、わからない……！」

　思わず、イリーナは拳を握り固めていた。

　自分がどうすべきなのか、どうしたいのか、その一端が摑つかめたような気がする。

　──そんなふうに思った、直後のことだった。

　アルヴァートとカルミア、そのすぐ傍に何者かが顕現する。

　第三者の視点で見ているイリーナには、来訪者の正体が判然としている一方で。

　アルヴァートからしてみれば、最後まで彼女は認識の外に居たのだろう。

　おそらく来訪者が何者か、知るよりも前に。

「────ッ!?」

　相手方が放った、後頭部への手刀を浴びて、アルヴァートは即座に意識を失った。

　瞬間──

　周囲の風景が、急変する。

　麗らかな春の景色を思わせる暖かな平野。

　しかし……地上の景観こそ平穏そのものだが、なぜか空は赤黒く、気味が悪い。

　そんな謎めいた空間の只中に、無数の欠片が浮かび上がっていた。

　割れたガラス片にも似たそれらには、総じて、なんらかの映像が映し出されている。

　アルヴァートの記憶であった。

　リュミナスと過ごした尊い日々の全てが、無数の欠片に映っていた。

「なんだ、これは……」

　当惑の最さ中なか、あまりにも唐突に。

　目前に浮かぶ欠片達が、音を立てて割れ始めた。

　理解が追いつかない。だが……

　何か、恐ろしいことが起きつつあると、そんなふうに直感する。

　そして、最後の一枚が割れた、そのとき。




「済まない。吾わたしはもう、限界だよ、アルヴァート」




　リュミナスの声が、周囲一帯に響き──

　前後して、再び周囲の景観が変化する。

　どうやら、アルヴァートは意識を覚醒させたらしい。

　現地はグラズヘイムにある宮殿の自室であり、そこで彼はベッドの上に横たわっていた。

　そうした状況に加え、リディアとの戦いで刻まれた傷も失われており、それゆえにアルヴァートは一瞬、これまでの出来事を、夢か何かであると結論づけそうになったのだが。

「アルっ……！」

　相棒の声を耳にすると同時に、確信した。

　前後の記憶は夢などではなく、現実のそれであった、と。

　視線を横にずらしてみれば、そこにはカルミアが居て。その表情には、先刻の声音に応じた焦燥と、哀切があった。

「お願い……！　もう、あなたしか……！」

　まるで、怯おびえきった子供のようだった。

　顔を真っ青にして、歯をカチカチと鳴らす。こんなカルミアの姿は見たことがない。

「……何があった？」

　自然と出た疑問に、彼女は一言。

「リュミナスを、止めて……！」

　その返答を受けた瞬間。気付けば、アルヴァートは飛び起きていた。

　そうしてカルミアを捨て置き、駆け足で部屋を出る。

　意図して動いているわけではない。全てが無意識の行動だった。

　何か。何か、恐ろしいことが起きている。なんとかしなくては。そんな強い衝動に駆られながら、アルヴァートは脊髄反射も同然に足を動かし──その場へと、辿たどり着いた。

　茶会を行うための小さな一室。半ば破るようにしてドアを開き、部屋の中へ足を踏み入れる。果たして、そこには。

「……嗚あ呼あ、目覚めてしまったか」

　紅茶入りのカップを片手に、無機質な表情をした、リュミナスの姿があった。

　独り茶を飲む彼女の様相は、尋常ならぬものだった。身に纏まとう衣服を見れば一目瞭然であろう。普段から着込んでいる紅あかい軍服めいたそれではない。

　華美な装飾が施された、重厚な装束。その色は限りなく黒に近い紅。

　これはリュミナス軍の中に在って、特別な意味を持つ装よそおいであった。

　即すなわち────死に装束。決死の任務に就く戦士が、末まつ期ごの見得を切るために纏うもの。

　リュミナスは今、そんな忌いまわしき衣装に袖を通していた。

「何が……どうして……」

　わけがわからない。なぜ、リュミナスがあんなものを身に纏っているのか。なぜ、リュミナスがこちらを見て、嘆息するのか。これではまるで──

「ふむ。まぁ、こうなってしまったなら、仕方がないか」

　カップをテーブルへ置いてから、リュミナスは席を立ち、アルヴァートの方へと向かう。

　敵意も害意もない。むしろ、その表情は慈愛に満ちていた。

「大きくなったなぁ、アルヴァート」

　僅かに視線を上へ向けて、彼の顔を覗のぞき込む。我が子の成長を、喜ぶように。

「ここへ来たばかりの頃は、実に小さかった。それが今や……ふふ、こうして見上げねば貴君の顔が見えぬほど、大きくなった」

　なんだ、その顔は。なんだ、その言葉は。

　おかしい。何かが、決定的におかしい。

「……座りたまえよ。これも運命の差配というもの。なれば貴君に、全てを話しておこう」

　壁かべ際ぎわの棚へ向かい、ティーカップを一つ手にすると、リュミナスはテーブルへ戻り、再び座椅子に腰を下ろした。

　アルヴァートもまた、促されるままにテーブルへと足を運び、着席する。

「少々長くなるが、そうだな、吾の素性を明かすところから始めようか」

　リュミナスは紅茶を一口啜すすり、舌を潤してから、蕩とう々とうと語り始めた。

「《外なる者達アウター・ワン》という呼び名の通り、我々は元来、この世界とはなんら縁のない存在だ。皆総じて異世界からの来訪者であり……その実体は、こちらの世界におけるヒューマン族と似通ったものと言える」

　ゆえに我々は、神だとか、造物主だとか、そんな大層なものではないのだと、リュミナスはそのように述べた。

「こちらの世界では、誰もが支配者として君臨しているわけだが…………元居た世界では、まったく別の生き方をしていた者が大半だ。吾も例外ではない」

　そして彼女は、自らの生い立ちを語り出した。

「生まれ故郷の名は、サウス・ゲルマン。元は北方のそれと併せてゲルマン帝国と呼ばれていたが、吾が生まれる頃には遠い昔の話となっていた」

　過去を懐なつかしむように、紅い瞳を細めながら、リュミナスは言う。

　故郷はまるで、この世の地獄を極めたような土地だった、と。

「元は一つの国家であり、世界的にも有数の先進国として知られていたようだが……北と南に分かれて以降、血で血を洗うような紛争を繰り返す、まっこと愚かな国へと変貌した」

　闘争の開幕がいかなる原因であったか、その詳細を知る者はもはや一人として居ない。

　ならばその戦に意義はなく、血を流す価値もまた皆無。されど──

「人は必ずしも、合理性を尊重するような生き物ではない。数百年も闘争が続けば、必然、怨えん嗟さもうずたかく積まれていく。もはやゲルマンの民は、なんの意義も求めてはいなかった。目的と手段が完全に入れ替わっていたのだ。何かを得たいがために争うのではなく……争いを続行するために、何かを得ようとする。国家も、そして国民も、総じて度どし難がたい戦争狂ウォー・モンガーへと成り果てていた」

　そんな地獄の中に在って。

　リュミナスの生家は代々、武門の名家として知られていたという。

「親おや父じ殿が言うには、我が家は偉大なるヴァイ蛮勇の民キングの血を引いているとのことだが。まぁ、それならば納得がいくというものだ。我等が有する狂気は、きっと血筋によるものだろう」

　リュミナスは自らの一族のことを、ただ一言で表現した。

　即ち、戦闘狂の変態である、と。

「戦場の怒号と悲鳴を子守歌として眠り、敵方の血肉を喰くらって育つ。我が一族は誰しもがそれだ。吾もまた、そういった手合いの一人だが……他の連中と違うところがあるとしたなら、一点、センチメンタリズムに傾倒しやすいところが挙げられる」

　闘争への美学、哲学が、特別に複雑であると、リュミナスは自己の人格について、そのように語ってみせた。

「吾にとっての闘争とは、究極のコミュニケーションだ。戦場に立てば、人は全てを脱ぎ捨てることになる。高度な知性体としての在り様よう。倫理観。道徳感情。それら全てを脱ぎ捨て、純粋な本能に応じて動く。敵を虐殺し、領土を侵略し、民草を犯す。そうしたプリミティブな欲求をぶつけ合う相手こそ……吾にとって唯一無二の、友と呼べる者達だった」

　理解し難い。アルヴァートはただ話を聞くのみで、その本質的な意味については、まるで摑つかむことが出来なかった。そんな彼の心情を察したか、リュミナスは自虐的に笑って、

「そう。それが当然だよ、アルヴァート。吾は自分のことを理解してくれと言っているわけではない。むしろ、貴君はそれでいいと思っている。いや、そうでなくてはならぬと、言い換えるべきかな」

　ここで一息吐つくと、リュミナスは話を元のそれへと戻した。

「ともあれ。吾にとっては敵方こそが友であり、味方にそうした存在はどこにもなかった。殺し、殺され、憎み、憎まれ、犯し、犯され……そんな相手にしか、真の友情を抱くことが出来ない。そんな、あまりにもおぞましい人間なのさ、吾は」

　そうだからこそ。

　吾はいつだって、孤独感に苛さいなまれていたと、彼女は冷笑を浮かべながら口にした。

「友愛の情を向ける相手とは常々敵対関係にある。であれば蜜月が長続きすることはなく、友ゆう誼ぎの念を抱いた相手も、唯一愛した男も、吾は自らの手で葬ほうむってきた。そんなことはしたくないと考えているのに、どうしても、そうなってしまう。そんな狂った自己矛盾に苦しみ抜いた末に、吾は……いつしか、破滅願望を抱くようになった」

　ズクン、と。その言葉はアルヴァートの心を穿うがった。

「リュミナス様……！　貴女あなたは……！」

　戦慄わななく彼の姿に、リュミナスは目を伏せながら、

「元居た世界で、吾は自殺めいた闘争を展開し続けていた。けれども、見ての通り未いまだ健在だ。己の破滅をただ願うだけなら、いくらでもやりようはある。だが面倒なことに、吾には戦士としての矜きょう持じがあった。ゆえに、自害など出来なかったのだ。戦場にて全身全霊を尽くし、その末に死を享受する。そうした結末でなければ、我が死に様として認めることは出来ない。そうした結末でなければ……吾は、戦士達の楽園ヴァルハラに逝ゆくことが出来ない」

　戦士達の楽園ヴァルハラ。それは彼女の一族の中で代々語り継がれてきた、空想の一つである。

　そこは戦士として立派な末期を迎えた者が、死後に辿り着く場所であり──

「その場で吾は、別離した者達と再会し、永えい劫ごうに続く闘争を享受する。それだけが我が願望であり、希望だった」

　天井を見上げ、息を吐くリュミナスへ、アルヴァートは唇を震わせながら、応答する。

「そんなものは、どこにも……！」

　在ろうはずがない。

　この残酷な世界に、死後の救済といった優しさなど、用意されているはずがないのだ。

「……ふふ、そうだな。吾わたしだってわかっているさ。こんなものは、空虚な妄想に過ぎない。だがそれでも……ありえない可能性に、賭けたいのだよ」

「なぜ、そんな……!?」

　血を吐くように出された問いに対し、リュミナスは渇き切った笑みを浮かべて、

「結局、元居た世界で吾を殺せるような戦士は居なかった。その後、紆う余よ曲きょく折せつあって、吾はこの世界へと転移したわけだが……こちらでもやることは同じだった」

　闘争。闘争。闘争。

　当時この世界の支配者であった《旧ふるき神》を相手取り、己おのが破滅を願いながら、リュミナスは戦い続けた。けれども、異世界の強者でさえ、彼女を殺すことは出来なかった。

「いよいよ以もって、我が心も限界を迎えようとした、そんな頃。吾は、カルミアに出会った」

　極めて特殊な存在である彼女に、リュミナスは初めて、まっとうな友情を抱いたという。

「カルミアは、希望だった。彼女の存在は、吾の感性を普遍的なものにしてくれるのではないかと期待していた。……アルヴァート、貴君にしてもそうだ。吾にとって貴君は、生まれて初めて、まっとうに愛することが出来た存在だった」

　カルミアとアルヴァート。二人は確実にリュミナスの心を癒やし、その狂気を抑え込んでいったが────しかし、それでも。

「ダメだったよ。どうしても吾は、変わりきることが出来なかった」

　落胆めいたその言葉は、アルヴァートに深い絶望をもたらすものだった。

　お前との日々は、なんの意味も、なんの価値もなかったのだと。

　そう言われたも同然の発言に、気付けば、アルヴァートは涙を流していた。

　そんな彼から目を背けるように、リュミナスは視線を床へ落として。

　次の瞬間、唐突に。あまりにも、唐突に。

　衝撃的な言葉を、口にした。

「…………つい先ほど、な。ルキウスとガープが死んだよ」

　滂ぼう沱だの涙が、そのとき、ピタリと止まった。

「は？」

　呆ほうけたように口を開けるアルヴァートへ、リュミナスは紅茶を一口含んでから、

「吾が貴君を眠らせてから、すぐのことだ。二人は敵方の本陣へと深く斬り込んでいった。そして……《魔王》と、その右腕を相手にして、凄絶な最さい期ごを迎えたのだよ」

　淡々と紡つむがれる現実に、アルヴァートは呆ぼう然ぜんとすることしか出来なかった。

　そんな彼に目を向けて、どこか物悲しい顔をしながら、リュミナスは言葉を続けていく。

「知っての通り、《魔族》は我等《外なる者達アウター・ワン》の遺伝子を基に創り出されたものだ。よってある意味、我が子も同然の存在と言える。そうだからか、我が軍の連中は誰も彼も死にたがりだ。ルキウスとガープはその中でも格別な存在だった。あの二人はまるで吾の心を生き写したような男達だったよ。常々死に場所を求め……そして遂ついに、それを見み出いだした」

　ここでリュミナスは、一気に紅茶を呷あおると、

「……彼等の死に場所は、同時に、吾にとってのそれにもなり得るだろう。永き時を経て、吾の前にとうとうやってきたのだ。あの男こそが。あの《魔王》こそが。我が生涯において、最後の敵となるだろう」

　この言葉が意味するところは、即すなわち。

「…………嫌だ。そんなことは、認めない。絶対に、認めない」

　並々ならぬ哀切と、決意が、アルヴァートの総身から放たれた。

　それは先刻、カルミアが発露した強い情念と同一のもの。

　この人を止める。絶対に。なんとしても。

「嗚あ呼あ、そうだな。そうなると思っていた。だからこそ、吾は貴君を眠らせたのだ。しかし…………どうやら、神は吾のことをとことん嫌っているらしい」

　静かに息を吐いて、席を立つ。そうしてから数歩刻んで……停止。

　二人は真っ向から対たい峙じして、睨にらみ合った。

「思うように埒らちを明けたいのなら、もはやこれしかない」

　両手を広げながら、まるで招くように、リュミナスは微笑した。

「おいで、アルヴァート」

　そして、開幕する。

　己が意を通さんがために。

　両者は全力で、ぶつかり合った。

　その様相はまさに神話の一幕。出で鱈たら目めな力の応酬に、宮殿が耐えられるはずもなく、豪ごう奢しゃなそれは瞬またたく間に瓦が礫れきの山へと変わった。

　その後、二人は数度、舞台を変えて戦い続け……平野の只ただ中なかにて、決着が付いた。

　リュミナスが抱えた思いは一人分。これに対し、アルヴァートの思いは二人分。

　自分と、そしてカルミア。二人の感情が合わさったなら、仮令たとえ彼女といえども、これを打ち破ることは出来ないはずだと、そう考えていた。

　しかし──戦いを終えて、今。

　地に伏せているのは、アルヴァートの方だった。

「う……あ……」

　指一本、動かせない。声を出すことさえ困難。

　それでもアルヴァートは、ぼやけきった視界の中に彼女の姿を捉えて、

「リュ、ミ、ナス、様……」

　手を伸ばそうとする。けれども肉体は、応えてくれなかった。

「……済まない」

　彼女は今、どんな顔をしているのだろう。それさえもはや、判然としなかった。

　離れていく。

　地獄から救ってくれた、あの人が。自分を獣から人へ変えてくれた、あの人が。

　この世で唯一愛した、あの人が。

「待……て……待……」

　離れていく。

　離れていく。

　体も。心も。

　彼女を留とどめることが出来ぬ自分に、アルヴァートは絶望し、涙を流した。

　やがて不明瞭な意識は闇へと沈み行き、視界が昏くらくなっていく。

「う……あ……あ……」

　目尻から滴を零こぼし、地面を濡ぬらす。

　もはや明確な意思を保つことさえ叶かなわず、ゆえに──

　次の瞬間、アルヴァートが放った言葉はまさしく、魂が紡ぎ出した声に他ならなかった。




「母上……！」




　初めての呼び名。常々そう思いつつも、遂に言えなかったそれ。アルヴァートにとってのリュミナスが、いかなる存在であったかを表現するに相応ふさわしい言葉。

　──そのとき、歩を進めていた彼女が、ピタリと足を止めた。

「………………」

　肩を震わせ、唇を震わせ、拳を握る。

　だが、心の中に生じた迷いは、きっと僅かなものに過ぎなかったのだろう。

「……済まない。本当に、済まない」

　愛情が、エゴを上回ることは、なかった。

「あ……あ……」

　繫つないでいた意識が、そのとき、プツリと切れて──

　暗転した視界に映像が戻った頃には、全てが終わっていた。

　何者かが運んだのだろうか。アルヴァートは再び、グラズヘイムの宮殿にある自室にて目を覚まし、そして、体の芯にまで刻まれた傷の痛みを撥はね除のけ、外へ出た。

　感覚が走ったのだ。彼の感覚が。彼女の感覚が。

　すぐ近くに、ヴァルヴァトスとリュミナスが居る。

　中庭だ。そこに二人が、確実に存在する。

　アルヴァートは一いち縷るの希望を抱いた。ヴァルヴァトスがリュミナスを説得して、その命を存ながらえさせ……かねてより、あの男が望んでいた人魔同盟を結んだのだと。

　……実際、彼と彼女は、そこに居た。

　中庭には今、宮殿に在る全ての武官、文官が集っていて、目前の光景に見入っている。

　美貌の《魔王》と、その腕かいなに抱いだかれた主あるじ。

　リュミナスはまるで、眠っているかのように瞼まぶたを閉じていた。

　リュミナスはまるで、人形のように動かなかった。

　リュミナスはまるで────死者の如ごとく、肌が青白かった。

「戦士達よ。諸君等の主は、偉大であった」

　無機質な声にどこか悔恨の情を宿して、ヴァルヴァトスが言葉を紡ぐ。

「その人柄は公明正大にして清廉潔白。民主主義と平等を基本理念に掲げた治政に、学ぶところは多く……ゆえに志は同じものだと、そう思っていた」

　そして。

「……これより、彼女の遺志を伝える」

　遺志。最後の言葉。末まつ期ごに残した思い。

　この単語に、アルヴァートは呆けた声を出した。

　遺志？　遺志だと？　何を言うのか。リュミナスが死んだかのような言い草を、なぜするのか。彼女は今、そこに居るじゃないか。確かに、そこに、居るじゃないか。

「……リュミナス゠ウォル゠クラフトは、諸君等の抗戦を望んではいない。自身の亡骸なきがらに別れを告げた後、ヴァルヴァトスの軍勢へ降くだれと、そのように述べた」

　そう語ってから、彼はリュミナスの体を芝生の上に置いて、

「……諸君等が、亡なき主の思いに寄り添ってくれることを祈る」

　言い終えると同時に、ヴァルヴァトスは姿を消した。

　その後、どれほどの時間が過ぎたのか。

　一昼夜。二昼夜。永遠と続く、沈黙と静止。

　誰も、リュミナスに近寄ろうとはしなかった。

　誰も、リュミナスに声をかけようとはしなかった。

　受け入れがたい現実に、目を背けるかの如く。

　だが、どのように足搔あがいても、その結論に達してしまう者は少なからず居て。

　彼等は二通りの行動に出た。

「リュミナス様、万歳ッ……！」

　太い涙を流しながら主を讃たたえ、そして、己おのが胸へと短剣を突き立てる。

「全軍を纏まとめ上げろッ！　大おお戦いくさの準備だッ！」

　あらん限りの怒気を放ち、合戦に対する気勢を煽あおる。

　皆が現実を受け入れ、己がすべきことを見出す中。




　アルヴァートは躊躇ためらうことなく、舌を嚙かみ切った。




　激しい痛みと、大量出血。やがて彼は己の血に溺れ、呼吸困難となり……意識が朦もう朧ろうとなる。迫り来る死の予感。けれども恐怖など微み塵じんもなかった。

　むしろ、早急に消えてなくなりたいと、そのように思う。

　胸の内を埋め尽くす絶望と悲嘆は筆舌に尽くしがたく…………

　しかし。常人ならば死を享受出来ていたであろう、その瞬間。

　周囲の風景が、激変する。以前、リュミナスの手によって意識を失った直後に見た、異様な景観とまったく同じものだった。

　赤黒い空の下、どこか肌寒い平野の只中に、アルヴァートは一人、立っている。

　明瞭な意識を保ちながら。無傷の状態で。

「ここ、は……」

　しばしの当惑。そして…………願望の萌ほう芽が。

「まさか、ここは……戦士達の楽園ヴァルハラ、なのか……!?」

　否定した、死後の世界。在ろうはずがない希望。それが在り得たとしたなら。

「リュミナス様……！」

　彼女はきっと、ここに居る。いや、居てほしい。

　アルヴァートは一縷の希望を胸に、謎めいた空間の探索を始めようとするのだが。

「いいや。違うよ。ここは君が思っているような場所じゃあない」

　声が響く。

　聞き覚えのあるそれは、再会を願う彼女のものではなく。

　二度と見まみえたくないと、そう思っていた悪魔の、声だった。

「メフィスト゠ユー゠フェゴールッ……！」

　反射的に名を呼び、そして、声の発生源へと目を向ける。

　果たしてそこには、楽しげな微笑を浮かべた悪魔が立っていて。

「君の願望が叶うことは、未来永えい劫ごう、決してない」

　唇に浮かぶ不快な笑みを、ゆっくりと深めていき、そして。

「さぁ、悪夢の続きだよ、アルヴァート。苦しみ悶もだえる姿で、僕を笑わせておくれ」

　別れの挨拶でもするかのように、奴やつが手を振った、矢先のことだった。

　元に、戻る。

　周囲の景観が。己が身の状態が。全て、元通りになった。

　アルヴァートは今、宮殿の庭園に立っていて。周囲には、自らの手で命を絶った同胞達が倒れ込んでいる。そんな彼等の姿を見る、アルヴァートの体は……

　何事もなかったかのように、平常そのものであった。

「…………………………そんな、まさか」

　状況の詳細を察したアルヴァートは、冷や汗を流しながら、心中を染め尽くさんとする絶望とその原因を否定すべく、再び舌を嚙み切った。

　しかし……結果は、前回のそれと同じ。

　不気味な平野で目を覚まし、それからしばらく経たつと、元の場所へ戻る。

　これは、即すなわち。

「い、嫌だ……！　そんな、こと……！　あってたまるかッッ！」

　再び命を絶つが、やはり結果は同じだった。

　それでもアルヴァートは、現実を受け入れようとはしなかった。

　死という救済が、用意されていないという現実を、決して受け入れようとはしなかった。

　ゆえに──自決。

　自決。自決。自決。自決。自決。自決。自決。自決。自決。

　あの人が居ない世界に、生きる価値などない。

　もはや自分には、存在の消失以外に救済はないのだと、アルヴァートはそう考えていた。

　しかし、悪魔が仕掛けたであろう絡繰りが、彼の願望を否定し続ける。

　幾度自決しようとも、アルヴァートは死ぬことが出来なかった。

　謎めいた空間で目を覚ましては、しばらくして、現実に戻る。それを繰り返すのみ。




　やがて自決を諦めた彼は、その身を軍勢の中に投じていた。




　後日、残された戦士達は、和睦と同盟の交渉に来た相手方の使者を斬り捨て、出陣。

　総員、死に装束を身に纏い、最後の一兵になろうとも戦い抜く所存であった。

　総大将を失ってもなお、リュミナス軍が最強無比であることに変わりはなく、むしろ誰もが生涯最高の状態へと心身を仕上げ、最後の大戦へと臨み──

　その悉ことごとくが、《魔王》の手によって討ち取られた。

　リュミナス軍、総勢二万に対し、ヴァルヴァトスは単身にて迎撃。

　全身に無数の傷を刻みながらも、決して退ひくことなく、猛たける戦士達の魂に応えた。

　果たして、無数の兵は瞬またたく間に失われ……ただ一人が残る。

　血の海が広がる中、アルヴァートだけが生き存えていた。

　無論、望んだ結果ではない。アルヴァートはこの場へ、戦いに来たわけでも、復ふく讐しゅうに来たわけでもなかった。幾度となく矛を交え、その脅威を認め合った相手、《魔王》・ヴァルヴァトス。彼ならば、我が不死性ごと、この命を絶てるのではないか。

　ゆえにアルヴァートは形式上の戦闘に臨み、当然の如く敗北して──

　今、同胞達が流した鮮血の中に、その身を沈めている。

　満まん身しん創そう痍い。戦闘不能。だが、まだだ。まだ死んではいない。その気配さえない。けれども、この男ならば。生まれて初めて、我が心に絶大な畏怖を刻んだ、この男ならば。きっと殺してくれるはずだと、そう信じて、アルヴァートは彼の顔を見上げ続けていた。

「………………」

　ヴァルヴァトスは無言のまま、大の字に倒れたアルヴァートの姿を見下ろし……

　一歩近付いた、そのとき。

「来るなッ……！」

　彼我の狭はざ間まに、一人の少女が現れた。

　カルミアだ。彼女は美貌に怒気を宿し、ヴァルヴァトスの前へ立ちはだかると、

「それ以上、こちらへ近寄ることは、許さない……！」

　背後にて倒れる彼を庇かばうように、両腕を広げてみせる。

　そんな姿を見つめながら、アルヴァートはポツリと声を漏らした。

「邪魔を、しないでくれ」

　感情の色など、どこにもない。

　無機質な顔から、無気力な声が、淡々と紡つむぎ出されていく。

「ヴァルヴァトス。後ご生しょうだ。殺してくれ。頼むから。僕を、早く、殺してくれ」

　そのとき、カルミアがどんな顔をしたのか。アルヴァートはきっと、知らないだろう。

　彼はただ自分の望みだけを口にして、それを叶かなえてくれるであろう相手の姿しか、見てはいなかった。

「僕を殺すことが出来るのは、お前だけだ。だから頼む。今すぐ、僕を──」

　求めた慈悲に、《魔王》は冷然とした声を返した。

「断る」

　あまりにも短く、それでいて、あまりにも絶望的な一言に、アルヴァートは啞あ然ぜんとする。

「……なんだって？」

　目を見開く彼に、ヴァルヴァトスは次の言葉を送った。

「貴様の存在は、グラズヘイムの統治に必要不可欠だ。これ以降、貴様は我が軍へ降り、主あるじなきグラズヘイムを──」

「ふざ、けるなぁッ！」

　魂を引き裂くような痛みを味わいながら、アルヴァートは無理矢理、上体を起こした。

「アル……！」

　駆け寄ってきたカルミアの心情を慮おもんぱかることなど、出来るはずもなく。

　アルヴァートは彼女を突き飛ばして、ヴァルヴァトスを睨にらみ、叫んだ。

「お前がッ！　お前があの人を奪ったから、こんなことになったんだッ！　あの人は、僕の全てだった！　あの人が居ない世界なんか、なんの価値もない！　だから──」

　アルヴァートは崩れ落ちるようにして、再び倒れ伏せ、

「頼むよ……殺してくれよ……もう、嫌なんだよ……」

　恥も外聞もなく、幼子のように泣きながら、縋すがり付く。

　けれども、返ってきた答えは。

「悲哀を憎ぞう悪おに変えよ、アルヴァート・エグゼクス。貴様はそうすべきだ。そうしなくてはならない。主を奪った者を憎め。この俺を、恨み抜け。そして誰よりも、この身の傍そばに立ち、隙を窺うかがい、仇かたきを討つ日を夢見て…………生き存ながらえよ」

　望みを叶えるつもりはない、と。殺してやるつもりはない、と。

　そう告げた《魔王》の顔には、どこか哀切の情が宿っていた。

　次の瞬間、そんな彼は少し、迷うような仕草を見せて。

　先刻口にした内容と、矛盾するような言葉を投げた。

「……我が理想が成じょう就じゅし、闘争の全てが終わった後。まだ、貴様が死を望んでいたのなら」

　そのときは。

「そのときは、俺がこの手で、葬ほうむってやろう」

　そして。

　彼が立ち去ってからしばらく、アルヴァートは発狂したように泣き喚わめいて、暴れ回った。

「アル……」

　精根尽き果て、身じろぎ一つしなくなった彼を背負うカルミア。そうしてグラズヘイムへ帰還し、残された文官達と顔を合わせ──

　紆う余よ曲きょく折せつの末、彼は新たな統治者として、担かつぎ上げられた。

　文官達はリュミナスの遺志に寄り添うことを選んだのだ。

　その後、リュミナスの逝去が民へと伝えられた、翌日のこと。

　明朝。大広場に民衆が集い、誰もが、宮殿の頂上を見つめ続けていた。

　尖せん塔とうからせり出した台座の上に立つ、彼の姿を、見つめ続けていた。

　かつてリュミナスが纏まとっていた、紅あかき王の衣装。

　新たな王として君臨するアルヴァートの言葉を、民衆は待ち侘わびている。

　そんな彼等の姿を、隣に並ぶカルミアと共に見下ろしながら。

　アルヴァートは、笑みを作った。

　かつての主のように、紛まがい物ものの笑みを、形作った。

「嗚あ呼あ、絶景哉かな、絶景哉。貴君もそう思うだろう？　カルミア」

「……うん」

　あの人のように語る。あの人のように振る舞う。

　あの人のように。あの人のように。あの人のように。

「仮面を通して見る景色は、嗚呼、とても穏やかで……実に、不愉快なものだな」

　死への渇かつ望ぼうを抱きながらも、生き存えねばならぬという運命さだめ。

　まともな心持ちで耐え抜けるはずもなく。

　ゆえにアルヴァートは、狂うことを選択した。

　狂気の仮面を被かぶり、別人に偽なることを、選択した。

「さぁ民草に意思表明をしようじゃあないか。新たな王の誕生を。新たな自分の、誕生を」

　狂っていれば、痛みが和らぐ。狂っていれば、涙も流れない。

　そしてアルヴァートは、

「民衆よ！　諸君等の心には今、莫ばく大だいな不安と恐怖があるだろう！　だが、安あん堵どせよ！　永久不滅など、この世にはない！　諸君等の心は時と共に晴れ渡るだろう！」

　アルヴァートは、狂気の仮面を被りながら、宣言する。

「命脈尽きる、その日まで。乾いた瞳が何物も映さなくなる、その日まで。僕は────いや、吾は。この地獄を、愉たのしむことにしよう」




　──ここで。




　過去の記憶が、終わりを迎えた。

　その途端、世界から色が抜け落ちて、純白色の虚無へと戻る。

「……イリーナ・オールハイド。もう、本当に時間がない」

　焦燥を見せるカルミアに、イリーナは首肯した。

「……始まったのね。二人の戦いが」

　確証はないが、確信はある。アードとアルヴァートの闘争は、今まさに開幕を迎えたのだと。そして、このまま手をこまねいていたなら、イリーナにとっても、カルミアにとっても、望まぬ結末へ至ってしまうのだと。

「改めて、お願いする。アルを救ってほしい。了承してくれるなら、わたしはなんだってする。あなたが望む全てを差し出す。だから──」

　彼を、死なせないで。希こいねがう彼女の切実な思いと、強い覚悟。それに応えたいと思いながらも……イリーナの中ではまだ、当然の疑問が消えていなかった。

「どうして、あたしなの？　あんたの願いは、アードにだって……」

　これはつい先刻、聞きそびれた内容でもある。なにゆえアードでなく、自分に頼むのか。様々な点において彼よりも劣るであろう自分に、なにゆえこのような大事を頼むのか。

　その問いに対して、カルミアは言い淀よどむことなく受け答えた。

「あの男とあなたとでは、死生観に違いがある。古代世界では誰もが、死という概念に救いを求めていた。それはアルも、あの男も、変わりがない。そして何より、あの男と彼が似通った人生を送っていることも、大きな問題。そのせいであの男は、アルを殺すことこそが救いだと、そのように考えてしまう」

　カルミアの返答を受けて、イリーナは──

「けれど、現代生まれのあなたにはそれがない。死は決して救いではないと言い切れる。そんな死生観を持つあなただからこそ、アルを救うことが出来ると、わたしは踏んでいる」

　イリーナは、強い違和感と、新たな疑問を抱いた。

　カルミアの発言を紐ひも解といていくと……

　アードは古代世界で生まれたのだと、そんな結論になってしまう。

　これはいったい、どういうことなのか。そのことについて、問いを投げるよりも前に。

「今し方話した内容が、あなたを頼った理由の半分。もう半分は…………わたしのエゴ。リュミナスを殺したあの男に頭を下げるだなんて、絶対に嫌」

　カルミアの発言はまさに。

　この一件に関する疑問、だけでなく。これまでイリーナが、アードに対して抱えてきた疑問の全てを、解き明かすようなものだった。

　なぜ、彼はあんなにも強いのか。

　なぜ、彼はあんなにも優しいのか。

　なぜ、彼はあんなにも恐ろしいのか。

　なぜ──彼はあんなにも、孤独なのか。

　それは。

「────やっぱり、アードは《魔王》様の生まれ変わりだったんだ」

　驚きや当惑は、さほどなかった。

　うすうす、勘づいていたから。

　最初に彼のことをそのように思ったのは、学園祭にて、シルフィーが起こした騒動を解決した直後のことだった。

　平穏が戻った学園生活の中で、ジニーが不意に、彼へこんな問いを投げたのだ。

〝アード君は、《魔王》様、なんですか？〟

　彼はすぐさまこれを否定した。ジニーはその返答に納得したようだが……

　イリーナは。誰よりも彼の傍に居た、イリーナだけは、それを感じ取っていた。

　アードが噓うそを吐ついたのだと、そのように感じ取っていた。

「でも、そのときは、ありえないことだとも思った……アードが、そんな、まさか……」

　しかし、イメージを重ねれば重ねるほどに、しっくりとくる。

　アードは《魔王》様の転生体。この推測を証明するものは今まで、どこにもなかったが……心のどこかで、それが真実なのではないかと、そう思っていた。

　ゆえに今。

　その証あかしを得たことで、イリーナはただただ、納得するのみだった。

「……そうね。もしアードが《魔王》様だったなら、そうするわよね」

　これまでずっと、アードのことを見ていた。アードの活躍ぶりを見ていた。

　だからこそ、わかる。彼は己の命に対して、あまりにも無頓着だ。自らの生命に対する危機を甘んじて受け入れ、そのうえで勝利する。こんなやり方を貫くような人間は、およそ死にたがり以外のなにものでもない。

　きっと、過去に死を願い続けたから、そうなったのだろう。

　きっと、過去に死を救いとして認識していたから、そうなったのだろう。

　だからアードは、アルヴァートを殺すのだ。

　そうすることが彼の救いだと。そんな、間違った結論を胸に抱きながら。

「……初めてかも、しれないわね。アードの考えを否定したいと思ったのは」

　息を唸うならせながら、イリーナはカルミアの目を見て、今一度。

　彼女の意思確認と、そして、己自身の意思確認を、行った。

「あたしでいいのね？　アードじゃなくて、あたしに助けてほしいと。あんたは、そう言うのね？」

「肯定する。この一件を解決出来るのは、あなただけ。だから──」

「いいえ。あんたの願いは聞けないわ」

　放たれた結論に、カルミアが啞あ然ぜんとなった。

　そんな彼女が何かを言う前に、イリーナはカルミアの目をジッと見据えながら、

「過去の記憶を見てて、常々思ってたんだけどね。あんた、ほんっとに素直さが足りてないわ。もっと自分の感情を正直に出しなさいよ。そうしていたなら、もしかしたら、こういうことにはならなかったんじゃないの？」

　カルミアにも、思い当たるところがあったらしい。

　言い返すことはせず、唇を引き結んで、沈黙する。

「あたしは、あんたの願いを聞いてはやらない。あんたの、偽物の願いなんて、聞くつもりはない。だから──」

　頭の中に、アルヴァートの姿はない。

　目の前に、アルヴァートの姿など、断じてない。

　そこに在るのは……ただ一人の、哀れな少女のみ。

　イリーナは彼女だけを見つめながら、胸を張って、宣言した。




「カルミア。あたしは、あんたのことを救うわ。絶対に」




　この子が望んだ結末を。

　この子が取り戻したいと願った日常を。

　必ずや、その手に。

　アードではなく、このイリーナ・オールハイドを頼ってくれた彼女を、決して、泣かせたままで終わらせることはしない。
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「ま、個人的にも、言いたいこととか、やりたいこととか、たくさんあるしね」

　ここでフッと笑いかけて。

　イリーナは、胸中に漲みなぎる決意の力を、言葉へと変えて放つのだった。




「────全部、あたしに任せときなさい」











第一〇一話　元・《魔王》様、約束を破る









「貴様の主あるじは、決して、《邪神》などと呼ばれるべき存在ではなかった」

　広大なる銀世界。雪と霊体が舞い踊る、あまりにも冷め切った空間の只ただ中なかにて。

　俺は、対面に立つ男を見つめながら、語り続けた。

「荒事を好む傾向にあったが、しかし、自ら火種を作るようなことはせず、統治下にあった領土はまさに楽園と呼ぶべきもの。ゆえに彼女は……リュミナスは、敬愛に値する人物だと常々思っていた。そうだからこそ、俺は彼女と手を取り合って、より良い世界を創りたいと、そう考えていた」

　そんなリュミナスを手にかけたのは、望んだ結果では断じてない。

　あんな結末になってしまったことを、俺は今でも悔やんでいる。

　……そうした意思表明に対して、対面の男、アルヴァート・エグゼクスは無言を貫いた。

　その表情には、何も宿ってはいない。まるで感情が抜け落ちた人形のようであった。

　もはや、いかなる言葉を用いたところで、奴やつの心内が変わらぬことは明白。

　だが、そうであったとしても。俺は、最後の意思確認を行わねばならない。

　二つの約束、その片方を、破るために。

「俺はあのとき、約束したな。全てが終わってなお、貴様がまだ死を望んでいたのなら、そのときは我が手で葬ほうむると。……当時は明かせなかったが、事ここに至っては隠す必要もあるまい」

　そして俺は、これまで秘匿していた、もう一つの約束について語り始めた。

「我が軍へ降くだってから今に至るまで、貴様の考えは変わらなかった。己おのが死を望み、それゆえに、挑戦的な行為を繰り返してきた。そうした貴様を、俺は常に受け流し、決して命を奪おうとはしなかった。それは此こ度たびの一件においても同じこと。出来ることなら、貴様を死なせることなく、終結へ導きたいと、そう考えていた」

　なぜならば──

「かつて、約束を交わしたのだ。貴様の主、リュミナス゠ウォル゠クラフトとの間で、な」

　やはり、アルヴァートは眉一つ動かすことはなかった。それでもなお、俺は語り続ける。

「我が腕の中で死にゆく最さ中なか、彼女は貴様のことだけを思っていたのだろう。過去を懐なつかしむように微笑ほほえみながら、いくつかの思い出を語り……その末に、リュミナスは哀願した。どうか、我が子の命だけは取らないでくれ、と」

　敬愛する相手が、最後に発した願い。これを無下に出来るはずもなく。

「そうだからこそ、俺は今こん日にちに至るまで、貴様の願いと約束を、流し続けてきた」

　しかし──もはや、これまでか。無駄と知りつつも、俺は意思確認を行った。

「リュミナスは貴様の死を願ってはいない。亡なき主の思いに応え、未来へ目を向けるつもりが、貴様に僅かでもあるのなら……ここは矛を収めよ。貴様のしでかしたことは総じて水に流し、今後、そのことについて追及することは一切しない」

　果たして、返ってきた答えは。

　長い長い、嘆息であった。

「……もう、どうだっていいんだよ。あの人の遺志なんて、知ったことじゃない」

　虚無の貌かおから放たれし言葉は、紛れもない本心。

　これまで被かぶり続けてきた狂気の仮面を打ち捨て、元来の己を見せる。

　それはまさしく、奴の意思表明に他ならない。

　即すなわち──此度の一件は、自らの命脈が潰ついえることでしか終わることはないのだと。

　アルヴァートは、その結論を決して、変えようとはしなかった。

「昔、お前は僕に言ったよな。自分を恨めと。憎しみを糧かてに生きろと。……そう出来たならきっと、こんなふうに苦しむこともなかった。けれど僕はどうしても、お前を憎みきることなんか、出来なかったんだよ。僕の心には常に、失望と絶望だけが広がっていた。それ以外の感情が生まれる余地なんて、どこにもなかったんだ」

　虚うつろな瞳で地面を見つめながら、アルヴァートはポツリポツリと声を出し続けた。

「あの人はどうして、僕を選んでくれなかったのか。あの人にとって僕は、その程度の存在でしかなかったのか。……僕はどうして、あの人を止められなかったのか。僕はどうして、あの人の心を救ってやれなかったのか」

　淡々と、冷気を放つように、アルヴァートは言った。

「思うところは、それだけだ。あの人と僕の間に、お前を入れ込むことなんか出来やしない。そこに悪が在ったとしたなら……それはきっと、僕自身だ」

　悪感情の全てを、奴は己へと向けたのだろう。二人の世界を壊したのは、俺ではなく、あくまでも彼女と、そして、自分なのだと。そのようにしか考えられない。

　……そんなアルヴァートはまるで、俺自身を映す鏡のようだった。

「なぁ、ヴァルヴァトス。お前になら、僕の気持ちが理解出来るだろう？　いや、お前だからこそと言うべきか」

「……あぁ、そうだな」

「お前も過去に、愛する人を失った。自らの手で、その命を奪った。それから今に至るまで味わい続けてきた感情は、きっと僕のそれと同じはずだ」

「……あぁ、違いない」

　リディアを失ったとき、俺はアルヴァートと同じ思いを抱いた。

　なぜ、俺のことを選んでくれなかったのか。

　なぜ、自殺行為に等しき行いを優先したのか。

　俺の存在はお前にとって、その程度のものだったのか。

　そして何より──どうして俺は、あいつを死なせてしまったのだろう、と。

　その悔恨は、未いまだに残り続けている。

「……わかるよ、アルヴァート。俺もそうだった。あいつを失ってからずっと、己の破滅を望み続けていた。そうだからこそ……常々思っていたものだ。敗北が知りたい、と」

　誰か、俺を止めてくれ。

　誰か、俺を殺してくれ。

　自らの手で自己の命脈を絶てぬ以上、何者かに頼る他なかった。

　けれども、その何者かは終ついぞ現れず……

「俺は逃避転生した。襲い来る苦しみから。孤独感から。……今思えば、それは、まだ生きていたいという感情の裏返しだったのだろう。絶望と失望の果てに、これ以下はないというところまで沈みきってもなお、俺は心のどこかで、前を向きたいと願っていたのだ」

　そして、この時代に生まれ、かけがえのない友と出会うことが出来た。

　しかし……アルヴァートにはそれがない。

　俺達の間に違いがあるとしたなら、そこだけだ。

　苦境にあっても、前を向こうとした男。苦境の中で、破滅しか望めなかった男。

　同一でありつつも真逆。だがそれでも、その感情は誰よりも理解出来る。

　だからこそ──口にした願いを、叶かなえてやりたいと、そう思う。

「ヴァルヴァトス。お前が僕をどう思っているかはわからない。けれどもし、ほんの少しでも情けがあるのなら。かつて、肩を並べて戦った者に対する情が僅かでもあるのなら、大切なものを救うと同時に、この僕を、苦しみから解放してくれ」

「……貴様の死は、皆の救済に、繫つながるのだな？」

「あぁ。この命が尽きたとき、お前は全てを取り戻すだろう。それは保証する」

「……貴様は、死を以もってしか、救われないのだな？」

「あぁ。それだけが僕の望みであり、救いだ」

　ならば、もはや──

　もはや、迷うことはない。

　眼前に立つ、かつての同胞を真まっ直すぐに見つめながら。俺は、淀よどみなく断言した。




「承服する」




　一つの約束を破り、そして、もう一つの約束を果たす。

　皆を救済するために。哀れな男を、救済するために。

　その決意を固めると同時に、最後の闘争が、幕を開けた。

「……出し尽くす。僕の全てを。何もかもを」

　結果が定められていたとしても、その過程において不ふ甲が斐いない姿など晒さらしたくはない。

　奴の中で、戦士としての矜きょう持じが叫んでいるのだ。全身全霊を以て戦い、そして死ね、と。

　それを証するかの如ごとく、奴は第一手を打った。

　刹那、無数の魔装具が銀世界の只中にて顕現する。

　六六六種。それは、我が身から奴が奪い取った切り札。

《魔王外装》の威容であった。

「初手必殺か」

「死んでくれるなよ」

　言葉が交わった、次の瞬間。

　襲来する。

　刃やいばが大気を引き裂き、戒かい杖じょうが波動を放ち、盾が煌きらめく。

　それは、アサイラス連邦首都における決戦時と全く同じ状況。

　相も変わらずその光景は圧倒的で、心に畏怖をもたらすようなものだったが──

「被造物に討たれる造物主など、在るはずもない」

　前回はそもそも対応するつもりがなかった。ゆえに一方的な展開となったが今回は違う。

　──打ち砕く。

　迫る刃を躱かわすと同時に握り潰し、破壊。

　破壊の魔導を放つ杖つえへ五大属性による迎撃を打ち込み、飛来した攻撃もろとも撃滅。

　装着者を見み出いだすことなく勝手に動き回る盾と鎧よろいは、我が拳によって粉砕される。

「貴様は支配権を奪っただけだ。それでは真奥を引き出すには至らぬ」

　そも、《魔王外装》とは名が示す通り、我が身専用の武具である。

　付与された術式にアレンジを加えぬ限り、俺以外の人間がその性能を十全に引き出すことは不可能。それは四天王最強の男であっても例外ではない。

　奴やつは外装の掌握にこそ成功したようだが、そこから先には進めなかったのだ。

「不甲斐のない力の数々。かようなものをいくら集めたところで、塵ちり芥あくたも同然よ」

　様相こそ圧倒的だが、されど、本質的には吹けば飛ぶような代物に過ぎん。

　ゆえに外装は総じて我が身に掠かすり傷さえ付けること叶わず、ただただ砕かれるのみ。

「……あぁ、そうだな。これしきのことで、お前が斃たおれるはずがない」

　漏れ出た声には、安あん堵どの思いが宿っていた。そしてアルヴァートは、次手を打つ。

「《《我、混こん沌とんの中で産まれ》》《《怨えん嗟さと共に生き》》《《末まつ期ごに虚無を抱きし者なり》》」

《魔王外装》を繰りつつの詠唱。それは奴が有する切り札の一つが、世に顕現する前触れに他ならない。即ち──神魔滅殺の暴技と称されし、最強の《固有魔法オリジナル》が、今まさに放たれんとしているのだ。

「目には目を、歯には歯を、か……！」

　翼を展開した者に追いつくには、こちらも同じことをしなければならない。

　俺は躊躇ためらうことなく、それを実行した。

「《《その道に在りしは絶望》》《《それは哀れな男の生き様》》」

　飛来する外装達を砕きながら、敵方に合わせるような形で、詠唱。

「《《我が生涯に意味はなく》》《《無為を極めし生涯なれば》》《《ゆえに我はせめて》》」

「《《その者は独り》》《《背を追う者はいても》》《《覇道を共に進む者はなし》》」

　銀雪が降り注ぎ、霊体が舞い踊る中。

　奴は、俺だけを見ていた。

　俺は、奴だけを見ていた。

「《《この身が死に踊る道化で在ることを望む》》《《それがさらなる痛みを招こうとも》》」

「《《誰にも理解されることはなく》》《《皆、彼のもとから離れていく》》」

　尋常の魔法詠唱が手動的であるのに反して、《固有魔法オリジナル》のそれは完全に自動的だ。

　それを用いようとしたなら、勝手に口から漏れ出してくる。

　まるで、己の存在全てを表するように。

　まるで、己の存在全てを相手にぶつけるように。

「《《我は悲哀を放棄する》》《《我は憎ぞう悪おを放棄する》》《《そして我は、狂気の海へ沈む》》」

「《《唯一の友にさえ捨てられて》》《《彼は狂気の海に沈んでいく》》」

　互いの詠唱が交じり合う。互いの思いが交じり合う。互いが互いを、理解する。

「《《その生に安らぎはなく》》《《我は只ただ救いを待つ》》《《悲嘆と絶望を仮面の奥に隠して》》」

「《《その死に際ぎわに安らぎはなく》》《《悲嘆と絶望を抱いて溺れ死ぬ》》」

　アルヴァート・エグゼクス。俺はもう、無駄に長引かせるようなことはしない。

「《《あぁ、それこそが──》》」

「《《きっとそれが》》──」

　決意を秘めながら、俺は奴と同時に、最後の一唱節を放った。




「《《無貌へと至りブラックミラー・し者の真実バンダースナッチ》》……！」

「《《孤独なりしプライベート・王の物語キングダム》》ッ！」




　──発動。

　それは寸分の狂いもない、完全なる同時進行であった。

　我が身の傍かたわらに、そのとき、闇色の拘束具に縛られたリディアが出現。彼女が漆黒のオーラへと変じ、俺の右腕へと纏まとわり付く中──アルヴァートの身にも、異変が生じた。

　奴の総身を焼くように、暗黒の炎が噴き出して。

　我が腕に纏われた闇が、やがて鎖へと変わり、その先端に大剣を形成し始めた頃。

「う、お、ぁあああああああああああああああああああッッ！」

　噴出。膨張。魂からエネルギーを放出するかの如く、苦く悶もんする奴の背部から、膨大な黒炎が放たれた。それは瞬またたく間に膨れ上がり──

　今まさに、黒剣を手にした我が方へと、殺到する。左右、一対の軌道を描くそれは、まるで堕天使の翼のようであり、荒れ狂う濁流のようでもあった。

「ぬぅッ……！」

　視界を埋め尽くす、黒、黒、黒。降り注ぐ銀雪と、虚こ空くうを彷徨さまよう霊体、さらには今なお我が身を狙う外装達、それら全てを吞のみ込んで、暗黒が暴走する。

「相も変わらず、恐ろしいものだな、これは……！」

　暴れ回るそれに対し、俺は冷や汗を流しながら躍動する。

　回避、回避、回避。時には跳躍し、時には飛ひ翔しょうし、無造作に襲い来る暗黒を躱す。

　決して当たってはならない。掠ることさえ致命傷に繫がる。

　この黒炎は文字通りの必殺技。

　直撃は当然として、触れただけでも、森羅万象を絶命へと導く。

　それが有機物であろうとも、無機物であろうとも。生きていようがいまいが関係なく。

　ゆえに吞まれた霊体と外装は、もはや完全に失われ、永遠に戻ってはこない。

　果たして、誰よりも死を求め、それに恋い焦がれた男は、今。

　まさしく、死神そのものへと変じていた。

「ふぅぅぅぅぅ…………」

　深い深い呼吸に応ずるような形で、荒れ狂う闇色の炎が収束を始める。

　まるで時が逆巻いているかのようだった。

　襲来時と全く同じ軌道をなぞりながら、黒炎がアルヴァートのもとへと向かう。

　漠然としたエネルギーの塊が次第に明瞭な形を作り、それに伴って、大雑把な力が凝縮し、濃密なものへと変化した。

　あれぞまさしく、アルヴァート・エグゼクスが有する最強の力であり、究極の戦闘形態。

　一対の翼よく骨こつを展開するその姿は、御お伽とぎ噺ばなしに登場する死神のように禍まが々まがしく。

　全身を覆う黒炎は、先刻までのそれとは比にならぬほどの圧力を放ち。

　異常を極めた力は、使い手の肉体をも蝕むしばむ。

　黒炎がジリジリとアルヴァートの肌を焼き、黒炭化したところで……瞬時に回復。

　常に続く破壊と再生は耐えがたい苦痛を与えているはずだが、それでもなお奴は眉一つ動かすことなく、こちらを見据えるのみだった。

「……行くぞ」

　宣言と共に、アルヴァートの姿が消失。

　気付けば奴は目前に居て。

「シッ！」

　鋭い呼気を放ちながら、両手に在る、剣状の黒炎を繰り出した。

　紙一重。どうにか反応が間に合う。

　後退し、黒炎剣の脅威から避難。

　されど──

「相も変わらず、凶悪極まりないな」

　呟つぶやきつつ、俺は己の左半身へと目をやった。

　黒炭化している。

　左腕部全体から胸部、脇腹、左大だい腿たい部にかけて、広範囲が消し炭のようになっていた。

　……《固有魔法オリジナル》発動後のアルヴァートは、まさしく人形の災害である。

　そこに在るだけで、周囲の全てを焼き尽くす。ゆえに攻撃を回避したとしても、接近を許してしまった時点で、ほぼ全ての存在は肉体と魂を焼かれ、消え去るのみ。

　かつて我が軍に属していた頃のアルヴァートは、この力で以もって戦場を荒らし、敵も味方も関係なく万物を滅却した。

　そうした力と、姿は、奴の絶対的な孤独感を表しているようで。

「……畏怖以上に、哀切を覚えたものだ」

　けれども、我が身と魂は、易やす々やすと焼けるものではない。

　そうだからこそ、きっと俺だけが、奴を救うことが出来る唯一の存在なのだろう。

　アルヴァートを中心として、広範囲に展開される絶対焼却圏内。けれども俺は、その中に在ってなお自己の存在を維持するだけでなく……戦闘行為の続行をも、可能とする。

「リディア。再生状態の持続設定を変更。強度を限界突破。霊体への過負荷に対する危険信号をカット。加えて、安全維持機構の第一から第六までを無効化せよ」

【了解。第二種リミッター解除を実行。推奨継続時間、七分二〇秒】

　我が手に在る黒剣から、彼女の声が響き……次の瞬間、黒炭化していた半身が完全再生。

　時間制限付きとはいえ、これで焼却圏内に入ったとしても問題はない。

　仮令たとえ肉と魂を消し炭にされたとしても、一瞬にして全てを再生すれば万事安泰である。

　そして、さらに。

「敵方が本域を見せた以上、こちらも出し惜しむわけにはいかぬ。ゆえに──リディア、フェイズ：Ⅲ」

【了解。勇ゆう魔ま合ごう身しん、第三形態へ移行します】

　瞬間、我が周囲に黒きオーラが生じ、全身へと纏わり付いた。それは瞬く間に卵状めいた形を作り……内部にて、この身、この存在、そのものが組み換わっていく。

　果たして。

　卵状のオーラを破裂させ、姿を現した我が身は、先刻までのそれとは別物になっていた。

「やっと本来の姿になったか、ヴァルヴァトス」

　そう。闇色の装束を纏いし我が肉体は、アード・メテオールのそれではない。

　腰まで伸びた純白の髪。万人から女神と称されし風貌。

《魔王》・ヴァルヴァトスの姿が、ここに在る。

「長引かせるようなことはしない。全力で以て、すぐさまに終わらせよう」

　有言実行。巨大な黒剣と化したリディアを携え、一いっ気き呵か成せいに踏み込む。

　ただそれだけで激烈な衝撃波が生じ、相手方の体を叩たたいて、吹き飛ばす。

「ぐッ……！」

　まともに反応も出来ていない。

　虚空の只ただ中なかを引き裂くように飛ぶアルヴァートへと、俺は一瞬にして接近し、

「フッ！」

　斬撃。

　大方の相手はこの一手で詰みとなるが……四天王最強は、伊達だてにあらず。

「ぬぁッ！」

　反応を見せただけでなく、両手に構えし黒炎剣を交差させ、我が斬撃を防ごうとする。

　だが、関係はない。

　黒と黒が衝突し、相克し、大気が悲鳴を上げる。敵方の黒炎剣は万象を滅却せしもの。ゆえにいかな神剣も、いかな魔剣も、触れた時点で消滅が確定するわけだが──

　関係は、ない。

　勇魔合身：第三形態は理不尽の体現である。どのような理合いがあろうとも。どのような理屈があろうとも。ことごとくをねじ伏せ、我が意を通す。

　究極の身勝手。究極の我わが儘まま。それゆえに──この手が繰り出した刃やいばは、相手の防御を粉砕し、黒炎剣もろとも斬り伏せた。

「がッ……！」

　胴を斜めに裂かれ、口から悲鳴を漏らすアルヴァート。

　降り積もった白雪へと落下するその最さ中なか、俺は容赦なく追撃の刃を走らせた。

「ぐッ……！」

　顔面を断ち切らんとする黒剣へ、アルヴァートは右腕を差し出し、これを防御とする。

　なるほど、黒炎を纏いし肉体は、全身が凶器であると同時に、防具にもなりうる。

　けれどもやはり。

「なんら、関係はない」

　右腕を斬り飛ばしたうえで、顔面を袈け裟さ懸がけに割断。

　美貌に深手を与えたが、しかし、どうやら脳髄にまでは至らなかったようだ。

「うぉ、あッッ！」

　裂れっ帛ぱくの気合いを放ち、残った右腕で、こちらの腹部を穿うがたんとする。

　だが、無駄なこと。

　遅い。

　全ての動作が遅い。

　俺は悠々と刃を滑らせ、迫る黒炎剣をその腕ごと膾なます斬りに刻んだうえで、アルヴァートの胸部を足蹴にした。

「ごはッ……！」

　凄すさまじい衝撃が奴やつの全身を駆け巡り、内臓器官の全てが破裂したのだろう。

　喀かっ血けつしながら、奴の体が遠方へと吹き飛んだ。

　数瞬後、分厚く積もった粉雪に衝突し、銀世界の一部を血の色に染める。

「はぁッ……！　はぁッ……！」

　足をもつれさせながらも、立ち上がる。

　だが、満まん身しん創そう痍い。

　断たれた両腕部の断面から大量の血液が漏れ落ち、裂かれた顔面は紅あか一色となっていた。

　再生が遅い。表情に余裕がない。

　もはやアルヴァートは無限の生命を持つ不死者ではなく。

　断てば死ぬ、普遍的な生物でしかなかった。

「幕を引かせてもらうぞ、アルヴァート・エグゼクス」

　最後の一撃を与えるべく、踏み込んだ。

　相手方は今、再生の最中にある。接近する頃には全身の傷は癒えていよう。

　だが、それよりも早く、我が剣は奴の体を────両断すると、確信した、その瞬間。

「させないッ……！」

　第三者の声が響くと同時に。

　俺とアルヴァートの狭はざ間まに、一人の少女が顕現する。

　その姿には見覚えがあった。

「……まるで、あのときの再現だな」

　アルヴァートを庇かばうように立ち、こちらを睨にらむ。

　そして彼女は右手を突き出し──

　閃せん光こう。

　相手の掌てのひらから放たれたそれを、俺は魔法防壁の展開によって無力化。されど凄まじい衝撃波を殺しきることは出来ず、この身が紙切れのように吹き飛んだ。

　間合いが開く。雪面に着地しつつ、俺は眼前の敵方を見据えた。

「……あぁ、そうだ。まだ、僕は全てを出し尽くしたわけじゃない」

　終結を受け入れていたアルヴァートの瞳に、闘志が戻る。

　あの二人、やはり数千年を経ても、絆きずなは断たれていなかったか。

　であれば、ここからが正念場であろう。

　何せようやっと、死神が鎌を握るのだから。

「今回が最後だ。僕に、力を貸してくれ」

「……うん」

　了承を得ると共に、アルヴァートは再生した左手で、彼女の背中に触れて、

「共に征ゆこう。カルミア──────いや」

　奴は、少女の真名を叫ぶ。

　超古代の言語において、終しゅう焉えんをもたらす者を意味する、その真名を。




「ディルガ゠ゼルヴァディスッ！」




　変身。

　名を呼ばれた瞬間、少女の全身が七色の光彩に覆われ……そのシルエットを変えていく。

　果たして、そこに現れしは一振りの剣つるぎ。

　絢けん爛らん雅みやびな装飾の数々と、虹色の煌きらめきを放つ刀身が、あまりにも高い気位を思わせる。

　……事実、あれが己の使い手として認めた者は、俺が知る限り二人しか居ない。

　リュミナスとアルヴァート。両者が打ち立てた伝説と武勇伝には常に、あの剣つるぎが関わっていた。まるで、愛する家族を守るかのように。

　あれこそは、あらゆる武具の頂点。なにものも寄せ付けぬ、至高にして究極。




　──三大聖剣が一振り、ディルガ゠ゼルヴァディス。




　その白銀色に煌めく柄つかを、アルヴァートが握り締めた瞬間。

　度外れた圧力が、我が身を震しん撼かんさせた。

「もう一幕、付き合ってもらうよ、ヴァルヴァトス」

　血に染まった全身が、躍動する。

　それは満身創痍だった男の動きではない。

　──────剛ごう武ぶ超ちょう越えつ。

　かの聖剣が有する七種の権能が一つ。

　それを以もってして、アルヴァートは今、世に並ぶことなき戦士へと変わっていた。

　ゆえに──

「ぬぅッ！」

　疾はやい。目で追えぬほどの攻勢。斬撃の雨あられ。

　剛武超越の効能は、名の如ごとく、超越。使い手の身体機能を敵対者のそれよりも数段階上のものへと無理矢理引き上げる。

　となれば、近接戦闘において打ち負けるは必定。

「ハッ！」

「ちぃッ！」

　致命の連撃に対し、俺は防戦一方となっていた。

　秒を刻む毎ごとに、こちらの肌が切り刻まれていく。

　形勢は完全に、逆転した。

「らぁッ！」

　剣けん閃せんに紛れる形で放たれた横蹴りが、こちらの胴を薙なぐ。全身を駆け巡った衝撃が内臓器官を破裂させ、筆舌に尽くしがたい痛みをもたらすと共に、我が身が真横へ飛んだ。

　再び間合いが開く。

　接近戦に活路はない。

　俺は激痛を無視して、無数の魔法陣を顕現。

　属性魔法を何千、何万と放った。

　しかし──

「生ぬるいぞ、ヴァルヴァトスッ！」

　ディルガ゠ゼルヴァディスが有する権能が一、逢おう魔ま必ひつ滅めつ。巨山をも消し飛ばすであろう我が魔法の数々は、そのとき、一瞬にして搔かき消されてしまった。

　……やはり、離れてもなお活路なし、か。

「久方ぶりに見る人剣一体。これほど厄介なものも、他にはなかろう」

　かの聖剣が有する真の恐ろしさは、あまりにも強い自我にある。他の二振りも同様に自我を有してはいるが、しかし、己おのが思念を表に出すことはない。一方で、ディルガ゠ゼルヴァディスは自らの意思を以て闘争に介入し、使い手を援助する。よって──

「不意を打とうとしても、無駄」

　刀身から声が放たれた矢先のことだった。

　先刻の猛攻を隠かくれ蓑みのとして、密ひそかに敵方の背後へと忍ばせておいた魔法陣。そこから放たれし風の刃が、そのとき、そよ風も同然のそれへと変えられて、効力を失った。

　……どのような事態になろうとも相棒を守る。そんな強い意志を感じる。

　事を成すには彼女の思いを挫くじき、人剣一体の脅威を完封せねばならない。

　だが、そのためには相応の代償が必要となろう。

　それこそ、我が身の消滅を覚悟するほどの、あまりにも大きな代償が。

「……打つ手がないとは、言わせないぞ」

　こちらの迷いを感じ取ったのか。決意を促すかのように、アルヴァートは激烈な攻勢を開始した。剛武超越を発動し、近接戦闘にてこちらを圧倒。たまらず距離を置いて、魔導による搦からめ手てを用いたなら、そのことごとくを逢魔必滅によって消去。

　これだけでも厄介の極みであるというのに。かの聖剣がもたらす脅威は、まだ序の口にさえ至ってはいない。それを証明するかの如く。

「《セディア我は願う》！　《ウルグ再誕を》《ファルメカント君臨を》《フォルベル創造を》《カダ・セディア乞い願う》！」

「《フィルミナ我は知る》《オーベルかの記憶を》《マドゥークかの悲嘆を》……《エル・カディアゆえに叶えん》《ベス・ティヌス夢幻の造物を》」

　超古代の詠唱を紡つむぐ両者。そして──第三の権能、万ばん理り開かい闢びゃくが発動する。

　それはまさに反則の中の反則。使い手、あるいは剣そのものが望む総すべてを創り出すという、荒唐無稽な力であった。果たして、その権能によって彼等が創造したものは。

「かつての総力戦、その再現か……！」

　我が周囲に顕現する、無数の戦士達。

　赤黒い死に装束を纏まとう彼等の姿は、あの日、主人の仇あだ討うちに臨んだ際のそれと全く同じ。

「……出し尽くす。僕が持つ全てを。持っていた、全てを」

　言葉に秘められし思い。それを感じ取った、次の瞬間。

　軍勢が、四方八方から襲い来る。

　まさしく過去の再現。だが、現状は当時のそれとは比にならぬほどの危険に満ちていた。

　万理開闢は現実改変に近しい。ゆえに使い手と剣が願ったなら、その全てが叶かなう。ゆえに──殺到する戦士達は、その末端に至るまで、我が命を脅おびやかすほどの力を持っていた。

「ちぃッ！」

　迫る槍やり衾ぶすまに、異様なまでの圧を感じる。

　直撃は避けねばならない。あれはきっと、我が身を容易たやすく貫くだろう。

　だが……逃げた先にも、必殺の刃が待ち受けていた。

「くッ……！」

　隊たい伍ごを組んだ戦士達による、剣と魔法の連携。

　刃やいばをいなし、攻撃魔法を相そう殺さいし、灼しゃく熱ねつで以て返礼とする。

　そうして目前の数百を焼き尽くすが、しかし、無駄事であった。

　燃え残った灰から戦士達が再誕する。そうした光景に、俺は冷や汗を流した。

「なんと、もはや……！」

　斃たおしても斃しても間髪を容いれずに復活する。

　まさに無敵。まさに不死。これをどうこうするには、やはり。

　だが、しかし、それでも。

　と、迷う最さ中なか。

「ふざけるなよ、ヴァルヴァトス」

　横合いから、怒気に満ちた声と刃が、飛んで来た。

　奔はしる聖剣の刀身を黒剣で以て受け止める。

　そして、大軍の只ただ中なかにて鍔つば迫ぜりながら、

「また、僕を泣かせるのか。また、僕を失望させるのか」

　怒りと、焦燥と、悲しみ。アルヴァートの瞳から伝わるのは、それだった。

「死なせるために、僕はここに居るんじゃない。僕は、死ぬために戦ってるんだ。その気持ちがわからないとは言わせないぞ」

　その言葉は、懇願であった。その言葉は、哀愁であった。

　今のアルヴァートは最強の戦士でありながらも……寄る辺を失い、寒さに凍えて涙する、そんな哀れな子供も同然であった。

「なぁ、頼むよ、ヴァルヴァトス」

　瞳を涙で濡ぬらしながら。

　対面の男が。かつての同胞が。

　俺にしか叶えられぬ願いを、口にする。

「もう、待たせないでくれ」

　救済。それを求むる奴やつの顔と、声は、確かに我が心を打った。

　……あぁ、俺は愚かだ。

　この期ごに及んで何を迷うことがあろうか。

　もとより、この一戦はそういうものだったはずだ。

　全てを取り戻すか、全てを失うか。そういうものだったはずだ。

　であれば……

「そうだな。俺もまた、己が有する何もかもを賭けるべきだ。そして……」

　貴様を、救って殺してみせよう。

　俺は、その決意を固める。

　仮令たとえ我が身が滅ぶことになろうとも、俺は、それを実行しなければならない。

　なればこそ。

「リディア────安全機構、総じて解除」

【警告。霊体が消滅する恐れ有り】

「承知している。だが、もはや是非もない」

　俺は、究極の先へと、足を踏み入れんとする。

　即すなわち──




「リディアッ！　フェイズ：Ⅳファイナルを発動せよッッ！」




　決然とした号令に、彼女が応答を返す。

【了解。勇魔合身────最終形態へ、移行します】

　そして、我が身に変異の兆きざしが表れた、その瞬間。

「ッッ！」

　戦士としての本能によるものか。アルヴァートが弾はじかれたように距離を取った。

　死を求むる者でさえ震しん撼かんせざるを得ない。そんな、絶対的な力の発露。

　その始まりは静かなものだった。

　粉雪が降り注ぐ中。我が周囲に闇色のオーラが生じ──やがてそれが、純白へと変わる。

　銀世界の只中にあって、なお白い。

　それは我が身を覆い、そして、全てを真っ白に染め上げていく。

　握り締めた黒剣。闇色の装束。全身余すところなく、白へ。

　そうした変化が完了した瞬間。

「……滅べ」

　これは、詠唱ではない。ただの言葉に過ぎぬ。

　けれども。

　そんな、なんの変哲もない言葉でさえも。

　勇魔合身、最終形態へと至った俺が放ったなら、世界に絶大な影響を及ぼすようになる。

　目前の光景が、それを証あかしていた。

　静かに。あまりにも静かに。

　バタリ、バタリ、バタリと、軍勢を構成する戦士達が、雪面へと倒れていく。

　皆、誰一人として、指一本さえ動かない。

「出で鱈たら目めにもほどがある……！」

　聖剣の刀身から、少女の声が飛んだ。

　それに応ずる形で、アルヴァートが口を開く。

「そうでなきゃ、困るんだよ」

　念願が成じょう就じゅする。そんな確信に満ちた瞳へ、飛び込むように。

　俺は、踏み込んだ。

　一瞬。

　何もかもが、一瞬で終わる。

　アルヴァートは何も出来なかった。聖剣もまた、なんら反応が出来なかった。

　無数の戦士達が屍かばねを晒さらす中、俺が立ち、奴が膝をつく。それだけだ。

　そうした結果だけが、残っていた。

　理不尽をも超えた表現不能の何か。それこそが勇魔合身、最終形態。

　この力に対抗し得る存在など、あの悪魔ぐらいなものだろう。
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　究極の一振りを携えた《魔王》軍最強でさえ、足下にも及ばない。

　だが。

　そんな絶大に過ぎる力が、平凡な村人としての肉体に、悪影響を及ぼさぬはずもなく。

「ごふっ……」

　やはり、ほんの僅かな、片へん鱗りん程度の力を用いただけでも。

　肉の器が崩れ、霊体さえも、滅びかかっている。

　耳、鼻、口、そして目尻から、朱色のそれが溢あふれ出た。

　もう、存在を保つことさえ難しい。

　それでもなお、未いまだ、アルヴァートを生かしている理由は。

「……最後に何か、言い残すことは？」

　決着を付ける者としての義務。

　これに対し、奴は片膝をついたまま、

「お前を、その気にさせるためとはいえ…………本当に、酷ひどいことをした」

　謝罪の言葉。それが奴にとって、末まつ期ごに残すべきものだったのだろう。

「……気に病むことはない。全ては、この身の不徳が招いたこと」

　そして俺は、今度こそ。

「さらばだ。同胞はらからよ」

　純白の剣を振り上げ、不死者の悲嘆に終止符を──

　打つという、直前のことだった。




「ちょおおおおおおおおっと待ったぁあああああああああああああああああッッ！」




　声。

　それは、アルヴァートの身から放たれたものだが、しかし、奴の音ねではない。

　この声は、まさか──────と、そう思った矢先の出来事だった。

「うっ」

　アルヴァートの口から苦く悶もんが漏れ出てからすぐ、奴の胸が煌きらめきを放ち──

　輝き光こうの中から、彼女が飛び出てきた。

「こんな終わらせ方！　認めてたまるもんですかッ！」

　その姿は、紛れもなく。




　我が親友、イリーナのそれであった──











第一〇二話　イリーナ・オールハイド、夜明けの戦場へ立つ









　アード・メテオールと、アルヴァート・エグゼクス。

　二人にとってそれは、あまりにも想定外の出来事だったのだろう。

　己おのが身から飛び出てきた少女……イリーナに対し、アルヴァートは目を見開いて、驚きょう愕がくの表情を晒している。

　アードもまた似たような状態にあった。

　彼は白剣を振り上げた体勢のまま、ぽかんと口を開いて、微動だにしない。

　──そんな親友の体へと、飛び出た勢いのままに、イリーナは抱きついた。

　再会を祝したハグ……というわけではない。これは二人を引き離すための処置であった。

「っ!?」

　純白のドレスにも似た装束を纏まとうアード。別人も同然に変異した華きゃ奢しゃな体が、イリーナ共々、遠方へと舞い飛んでいく。

　やがて彼女はアードを抱いたまま、二人揃そろって雪面へと衝突。

　それから彼の体を手放し、やや距離を置いて、その姿を見る。

「イ、イリーナ、さん……？」

　未だ状況が把握し切れていないのか、当惑した様子のアード。

　一方で、イリーナもまた、僅かながらも心が揺れていた。

（あぁ、やっぱり、そうなんだ）

（アードは、《魔王》様の転生体）

（噓うそじゃ、なかったんだ）

　彼の容姿は今、見知ったものとは別のそれへと変わっていた。

　なにゆえかは知らない。とにかく重要なのは……その外見が、かつて古代世界に飛ばされた際に見た、《魔王》・ヴァルヴァトスのそれと同一であるということ。

　情報は事前に得ていたし、納得もしていた。けれどもそこに強い実感が加わると、少しばかり複雑な思いが生まれる。

　とはいえ。

　そんな感情に重きを置くつもりはない。

　アードはアードだ。この考えが変化することはない。だからイリーナは一息吐ついて、

「ごめんね、アード。心配かけさせちゃって」

　いつも通りの笑顔。いつも通りの声音。緊張も畏怖もない。目前で片膝をついている《魔王》に、むしろ、イリーナはどこか郷愁にも似た何かを感じていた。

「ゆっくりお喋しゃべりしたいところだけど……その前に、やるべきことを片付けないとね」

　呟つぶやきつつ、イリーナは別の方向へと目をやった。アルヴァート・エグゼクス。先刻まで満まん身しん創そう痍いだった肉体が今や完全に回復し、立ち上がった状態でこちらを見ている。

　その美貌には強い困惑が浮かび上がっていた。

「なぜだ……どうして、こんな……」

　融合状態からの分離。なにゆえそれが成されたか。アルヴァートの心を乱している原因は、そんな強い疑問であろう。

　イリーナは彼の視線を堂々と受け止めながら、その答えを口にする。

「あそこから出たい。そう強く願ったら……なんか、出られちゃった」

　ともすれば、ふざけているのかと思われかねない言葉。

　これにアードはやや困惑気味に首を傾かしげたが……

　一方で、アルヴァートは全ての事情に精通しているのだろう。

　彼は自らの中で、納得のいく答えを見み出いだしたらしい。

「……そうだった。アレは、奴の血を引いているんだった。だから、その力も受け継いでいて……しかし、これほど強く成長しているとは、思ってもみなかった……」

　次第に落ち着きを取り戻していくアルヴァート。彼は静かに深呼吸を繰り返し、

「……確かに、想定外ではある。が、どうということはない。観客が一人現れた。それだけのことだ。気にするようなことじゃない」

　彼にとってイリーナは、路傍に転がる石ころのようなものだった。アードに自分を殺してもらうための人質として誘拐したわけだが、もはやその役割は果たし終わっている。

　であれば、己の内側から分離しようとも、なんら問題はないのだ。

　イリーナ・オールハイドは所詮、現代生まれの脆ぜい弱じゃくな少女に過ぎないのだから。

　徹底して蚊か帳やの外へ置けばよい。

　……そんな思考を、イリーナは鋭く読み取っていた。

「観客？　えぇ、そうね。これまではそうだった。それでもいいと思ってた。アードの影に隠れて、アードの活躍を見守って、最後に皆と一緒に笑う。そんな役回りでいいって、そう思ってたわ。でも────今回は違う」

　彼女は胸を張って、宣言する。

　アルヴァートへ。そして、アードへ。

　なんら臆することなく、己が意思を叩たたき付けた。




「あんたが起こした馬鹿騒ぎに決着を付けるのは、アードじゃない。このあたし、イリーナ・オールハイドが正しい結末へと導く。誰にも文句は言わせない。絶対に」




　果たして、両者の反応は──

　ぽかん。そんな擬音が聞こえてきそうな顔で、イリーナを見つめるのみだった。

　されど、その視線が、彼等の心境を雄弁に物語っている。

〝何を言っているんだ？　こいつは〟

　アルヴァートはもとより、親しい間柄のアードでさえ……いや、親しいからこそ、か。

　二人からしてみれば、イリーナは物語におけるヒロインであって主人公ではない。

　助けを待つ姫君になることは出来ても、決して、救済者たる騎士になることなど出来はしないのだと。両者共にそう考えているのだろう。

　二人の視線と、次の言葉が、その証あかしであった。

「……君ごときに、何が出来るっていうんだ？」

「……イリーナさん、この場はまさに死地も同然。どうかここは、お下がりください」

　引っ込んでいろ、と。場違いな人間が関わってくるな、と。

　二人は暗に、そう述べている。

　これに対するイリーナの返答は、実に短く、極めて明快なものだった。

「あたしを舐なめるな」

　そして彼女は、己が意思を行動にて表現する。

　二人の視線を受け止めながら、雪雲に覆われし天空へと手を伸ばし──

「来なさいッ！　ヴァルト゠ガリギュラスッ！」

　そのとき、振り上げたイリーナの手元にて、稲妻が走った。

　大気が震しん撼かんし、虚こ空くうが鳴動する。

　三大聖剣が一、ヴァルト゠ガリギュラス。使い手の呼びかけに応え、ここに参上。

〝やっちゃえ、イリーナ〟

　握り締めた柄つかから、そんな、剣の意思を感じる。

　──えぇ、やってやるわよ。

　我が心に一片の曇りなし。彼女は粛然と口を開き、詠唱の文言を放った。

「《アルステラ煌めけ魂》ッ！　《フォト我、聖なるブリス光となりて》……《テネブリック闇を打ち払わん》ッ！」

　威風堂々たる声が大気を震わせ、そして次の瞬間、イリーナの全身が白銀色の煌めきに覆われた。やがてそれは鎧よろいの形を作り……物質化。果たして、荘そう厳ごんなる銀甲かっ冑ちゅうに身を包んだ彼女は、敵方の姿を睥へい睨げいし、

「あたしに勝てたなら、後は好きにすればいい。けれど負けたなら……くだらない自殺願望を捨ててもらう」

　これにアルヴァートは顔を顰しかめて、どこか苛いら立だったような調子で受け応えた。

「お転婆もいい加減にしろよ、イリーナ・オールハイド。聖剣を手にしたところで──」

　何かが出来るわけもない、と。そう言いたかったのだろうが。

　聞いてやる道理など、どこにもない。

　敵方が言葉を紡つむぐ最さ中なか、イリーナは激烈な踏み込みを見せた。

　これに対しアルヴァートはなんの反応も出来ず──

　袈け裟さ懸がけ一いっ閃せん。左の肩から脇腹にかけて、その胴体に斜めの斬痕が刻まれた。

「ッッ!?」

　驚嘆の声を発したのは、アルヴァートだけではない。

　アードもまた、愕がく然ぜんとした顔で口を開いていた。

　そんな二人へイリーナは改めて宣言する。

「──あたしを、舐めるな」

　放たれし凄すごみにアルヴァートは瞠どう目もくし、数瞬後、弾はじかれたように後方へ跳んだ。

　間合いを開ける。それは即すなわち、対面の少女を脅威として認定した証に他ならない。

「イ、イリーナさん……！」

　今の彼女が貧弱な少女でないことは、アードとて感じ取っていよう。だがそれでも、保護者としての自覚がそうさせるのか、彼はイリーナを引き止めるべく、一歩を踏み出した。

　が──どうやら、これまでの戦闘を経て蓄積された疲弊は、アードの自己認識を超えるほどのものとなっていたらしい。

　二歩目を踏み出すよりも前に、彼は両膝を折り、地面へと崩れ落ちた。

「っ……！」

　訪れた限界に顔を顰めながらも、なんとか立ち上がろうとするアード。

　しかし、体は彼の意思に応えることなく……その姿が、平常時のそれへと戻る。

「くっ……！　こんな、ときに……！」

　己の不ふ甲が斐いなさを恥じ入るような声音。

　背後にて発露したそれへ、イリーナは対面の敵方を見据えつつ、

「ねぇ、アード。あたしね、これまでずっと、アードのすることは全部正しいって考えてた。そこに疑問を挟む余地なんかないって、そう信じてた。でも……今回だけは、言わせてもらうわ」

　前置いてからすぐ、彼女は次の言葉を放った。

「アードは今、間違った道を歩いてる。だから、あたしが正さなきゃいけない」

　それが自分の使命であり、誰がなんと言おうとも実行すべき事柄である、と。

　そう述べてから、イリーナは肩越しにアードの顔を見やり、穏やかに微笑ほほえみながら、

「後は全部、あたしに任せときなさい」

　一言。揺らぐ事なき意思を短い言葉に集約させて。イリーナは再び、敵の姿を睨にらんだ。

「さぁ。どっからでもかかってらっしゃい」

「……勝てるとでも、思ってるのか？」

　両者共に、聖剣の柄を握り締めながら、

「ご託並べてないで、さっさと来なさいよ。泣き虫の坊や」

「粋がるなよ、現代生まれの三下風ふ情ぜいが……！」

　言葉を出し合い、そして──

　激突する。

「邪魔をするなら、容赦はしないッッ！」

「あたしのゲンコツは痛いわよ、アルヴァート・エグゼクスッッ！」

　果たして。

　真なる最終決戦が今、猛烈な始まりを告げたのだった──





◇◆◇






　……これほどの狼ろう狽ばいは、いつ以来であろうか。

　あまりにも衝撃が大きすぎて、頭の中が周囲の白雪の如ごとく真っ白になっている。

〝アードは今、間違った道を歩いてる〟

　我が選択を否定する言葉。それが彼女の口から放たれたことなど、今まで一度さえなかった。そんな現実に心が乱れ、思考が停止し……気付けば既に、始まりを迎えていた。

「邪魔をするなら、容赦はしないッッ！」

「あたしのゲンコツは痛いわよ、アルヴァート・エグゼクスッッ！」

　戦闘意思を放つと同時に、両者は一いっ気き呵か成せいに踏み込んだ。

　刹那、互いが互いを刃じん圏けんの只ただ中なかに捉え、躊躇ためらうことなく、握り締めた得物を繰り出す。

　聖剣・ヴァルト゠ガリギュラス。

　聖剣・ディルガ゠ゼルヴァディス。

　三大聖剣に数えられし二振りが邂かい逅こうを果たし、大輪の火花を咲かせ、突風を生む。

　四天王最強に対し、五分の剣けん戟げきを見せるイリーナ。

　──それを前にして。

　強烈な危機感が、我が胸中の狼狽を彼方かなたへと消し飛ばし、新たな焦燥をもたらした。

「や、め……！」

　早急に止めねば、イリーナが死ぬ。相手が只の一線級なら続けさせてもよい。だが、アルヴァートはダメだ。現代生まれの彼女が、古代を代表する強つわ者ものに敵かなうわけがない。

「く、う……！」

　止めねば。止めねば。止めねば。

　そんな思いだけが先行し、肉体が追いついてこない。

　勇ゆう魔ま合ごう身しん・最終形態を発動したことによる代償は、あまりにも大きかった。

　指を動かすことさえ難しい。そんな俺を捨て置いて、状況は今もなお進展を見せている。

「なまっちょろいのよ、あんたはッ！」

「小娘がッ！　調子に乗るんじゃないッ！」

　めまぐるしい剣戟を繰り広げる両者。

　衝突音が轟とどろき、火花が舞い飛び、闘争の余波が周囲の白雪を吹き飛ばす。

　未いまだ、状況は五分と五分。

　これに苛立ちを覚えたか、冷ややかだったアルヴァートの顔に、熱が帯び始めた。

「いい加減に、しろぉッ！」

　剣の振りようが荒々しいものへと変わっていく。それは迫力こそ一級品だが……

　あまりにも、隙だらけだった。

　ゆえに。

「ふんッッ！」

　殴おう打だ。アルヴァートの大振りをスルリと回避し、攻撃後の隙を見計らって、右の拳を顔面へと打ち込む。固く握られたそれが、奴やつの美貌を歪ゆがませ……遥はるか遠方へとブッ飛ばした。

「ぐッ……！　この、クソガキがぁッ！」

　鼻血を大量に噴き出しながら、怒鳴り込んで、踏み込む。……らしくない。あまりにも、らしくない。頭に血が上った様子で、荒々しく剣を執る。その様はまるで、子供の喧けん嘩かだ。

「おか、しい……」

　熱量に振り回されている。そんなアルヴァートの姿が反面教師となったのか。俺は先刻まで抱えていた焦燥感と、それがもたらしていた心の熱を失い……

　果たして。我が瞳はようやっと、真実を映し出すようになった。

「なぜだッ……！　なぜだ、なぜだ、なぜだ、なぜだッ……！　なぜ、僕がこんな……！」

　先ほどから、一方的な展開が続いている。

　荒い剣を執るアルヴァートに、イリーナが軽快な身のこなしを見せ……

「おらぁッ！」

　ブン殴る。

　頭蓋が軋きしむほどの打撃をモロに浴びて、宙を舞うアルヴァート。

　着地し、足をもつれさせつつも、奴はイリーナを睨み、

「く、そ、がぁああああああああああああッッ！」

　怒気を放って、馬鹿の一つ覚えも同然に踏み込んでいく。

　紅あかく染まった美貌は、鼻血だけが原因ではなかろう。

　そしてまた、奴は隙を突かれて、ブッ飛ばされた。

　……おかしい。あまりにも異常だ。

　冷静に考えてみれば、こんな状況には決してなりえない。

　何せ奴が有する聖剣・ディルガ゠ゼルヴァディスは、近接戦闘における最強をもたらすもの。七種ある権能が一、剛ごう武ぶ超ちょう越えつは確実に発動しているだろう。にも拘かかわらず、なぜ、アルヴァートはイリーナに打ち負けるのか。

　……同じ疑問を、過去に抱いた覚えがある。前世にて、まだアルヴァートが狂気の仮面を被かぶる前のこと。あれは確か、奴と四度目の対決を迎えた、矢先の出来事だった。

　突如としてリディアが乱入し……

　一方的にアルヴァートを殴り倒して、完全なる敗北へと追い込んだ。

　それまで三度、俺はアルヴァートに負けることはなかったが、逆に、勝つこともなかった。人剣一体の神技はこの俺でさえ手をこまねくほどの力。ゆえに決着がつかぬまま、両者のいずれかが身を退ひくという展開が続いていたのだ。

　俺がそのザマだったというのに、なぜ、リディアはあぁもアッサリと勝てたのか。

　当人に確認してみたところ、こんな答えが返ってきた。

〝あんなクソガキとはな、気合いが違うんだよ、気合いが〟

　わかるように言え、馬鹿。

　当時はそんなことを思ったが……ややあって、その言葉の真実が判然とした。

　リディアはメフィストの娘であり、奴の力を受け継いでいる。即ち……思いの力によってあらゆる願望を叶かなえるという、反則極まりない力を、彼女もまた有していたのだ。

　それを無意識のうちに用いていたのだろう。

　リディアは何か、アルヴァートに思うところがあったようで、奴にだけは負けられんと考えていたらしい。その思いに応える形で《邪神》の力が発動し、相手の力を完封したのだと、俺はそのように理解している。

　よって────

「ぬぅ、あああああああああああああああああッッ！」

　イリーナがアルヴァートに対して一方的な展開を見せている、この状況。

　なにゆえか説明するとしたなら。

「リディアの力を、持っているというのか……!?」

　……確かに、イリーナの一族は《邪神》の血を引いてはいるが、しかし、そんな。

　……いや、こうなればもう、目前の真実を受け入れるしかあるまい。

　あの姿は。イリーナの、あの姿は。

「ブッ飛べ、おらぁッ！」

　在りし日のリディアと、瓜うり二ふたつだった。

　……初対面の頃から、俺はイリーナに彼女の面影を見たものだが、今はより一層、その影が明瞭に映る。

　だから、か。

〝アードは今、間違った道を歩いてる〟

　ついさっき出された否定の言葉を、俺は今、好意的なものとして受け止めていた。

「自分が正す、か……」

　それはかつて、俺が誰かに言ってほしかった言葉だった。

　リディアを失ってからずっと、俺は間違った道を取り続け……

　最後まで、進み続けてしまった。

　そんな道程の最さ中なか、俺は常に、自分を止める者を求めていた。

　自分を正してくれる者を求めていた。

　そう……かつてのリディアのように、俺の隣に立って、俺が間違いを犯したなら殴ってでも止めてくれる相手を、求め続けていた。

　古代において、出会うことは終ついぞなかったが……数千年後の未来にて、俺はようやっと、それに巡り会えたのか。

「……思えば、大事な局面で正しい答えを出したことなど、一度さえもなかったな。であれば、この大一番において俺が選んだ道も、イリーナ、お前が言う通り、誤ったものだったのだろう」

　俺には彼女が見み出いだしたであろう正道が、まるで見えない。

　だが、そうだからこそ。

　イリーナは、この俺と肩を並べて立つ、真まことの親友なのだ。

　ゆえにもはや、先刻までの老婆心や不安など消え失うせて。

　俺は、目前の状況を最後まで見守るという決意を、固めたのだった。

「……後は任せたぞ、イリーナ」
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　なぜ、こんなことになっているのか。

　己の頭蓋が軋む音を耳にしながら、アルヴァートは苛いら立だちを嚙かみしめた。

　顔面を殴打され、宙を舞う。

　これで四七回目だ。始まってから今に至るまで、アルヴァートは一方的に殴られていた。

「く、そぉ……！」

　雪面に着地し、降り注ぐ白の向こう側に立つ少女を睨にらむ。イリーナ・オールハイド。銀甲かっ冑ちゅうを纏まとい、聖剣を携え、こちらを見据えるその立ち姿は、まるであの女のようであった。

「リディア・ビギンズゲート……！」

　アルヴァートの永き生涯において、唯一、打ちのめすことが叶わなかった相手。

　眼前の少女と奴の姿が、ダブって見える。

「忌いま々いましい……！　忌々しい、忌々しい、忌々しい……！」

　不愉快だった。気にくわなかった。

　あの目だ。あの目が、心の底から嫌いだった。

　見下すわけでもなく、憎ぞう悪おするわけでもなく、慈愛を向けるわけでもない。

　こちらの全てを見通し、理解し、ただ真まっ直すぐに見据える、あの目が。

　アルヴァートの心を、熱くさせるのだ。

「そんな目で、僕を見るなぁッ！」

　らしくない。あまりにも、らしくない。そう自覚しつつも、改めることは出来なかった。

　踏み込む。もはやそれは戦士の動作ではない。泣きべそを搔かきながら腕を振り回す、小僧のそれだ。そんな彼に反して、イリーナは落ち着いた立ち回りを見せ──

「どらぁッ！」

　好機を摑つかむ、その一瞬のみ、爆発的な激情を放つ。

　果たしてアルヴァートは四八回目の殴打を貰もらい、空中にて弧を描いた。

　浮遊感を覚えながら、再び彼は思う。

　どうして、こんなことになっているのか、と。

　しかし、自問に対する答えは出てくる気配がない。

　着地し、それから、繰り返す。

　何度も何度も、同じ状況を、繰り返す。

　怒気に任せて踏み込み、接近戦を展開し……ブン殴られて、宙を舞う。

「なぜだッ……！　なぜ、こんなッ……！」

　手心など加えてはいない。正真正銘、全力全開でぶつかっている。

《固有魔法オリジナル》による必殺の黒炎。

　究極の聖剣がもたらす絶大な力。

　それらを接近戦の最中に絡からめ、本気の殺意と共に臨んでいるというのに。

　ことごとくが無力化され、殴打を浴びて、ブッ飛ばされる。

　全ては、奴の血筋によるもの。メフィスト゠ユー゠フェゴールを祖として、脈々と受け継がれて来た、規格外の異能力。

　それはまさしく神の力であった。

　いかにアルヴァートが絶大であろうとも、被造物に過ぎぬ者が、神の力に敵かなうはずがない。……そのような運命を突きつけてくるのも、きっと一つの要因であろう。

　秒を刻む毎ごとに、白熱した感情が心を支配していく。

　その反面。

「ふぅ。ちょっぴりだけど、気が済んだって感じね」

　握り固めていた拳を解いて、イリーナは息を唸うならせた。

　アルヴァートの熱量が増幅する一方で、イリーナの激情は段々と静かなものへ変わっていく。されど全身から醸かもし出される威圧感と凄すごみは、天井知らずの高まりを見せていた。

　古代を代表する最強格が、現代生まれの脆ぜい弱じゃくな少女に威圧されるという異常。

　それをイリーナは特別視するようなこともなく、落ち着いた様子で言葉を紡つむぎ出した。

「甘ったれたクソガキ。リディア様にそう言われてから、もう何千年も経たってるっていうのに、あんたはまったく変わってないわね。そんなだから一方的にやられるのよ」

　呆あきれ果てた顔と、嘆息。そんな態度が憎たらしくて仕方なかった。

　しかし、それでもまだ、限界点のギリギリで踏みとどまることは出来ている。

　尊厳をかなぐり捨てるほどの状態にはならない。

　……そんな、最後の砦とりでが、次の瞬間。

「ちょっとウジついてるだけなら、助けてあげたいとも思うけれど。あんたは度が過ぎてるから、むしろムカつくのよね。何千年もウジウジウジウジと、腐った性根のまんま生き続けて、皆に迷惑かけまくったうえ、身近な人の気持ちにも気付かないで」

　次の瞬間、イリーナの言葉が、何もかもを破壊した。




「たかだかママが死んだってだけで、自暴自棄になってんじゃないわよ」




　バキリ。

　そんな音を、アルヴァートは確かに聞いた。

　それは崩落の音。

　最後の一線であり、一欠片かけらの冷静さを保つ、なけなしのそれが、壊れた音だった。

「………………し……やる……」

　人としての尊厳を保つためのそれは、もはやなく。

　ゆえにアルヴァートの理性は完全に崩壊し。

　人から獣へと、堕落した。

「こぉおおおおろぉしてやぁるぅうううううぁああああああああああああああッッッ！」

　灼しゃく熱ねつが心身を焦がす。その熱量が湯気のように全身から放たれ、周囲の雪を溶かし──

「ああああああああああああああああああああああああッッッ！」

　雄お叫たけびをあげて突っ込んでいく。

　全ての行動は、脊髄反射的なものだった。まともな思考など望むべくもない。まるで幼少期の頃へ戻ったように、アルヴァートは獣の如ごとく暴れ狂った。

「きぃいいいいいぁああああああああああああああああッッ！」

　奇声を発して刃やいばを振り回す。そこに理合いはない。知性なき純粋な暴力であった。

　その狂乱ぶりは今までにない圧力を生んではいるが……剣の振りようは最悪なまでに大雑把で、能力を絡めての戦術的な行動もない。

　イリーナからしてみれば、今のアルヴァートは泣き喚わめく幼おさな子ごも同然であろう。

　ゆえに彼女は微み塵じんも臆することなく、

「情けない男ね。あんたって奴やつは」

　冷めた顔で易やす々やすと暴威を避さけ、握り固めた拳をアルヴァートの胴体へと叩たたき込む。

「ぐはっ……！」

　身動きを止める。が、それも一瞬のこと。彼はすぐさま狂乱を再開し、叫んだ。

「何も知らないくせにッ……！　よくも言ってくれたなぁッッ！」

　たかだか母親が死んだぐらいで。

　その言葉は決して、許せるものではなかった。

　アルヴァートにとってリュミナスは人生の全てであり、唯一無二のよすが。

　これを失った苦痛が、お前なんかにわかるものか。

　……そんな情念に、イリーナは平然とした顔のまま、言葉を送る。

「何も知らない？　いいえ、むしろ完全に知り尽くしてるわ。あんたの怒りも、あんたの悲しみも、全部全部、知り尽くしたうえで、言わせてもらう」

　静かな激情を、拳に込めて。

　イリーナは言葉と同時に、それを放つ。

「リディア様がおっしゃった通り、あんたは甘ったれたクソガキなのよ、アルヴァート」

　顔面を殴おう打だ。しかし、今回は踏みとどまった。宙を舞うことなく、地に足を着けたままアルヴァートは剣を振るう。されど、それは全て空転し、

「ママが人生の全て。それはあんたに限った話じゃない。探せばいくらでも居るわ、そんな人。子供の頃のあたしだってそうだった。あの人の存在だけが、唯一の救いだった」

《邪神》の血を引く、真の王族。そんな宿命を背負う者が、すくすくとまっとうに育つはずもない。決して正体を明かすことなく、末端の貴族として生きねばならぬという人生が、どれほどの苦痛と孤独をもたらすのか。それはおよそ、何者も理解出来ぬ感慨であろう。

「他人が全て、敵に見えた。どれだけ仲良くなっても、あたしの正体を知ったなら掌てのひらを返す。そんな確信があったから。だから、あたしが心を開けた相手は、家族ママだけだった」

　当時、父・ヴァイスは貴族としての仕事と、真なる王族としての責務に忙殺され、イリーナと顔を合わせることはほとんどなかった。

　けれども母が傍そばに居てくれたから、寂しくはなかった。

　その頃のイリーナにとって、母は人間関係の全てであり、彼女の隣こそが、この世で唯一の居場所だった。

「この人が居てくれれば大丈夫。この人さえ居てくれれば、他にはなにも要らない。心の底からそう思ってた。でも…………親っていうのはね、いつか子供の前から姿を消してしまうものよ。あたしのママも、例外じゃなかった」

　母は時たま、父と揃そろって家を出ることがある。その日も、そうだった。イリーナは広々とした屋や敷しきで独り、留守番をして、母の帰りを待っていた。しかし……

　屋敷へ戻ったのは、父・ヴァイスのみ。

　それからずっと、母は帰ってこなかった。

　代わりに、今まで自分の傍に居ることのなかった父が、身近な存在となった。

　まるで母の代わりを務めるかのように。

　そんな父へイリーナは何度も聞いた。

　ママはどうしたの？　いつ帰ってくるの？

　父は何も答えてはくれなかった。

「……幼心に理解したわ。ママはもう、帰って来ないんだ、って」

　結論付けてすぐ、心に襲来した悲嘆と絶望は、筆舌に尽くしがたいもので。

「消えてしまいたいと思った。心の底から」

　その言葉を放ってからすぐ。

　剣と剣とが衝突し、鍔つば迫ぜり合いの形となって、両者は視線を交わした。

　そんな状態を維持しながら、イリーナは再び口を開く。

「ママが居ない世界で、生きていけるわけがない。ママが居ない世界なんて、生きる価値がない。だから……死のうとしたわ。ナイフで自分の首を刺して、ね。でも、その直前で、止められた。…………パパがあんな顔をしたのは、初めてだった」

　自害しようと進む手を、父に止められて。

　イリーナは泣きじゃくりながら暴れ狂った。そう、今のアルヴァートのように。

「死なせてと叫ぶあたしを、パパは抱きしめて、涙を流しながら言ったわ。もう僕には君しか居ないんだって。……そんなの知ったことじゃないって思う反面、この人を残していいのかって気持ちも、あった」

　そのときの父はきっと、自分を映す鏡のような存在だったのだろう。

　最愛の母は、同時に、彼にとっての最愛の妻でもある。そんな人を失ってもなお、生きなければならなかった。本当はイリーナのように消えてしまいたかったはずなのに。残された我が子のため、生きることを選んだのだ。そんな父の姿が、あまりにも哀れで……

「だから、死ぬことを諦めた。あたしがそうしたなら、残った人が悲しむから。その人のために悲しみを乗り越えて、生きなくちゃって、そう思った」

　鍔迫り合いながら、イリーナは言う。

　アルヴァートの目を、ジッと見つめながら、

「あんたにだって、居るでしょうが。残されてしまう人が。あんたが居なくなることで、悲しみを抱える人が」

　この言葉に、彼は絞り出すような声で以もって、応答する。

「そんな奴……！　この世のどこにも、居るものか……！」

　迷いなく放たれたそれへ、イリーナは心から嘆息し、

「────そういうところ、本当に嫌い」

　果たしてこれは、彼女自身が紡いだ言葉であったろうか。

　否。これはイリーナの言葉ではない。イリーナが、彼女の心を代弁する形で放ったもの。

　そう──

「カルミアのことを、どうして、思ってあげないの」

　彼女の悲嘆を、彼女の慟どう哭こくを、彼女の痛みを。

　イリーナは本人に代わって、アルヴァートへと叩き付けた。

「今、あんたが握ってるその子は、あんたにとってなんなの？　形通りの道具？　都合のいい戦力？　なんら価値のない無機物？　……答えなさい、アルヴァート・エグゼクス。あんたは、カルミアのことを、どう思ってるの？」

　剣に込められし圧。

　増していく凄み。

　それは激情に支配されていたアルヴァートを正気に戻し、畏怖の念を覚えさせるほどの熱量を秘めていて。

　ゆえに彼は冷や汗を流しながら、一歩、後ろへ引いた。

　そんな彼を責めるように、イリーナは圧を強めながら、同じ問いを口にする。

「あんたは、カルミアのことを、どう思ってるの？」

　気付けば、全身が震え始めていた。
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　なぜかはわからない。相手に気け圧おされたのか。それとも、別の理由か。

　アルヴァートは戦慄わななきながら、膨大な汗を搔かいて、無言のままイリーナの顔を見つめ返すことしか出来なかった。

　そんな反応に業を煮やしたか。これまで静かだったイリーナが、怒気を爆裂させた。

「どうしてそこでッ！　何も言えないのよッ！　あんたはぁッッ！」

　剣圧が尋常ならぬ高まりを見せ、気付けば、体勢が崩されていて。

　七〇回目の殴打が、アルヴァートの顔面を凹へこませた。

　宙を舞い、ややあって、雪面に衝突。それからすぐ、イリーナは手にしていた聖剣を投げ捨て、アルヴァートのもとへ駆け寄り、その胸倉を摑つかんだ。

「思い出しなさいよッ！　カルミアとの日々をッ！　あの子が見せた顔をッ！　それはあんたにとって、どうでもいい記憶なのッ!?」

　剣幕に圧され、促されるままに、アルヴァートは過去を思い返した。

　カルミア。カルミア。カルミア。

　彼女と初めて会ったときに感じたものは、決して良好なそれではなかった。

　酷ひどく、気にくわない女。そんな印象だけがあり、それは時と共に悪化の一途を辿たどったが……しかし、うんざりしつつも、居なくなればいいだなんて思ったことは、一度もない。

「あんたの隣に一番長く居たのは誰ッ!?　あんたと一番長く会話したのはッ!?　一番長く一緒に戦ったのはッ!?　一番長く、思いを共有したのはッ!?　どこの誰か、言ってみなさいよッッ！」

　カルミアだ。

　彼女は、まさにそれだ。

　文句を言いつつも、いつだって力を貸してくれた。

　憎まれ口を叩きながらも、いつだって傍に居てくれた。

　そう、彼女だけは。

　彼女だけは決して、自分のもとから離れることは、なかった。

「あんたが本当に独りぼっちだったなら、アードの選択は間違いじゃない。死ぬことでしか救われない相手に、それを与えることが、間違ってるとは思わない。でも──」

　胸倉を摑んだ手に、一ひと際きわ強い力を込めながら、イリーナは言葉を重ねていく。

「あんたにはカルミアが居る。あんたは独りじゃない。なのにもし、あんたが死んじゃったなら、カルミアはどうなるの？　残されたあの子の悲しみと、苦しみに、あんたは無関心で居られるの？　カルミアに、自分と同じ苦しみを与えてまで、あんたは救われたいって、そう思うの？」

　カチカチと、アルヴァートは歯を打ち鳴らしていた。

「僕、は……」

　一ひと度たび思い起こしたなら、もう、止めることは出来なかった。

　カルミアと共に過ごした時間を。彼女との記憶を。

　……傍に在るのが当然だった。いつ、いかなる時も、自分の手には彼女が在った。

　最初は本当に、気にくわない奴やつで、大嫌いだったのに。

　気付けば、彼女はアルヴァートにとって、自らの半身に等しい存在となっていて。

　そんなカルミアは、自分に残された、唯一の──

「気付くのが遅いのよ、お馬鹿さん」

　愚かな子供を諭すような顔で、溜ため息いきを吐ついて。

　イリーナは、アルヴァートの胸元から手を離した。

「大切な人を失ったのは、あんただけじゃないし、もちろん、あたしだけってわけでもない。それはきっと、誰しもが通る道。人が成長するために必要な、乗り越えるべき試練だと、今のあたしはそう思ってる。だから……いい加減、大人になりなさい、アルヴァート。あんたと同じように、愛する人を失って、取り残されてしまった親友のためにも、ね」

　彼女の言葉は拳よりもなおアルヴァートの芯に響き……

　それが、空白の心に、何か温かなものを、芽生えさせた。

　その瞬間。

　彼の手元にあった聖剣・ディルガ゠ゼルヴァディスが発光し、姿を変えていく。

　一振りの剣つるぎから、一人の少女へ。

　カルミアとして世に顕現した彼女は、頽くずおれたアルヴァートを見下ろしながら、

「リュミナスを止められなかった、あのとき。あなたが意識を失った後、彼女はわたしに命令した。あなたと共に生きろ、と」

　普段、平へい坦たんな調子を維持しているカルミアが、今。

　その美貌を哀切の色へと染め上げながら、語り始めた。

「わたしは自己を道具と定義してはいないけれど、でも、自身が道具であるという宿命からは逃げられない。心の底から主あるじとして認めた相手の命令は、呪いのようにわたしを縛る。だから……わたしは、あなたと一緒に死ぬことが、出来なかった」

　ゆっくりと、彼女の顔が歪ゆがんでいく。

　指を震わせ、唇を震わせ、カルミアは隠し通してきたであろう感情を、吐き出した。

「わたしはどうあっても、死ぬことが出来ない。けれど、あなたは違う。自己意思を優先し、自らを救済出来る。……そんなあなたを、止めたかった。でも、言い出せなかった。あなたが、あまりにも哀れ、だったから。だから、あなたを救うために、協力、してきたけれど……」

　言葉が詰まる。

　……この数千年、彼女は相棒の救済と、己おのが願いの狭はざ間まで、苦しみ続けていたのだろう。

　大切な人だからこそ、救われてほしい。そう思う反面、大切な人だからこそ、死んでほしくない。そんな自己矛盾が生み出す苦痛が、どれだけカルミアを苦しめたのか。

　そんな彼女の気持ちを、わかってやれなかった。

　気付いて、やれなかった。

「……カルミア」

　見上げながら、呼びかける。

　そんな彼の瞳には、強い悔恨と、謝罪の念が宿っていて。

　それを感じ取ったからか、カルミアはその美貌をくしゃりと歪めながら、

「あなたは、わたしにとって、最後に残された、大切なもの、で……だから……お願い、だから………………わたしを、独りにしないで」

　カルミアの白い頰に、一筋の滴が流れた。

　その姿を目にして、アルヴァートは痛恨の情を抱く。

（僕は、何をしていたのだろう）

（自分のことばかり考えて）

（彼女の気持ちなんて、まったく、見えてなかった）

（……見ようとさえ、しなかった）

（あぁ、本当に……甘ったれた、クソガキだな）

　かつてリディアに言われたこと。

　かつてカルミアに言われたこと。

　当時は理解出来なかったそれが、今ならわかる。

　いかなる強さを持っていたとしても、アルヴァートはまだ、甘えた子供でしかなかったのだ。それゆえにリディアは彼を戦士としては認めず、カルミアは子供から一人前の大人に成長してほしいと願い……そして、あの人もきっと、死に魅入られた自分を変えてくれるような男へ変わってほしいと、そう思っていたのではないか。

（もし、そのことに気付けていたなら）

（子供ではなく、男として、大人として、あの人に向き合えていたなら）

（……いや。いまさら、そんなことを考えても、仕方がない、か）

　もはや過去は変えられない。失ったものを取り戻すことは出来ない。

　そうだからこそ。

　今、目の前にある大切な者のために──

「これまで、本当に、すまなかった」

　手を伸ばし、相棒の涙を拭う。

　そうしてから、アルヴァートは、

「……イリーナ・オールハイド」

　彼女へ、目を向ける。

　相手の顔にはもう、激情など微み塵じんもなかった。

「喪失の苦しみを抱えながら生きるのって、本当に苦しくて、難しいことだけれど……あんたは独りじゃない。その子と支え合っていれば、きっと乗り越えられる。……でも、もし、ダメだったら。そのときは、あたしのところに来なさい。そしたら」

　穏やかに微笑ほほえむ、彼女の姿は。

　まるで、女神のように美しかった。

「──あたしが、あんたを救って生かしてあげる。絶対に」

　この言葉に、アルヴァートは俯うつむいて、息を唸うならせた。

　彼女の言う通り、簡単なことではない。

　死への渇かつ望ぼうを捨て、絶望に立ち向かい、生まれてきたことを後悔するほどの痛みを味わいながらも、その道を進み続ける。

　それは、想像しただけで気が滅め入いってしまうような、苦難に満ち溢あふれた選択。

　そんなことをするぐらいなら、死んだ方がマシというものだろう。

　その願望は未いまだ消えてはいないが、しかし。

　──気付けば、激しく吹き荒すさんでいた白雪が、消えていた。

　──いつの間にか、暗雲が割れて、陽光が自分達を照らしていた。

　だから。

「イリーナ・オールハイド」

　彼女の姿を見つめながら、久方ぶりに、穏やかな微笑を浮かべて。

　アルヴァートは、その言葉を口にする。

　決着の言葉であり、そして、決意の言葉でもあるそれを、口にする。




「──僕の、負けだ」











第一〇三話　元・《魔王》様と、取ｄアｓｊ戻ｄｆせｋｆ日ｍｄハｓｍ常ｄハｍｌ









　──全てが終わった。

　数千年前から続く因縁。その全てに、決着が付いた。

　しかしそれは、我が手によるものではない。

　此こ度たびの一件を最善の結末へと導いたのは、我が親友・イリーナであった。

　殺すのではなく、生かす。そんなハッピーエンドを成し得たのは、ひとえに彼女の人徳と、人間としての厚みによるものだろう。

　俺にはない二つの要素が、イリーナには確かに備わっている。

　そのことを再確認すると共に、俺は一層、彼女への敬意を深めたのだった。




　──さて。




　決戦を終えた後、我々は肩を並べて、冥府から現世へと帰還した。

　途中離脱したライザー、シルフィー、オリヴィア、ジニーは存命であり、後遺症の類いも確認されてない。アルヴァートはあくまでも己の死を願っていただけで、復ふく讐しゅうなどは望んでいなかったのだ。ゆえに極力、誰も死なせぬよう立ち回っていたのだろう。

　そして、現世へと到着してからすぐ。

《ストレンジ・キューブ》を再発動し、世界を元の形へと戻し──




　我々は、平穏な日常を取り戻したのだった。




　そうして、我々は穏やかな生活へと身を投じていく。

　まずはなんといっても、夏期休暇の満喫だ。此度の一件は、その最さ中なかに発生したもので……結果、我々は休暇の半分以上を犠牲にしたのである。それを取り戻すべく、《ストレンジ・キューブ》で時を巻き戻し、事件の全てをなかったことにしたのだ。

　そして俺はイリーナと共に生まれ故郷へと戻り──

　素晴らしい夏期休暇を楽しみ尽くしたうえで、学園生活の再開を、迎えたのである。







　新学期の到来に際して、我々はまず始業式へ出席し、それから学生寮の自室に足を運ぶ。

　どうやら我々が居ぬ間にも定期的に手入れがされていたらしく、生活を再開するにあたって、不便に思うところは何一つとしてなかった。

　俺は久方ぶりに寮での一日を過ごし──

　翌日、同室のイリーナ、ジニー、シルフィーと共に起床して、朝あさ餉げを摂とるべく、食堂へと移動する。

　その道中のことだった。

「おや、エラルドさん。貴方あなたも今から朝食ですか？」

「おっ、おう……」

　先の一件で怪物となってしまったエラルドだが、今は元通りとなっている。

　彼は俺の顔を見てからすぐ、ジニーへと目をやって、

「そういえば急用が──」

「せっかくですから、共に参りましょうか」

　逃げようとする彼の腕を摑つかんで、引っ張るように連れて行く。

　アサイラス連邦との一件を経て、エラルドとジニーの関係は少しばかり修復されたが、やはりまだまだ完全ではない。

　この問題は根深く、二人だけに任せていてはいつまで経たっても解決することはなかろう。

　よってここは、お節介を焼かせてもらう。

　このエラルドもまた、今や我が学友の一人だ。胸を張って、堂々と、学園生活を楽しんでほしいと思う。

　そんな彼を加えてから、すぐのことだった。

「教きょう鞭べんを執る際に重要視されるべきは、生徒への思いやりだ。貴様にそれが出来るか？」

「……まだ、わからない。でも、努力するよ。そのために、ここへ来たのだから」

　廊下の端にて、話し込む者が二人。

　片方はオリヴィア。もう片方は──

「この学園もいよいよ以て、とんでもねぇところになってきたよな。歴史に残る天才が在籍してるってだけでなく、伝説の使徒様がお二人も教職に就いてるんだから」

　エラルドの言葉通り、オリヴィアの対面に居る男もまた、四天王の一人。

　男性用の講師服を纏まとった、アルヴァート・エグゼクスの姿が、そこにあった。

　奴やつは不意にこちらを見ると、やや気まずげに目を伏せたが……

「あ、オリヴィア様！　あとアルヴァート！」

　イリーナが明るい顔をして、二人の方へ駆け寄っていく。

「ア、アルヴァート様を、呼び捨て……!?」

　先の一件について、何も知らぬエラルドからしてみれば、イリーナの言動はとんでもない狼ろう藉ぜきとして映ったろう。けれども瞠どう目もくする彼のことなど気にすることなく、イリーナは快活な笑みを浮かべながら口を開いた。

「あんた、始業式の挨拶で嚙かみ嚙みだったわよね」

「……嚙んでない」

「あれぐらいのことで緊張してたら、今後やってけないわよ？」

「……緊張なんかしてない」

　そっぽを向きながら、ぶっきらぼうに言葉を返す。

　そんなやり取りを見つめながら、ジニーが一言。

「大丈夫、なんでしょうか？」

　彼女にとってアルヴァートは、今なお、信用ならぬ敵対者として映るのだろう。

　そんな相手が、教職として、自分達の傍そばに居座ったのだ。警戒心を抱くのも無理はない。

　しかしながら。

「問題はありませんよ。先の一件を経て、彼は変わりましたからね」

　今まで被かぶり続けてきた仮面を脱ぎ捨て、真の自分を晒さらしているところからして、それは明らかであろう。

　その姿勢がまさに、奴の意思表明となっている。

　死への渇望を捨て、未来に目を向けて歩いて行く、と。奴はその意思を、態度で以て示しているのだ。

「そういえば、カルミアは？」

「さっきまで、そこに居たけど…………嫌な奴が近くに来たから、姿を消したよ」

　チラリとこちらに目を向けるアルヴァート。

　その視線には特別、悪意も敵意もなかったが……奴の相棒には、とことん嫌われているようだな。無理もない話では、あるのだが。

「あの子とも一緒にご飯、食べたかったんだけどな」

「……君が望むなら、説得してみるよ」

「ほんと？　ありがと！」

「……ところで。僕も、その…………朝はまだ、なんだけど」

「そうなの？　じゃあ、一緒に行きましょ！」

「…………………………うん」

　なんとも、微笑ましいではないか、アルヴァートよ。

　かつての敵とはいえ、我が心に奴への悪感情など微み塵じんもない。むしろ、学園生活を経て、望ましい何かを得てほしいと思っている。

　そうしたなら、オリヴィアやライザー、ヴェーダも併せて……

　一度、元・《四天王》、元・《魔王》として、皆との飲み会でも開きたいものだ。

　古代において、我々は同じ釜の飯を食い合ってはいたが、その関係性は複雑なものだった。そうした過去を清算し、皆で笑い合うような仲になれたならと、今はそう思う。

　こんな心境に至れたのもまた、イリーナのおかげだ。本当に凄すごい娘だな、彼女は。

「あ、オリヴィア様も──」

「いや。わたしは転入生を迎えねばならん。悪いが、欠席させてもらう」

　言ってからすぐ、彼女はその場から離れていった。

「じゃ、行きましょっか、皆みんな！」

　笑顔のイリーナに、皆も自然と頰を緩めて、頷うなずく。

　我々の生活は、刻一刻と変化を続けていく。

　それが皆にとっての幸福に繫つながることを、願わずにはいられなかった──







　──朝食を摂り、登校の準備を済ませて、寮を出る。

　久方ぶりの校庭を仲間達と共に歩み、校舎へ入って、教室を目指す。

　道中で別クラスの学友達と挨拶を交わし、それから教室の中へ。

　各おの々おの、座り慣れた席に腰を下ろす中。

「エラルドさん。そんな離れた場所に座らずとも、ほら、こちらが空いておりますよ」

「い、いや、俺は……」

　チラ、とジニーの顔色を窺うかがうエラルド。

　そんな視線に対し、彼女は溜ため息いきを吐ついた。

「変な気を遣わないでくださいまし。気持ちが悪いです」

「あ、あぁ。すまねぇ、な」

　バツが悪そうな顔をしつつ、俺が勧めた席へ座るエラルド。

　この二人の関係改善が、今後の学園生活における優先事項となりそうだ。

　──そんなふうに思っていると、不意に、離れた席に座る学友達の雑談が、耳に入った。

「転入生って、どんな奴なんだろうな？」

「ウチに来るぐらいだから、まぁエリートなんだろうけど」

「出自が謎、なんだっけ？　オリヴィア様が拾ってきたんだよな？」

　転入生。そういえば、オリヴィアがそのようなことを言っていたな。

　まぁ、新学期となれば、転入生の一人や二人、居ても当然であろうが……

　なぜだろう。妙に、気になる。

「……エラルドさん。貴方の御お家いえは確か、学園の運営に深く関わっておいでとか。であれば、転入生の情報など、お持ちなのではありませんか？」

「ん？　なんだ、お前もそういうの気にするタイプか？」

「えぇ、まぁ」

　目線で続きを促す。と、エラルドは顎に手を当て、

「ウチは確かに、転入生への入学試験だとか、入学許可だとか、そういうのを担当してっからな。だからまぁ俺の耳にも、どの学年に、どんな奴が入ってくるのか、情報が流れてくるわけだが……今回、ウチのクラスに入ってくる奴は、ちょっとやべぇな」

「ヤバい、とは？」

「あぁ、それがな……転入生は、ウチが出す試験をクリアしねぇと、入学出来ねぇ決まりになってる。んで、その試験な、入試よりも厳しいんだよ。だから基本、転入生ってのは天才しかいねぇ。それも並外れた天才だ。そんなだからか、妙に変わった奴が入って来やすいんだが……」

　件くだんの転入生は、そこに輪をかけている。エラルドの顔が、そんな情報を物語っていた。

「それで？」

「具体的に、どんな奴なの？」

　我々の会話にイリーナ達も興味を抱いたらしい。

　先を促されたエラルドは、顎を擦さすりつつ、

「まず、出自がわかんねぇ。平民なのか、貴族の子息・令嬢なのか。過去に関する情報だとか、身元に関する情報だとかが一切ねぇんだ。普通、そんな奴は書類審査の時点で弾はじくんだが……オリヴィア様の推挙となると、そうはいかねぇんだよな」

「アイツが推薦したって言うなら、身元は保証されたも同然だわね」

「あぁ。けどまぁ、なんつぅか。オリヴィア様のお墨付きとはいっても……なぁ〜んか、不可思議な感じがするんだよなぁ」

「……不可思議、とは？」

「あ〜……まず以もって、そいつの外見、なんだが……」

「外見？　もしかして、すっごい不細工とか？」

「いや、その逆だ。姿見の魔法で映写されたものを見たんだけどな、これがまぁ、あんまりにも綺き麗れいというか、可か憐れんというか……」

「へぇ〜。そんなに可愛かわいいんだ、その子」

「恋のライバルになるやもしれませんわねぇ」

「……あぁ、それなんだが。性別が不明なんだよ」

「性別、不明？」

「見た目的には女って感じ、なんだが……どっか男っぽいところもあるっつぅか」

「それはなんとも、ミステリアスな空気を纏っていそうな御お方かたですね」

「だろ？　お前も見たら驚くんじゃねぇかな。特に、笑顔が独特でよ。一度見たら、頭にこびりついて離れねぇんだよなぁ」

　ポリポリと頭を搔かきながら、エラルドは続けていく。

「んで、だ。試験の結果なんだが……これがまぁ、マジでヤバい。アード、お前以来の満点越えだぜ。しかも、お前が受けた入試よりも遥はるかに難度が高い試験で、だ」

「ほほう。それはそれは、実に優秀な御方なのですね」

「あぁ。なんでも、実技試験の最さ中なか、近場にあった山脈を消し飛ばしたりとか、色々やらかしたらしいぜ。本人はウッカリとかなんとか言ってたそうだが……山脈をウッカリで消せるわけねぇだろって話だよ」

「……ほほう」

　現代生まれで、そんなことが出来るような人間はおるまい。となると……件くだんの転入生は、古代生まれか。ウッカリで大規模な破壊をもたらすような奴やつは……我が元・配下にも何人か心当たりがあるな。

「経歴不明。性別不明。それだけでも規格外じみてるってのに、実技、筆記、共にアードの再来と来てやがる。……まぁ、色んな意味で、新学期は荒れそうだよな」

「えぇ。しかし、それもまた一興というものでしょう」

　多少の問題は、今の俺にとって心地のよい刺激にしかならない。

「それにしても、アードの再来だなんて。ホント、どんな子なのかしら？」

　イリーナの口から疑問が放たれた、次の瞬間。

　教室のドアが開かれ、オリヴィアが入ってくる。それと同時に、皆、一斉に彼女へと目線を向けた。誰もが件の転入生を拝んでみたいと、そう思っているのだろう。

　皆の心情を知ってか知らずか、オリヴィアは平へい坦たんな足取りで教壇へと向かい、

「ホームルームを始める前に。今学期から、我がクラスに転入する生徒を紹介しておこう」

　極めて淡々とした口ぶりで、オリヴィアは言葉を紡つむいだ。

「衝突などすることなく、これから皆の一員として、共に切せっ磋さ琢たく磨ませよ。では……」

　入ってこい、と。

　廊下に立っているであろう転入生へ、オリヴィアが入室の許可を出した。

　そして──

　転入生が、室内に足を踏み入れた、そのとき。




　ぶわり。




　我が総身に、冷や汗が浮かぶ。

　その姿を見て取った瞬間、俺は、ほぼ反射的に、声を漏らしていた。

「……どういう、ことだ」

　おかしい。あまりにも、おかしい。

　奴がなぜ、ここに居る？

　いや、それ以上に。

「うわぁ。ほんっとに綺麗っていうか、可憐っていうか」

「え？　何を言ってますの、ミス・イリーナ。どう見たって彼は精悍な男子でしょう？」

「いや、二人とも、お目々だいじょうぶ？　アタシよりも小っちゃな子供じゃないの」

　奴を知るはずの面々が、なんの違和感も抱いていないという現状。

　そんな中で……奴は悠々と、室内を歩いた。

　下に穿はいた、女子用のスカートと、上に纏まとう男子用ブレザーの裾元を揺らしながら。

　艶つややかな黒髪をたなびかせ──

　教壇に立つや否いなや、その黄金色の瞳で以て、我が姿を見据えてくる。

　天使のような美貌に、悪魔の微笑を浮かべて。

「……では、皆に自己紹介を」

　オリヴィアに促されて、一つ頷くと、奴は生徒一同を見回した。

　やめろ。その目で見るな。

　皆の顔を、皆の、顔を──

「貴様の視線で汚すなッ！」

　辛抱たまらず、俺は無意識のうちに叫んでいた。

　途端、室内に静寂が訪れ……皆が、こちらを見る。

　冷然とした瞳で。その貌かおに、虚無を映しながら。

「どうして、そんなことを言うんですか」

　なんの情念もやどってはいない、あまりにも無機質な言葉が、ジニーの口から放たれた。

　それを皮切りに、

「ちょっと、酷すぎるだろ」

　皆が、

「あれだけ良くしてくれたのに。この恩知らず」

　口々にした、言葉は、

「こうして私達がまっとうに暮らしていられるのは、あの人のおかげなのに」

　俺に、

「ていうかさ──」

　俺に、絶望をもたらす、ものだった。




「「「お前、誰だよ？」」」




　絶句、せざるを得ない。

　人形のように虚うつろな顔をした友人達。

　誰もが、奴の呪縛によって、何もかもを変えられてしまっている。

　──そんな姿を前にして、俺は、思い知らされた。

　幸せな日々を取り戻したという感慨が、幻想に過ぎなかったのだと。

　気付かぬうちに、混こん沌とんはすぐ近くにまで這はい寄っていて。

　大切なもの全てを、蝕むしばんでいた。

「なぜ……！　こんな……！」

　悪夢のような光景に、目め眩まいを覚える。

　奴はそんなこちらの姿を嘲笑あざわらうかのように、はつらつとした笑みを作り──

「やぁ、皆みんな。会えて嬉うれしいよ。学園生活というのは実に久方ぶりで、勝手も覚えていないのだけれど……どうか、仲良くしてほしい」

　奴が発言すると同時に、人形のようであった皆の様相が、変化する。

　誰もが奴へと目を向けて、男子も女子も例外なく、頰を紅あかく染めながら、

「なんて綺麗な声……！　まるで吐瀉物のようだわ……！」

「あんなに小ちっちゃい体なのに、どうしてこんなに馬鹿馬鹿しいんだ……！」

「吐き気がするほど歓迎の挨拶が清らかで解ほぐれた感じが実に矛盾しているな」

　全てが異常だった。

　全てが、狂っていた。

　全てが──きっと、もう、取り返しがつかぬほどに、壊されていた。

　強烈な嫌けん悪お感と、それがもたらす吐き気に耐えながら、俺は、奴の姿を睥へい睨げいする。

　そんな、我が視線の先で。

「時間も押しているようだから、自己紹介は手短にしようか。本当は趣味の話などをして、僕のことを深く知ってもらいたいのだけど。まぁ、それは今後に期待といったところかな。……では、遅ればせながら」

　奴は、己おのが名を紡ぎ出した。

　未来永えい劫ごう、決して忘れ得ぬ、怨敵のそれ。

　未来永劫、顔を合わせることはないと、そのように思っていた、宿敵のそれ。

　そう、奴の名は。




「メフィスト゠ユー゠フェゴール。親しみを込めて、メーちゃんと呼んでくれたまえ」




　皆が、拍手を送る中。

　俺は、崩壊の音を聞いた。

　崩れていく。

　崩れていく。

　取り戻した平穏が。友と歩む日常が。

　何もかも、最悪の形で、変わっていく。

　あの、悪魔の手によって。

「──忘れたのかい？　ハニー。僕の言葉を」

　奴の声に呼応するかの如ごとく、我が脳内にて。

　呪いのような言葉が。おぞましい言葉が。

　頭の中に浮かんで、反はん芻すう、し続けていた。







〝過去ぼくからは、逃げられない〟

〝過去ぼくは決して──────君を、逃がさない〟











あとがき









　皆様、ご無沙汰しております、下か等とう妙みょう人じんでございます。




　帯にも記載されているかと思いますが、本作「史し上じょう最さい強きょうの大だい魔ま王おう（以下略）」のアニメ化企画が進行中となっております。

　このお話が舞い込んできた当初、なんら実感というものが湧いてきませんでした。

　しかし時を経るにつれて……

　と、いったこともなく、今に至るまでやはり実感がございません。




　湧き上がってくるのは感謝の思いのみ。




　これまでイラストを提供してくださった水みず野の様。

　ご迷惑をおかけしてきた初代担当様。

　ただいま絶賛ご迷惑をおかけしている二代目担当様。

　そして──この作品をここまで読んでくださった、読者の皆様。

　数多くの方々のご尽力・ご声援のおかげで、こんなところまで来ることが出来ました。

　本当に、感謝してもしきれません。

　願わくば、もう一度、第九巻での再会を祈って、筆を置かせていただきます。





下等妙人





















史し上じよう最さい強きようの大だい魔ま王おう、村むら人びとAえーに転てん生せいする




８．女め神がみの覚かく醒せい








下か等とう妙みよう人じん
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